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キヤノン製品のお買い上げありびと 5 ございまず。 

EOS 5 D Mark II は、有効画素数約 2]] 日万画素-約36 x 24 mm フル 
サイズ CM 日 S センサー、 D にに4、高精度•高速9点 AF ( + アシスト測距 
点：目点)、約 3.9 コマ/秒連続撮影、ライブビュー撮影 • Full HD (フル八 
イビジョン)動画撮影機能を搭載した、高性能デジタルー眼レフカメラです。 

本機は、いつでをすぐに撮影できる優れた機動性、高度な撮影に最適対応 
する豊富な撮影機能、撮影領域をさらに拡大する幅広いシステム拡張性な 
ど、さまざまな特長を備えています。 

撮影しなび！5操作すると理解び深まります 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることびでさます。 
本書を読みなびら実際に撮影し、その結果を確認しなびら理解を深め、操作 
に慣れてください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、別紙の『安全上のご注意』、 
および『取り扱い上のご注意』（12、 ] 3ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認してく 
ださい。万一、カメラ（本機）やメモ U —カードなどの不具合により、画像 
の記録やパソコンへの画像の取り込みびでさなかつた場合の記録内容の補 
償については、ご容赦ください。 


著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人と 
して楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使用でさません。な 
お、実演や興行、展示会などのうちには、個人として楽しむなどの目的で 
あってを、撮影を制限している場合びありますのでご注意ください。 


CF カードについて 

本書では、 CF カードのことを「カード」と表記しています。なお、画像 
を記録する CF カードは付属していません。 別途ご購入ください。 
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カゾラとまな付属品 

ご使用になる前に、 iu 下のをのびすベてそろつているか確認してくださ 
い。万一、足りないをのびあるとさは、お買い求めの販売店にご連絡くださ 
い。 



カメラ 

(アイカップ、 
ボディキャップ付さ) 




〇 



電池 充電器 

バツテリーノ くツク バツテリーチヤージヤー 

LP - E 6 LC - E 6 

(保護カバー付さ） 



ワイドストラップ 
EW-EOS 己 DMKII 




インターフェースケーブル 
IFC -200 U 


ステレオビデオケーブル 
STV -250 N 



EOS DIGITAL 
Solution Disk 

(ソフトウエア） 


ソフトウてア お客様ご相談窓□、 

使用説明書 修理受付窓□一覧/ 

ま全上のごま意 



① カメラ使用説明書 （本書） 

③ ポケットガイド 

すぐに撮影したいちは、このガイドをご覧ください。 

③ CD - ROM ガイド 

付属ソフトウエア （EOS DIGITAL Solution Disk ) 
とソフトウエア使用説明書のガイドです。 


《レンズキットをお買いホめのとさは、レンズび付属しているか確認してください。 
《レンズキットの種類により、レンズの使用説明書び入っていることびあります。 
※付属品は、なくさないよラにを意してください。 
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本使用説明書上のおことわり— 

本文中の絵文字について 

〈猫!〉 : メイン電子ダイヤルを示しています。 

〈類〉 :サブ電子ダイヤルを示しています。 

〈卜泉〉 :マルチコント□-ラーを示しています。 

<©> :設定ボタンを示しています。 

を4/を6/を10/る16 :操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押 
した状態びそれぞれ4秒/目秒/] 0秒/] 6秒 
間保持されることを示しています。 


* その他、本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶モニターの表示 
など、カメラに使われている絵文字を使用しています。 

耐亞の : 〈 MENU 〉 ボタンを押して設定変更する機能であることを示し 
ています。 

丽 :ぺージタイトルちの丽は、モードダイヤルび 〈 P/Tv/Av/ 

M/B> のとさに使用でさる機能であることを示しています。 

* 全自動 （□/ 画）モードでは使用でさない機能です。 

( P .**) :参照ページを示しています。 

拳 :上手に使ラためのヒントや撮影のポイントを記載しています。 

? :困ったとさの手助けになる事項を記載しています。 

(I :撮影に不都合び生じる恐れのある注意事項を記載しています。 

u :補足説明や補足事項を記載しています。 

操作説明の前提について 

参電源スイッチび 〈 ON 〉 または い ')になっていることを前提に説明 
しています （ P .27)。 

♦ <〇> の操作は、電源スイッチび〈^〉になっていることを前提に説 
明しています。 

♦ メニュー機能やカスタム機能び初期状態になっていることを前提に 
説明しています。 

♦ EF 5 日 mm F 1.4 USM (-部 EF 24-1 日己 mm F 4 L IS USM ) レンズ 
を取り付けた状態で説明しています。 


4 



デジタルー眼レフカメラを初めてお使いになる方は、1章、2章までの説 
明で、このカメラの基本的な操作-撮影方法びわかるようになっていまず。 


はじめに 

本製品の基礎知識び得られます I 

1 

撮影前の準備と操作の基本 

2： 

1 

かんたん撮影 

カメラまかせの撮影方法 

4 

3 

画像に関する設定 

5： 

4 

AF/ ドライブの設定 

7 

5 

撮影目的にあわせた応用撮影 

高度な撮影機能を使ラ 

8 

6 

ライブビュー撮影と動画撮影 

液晶モニターを見なびら撮影 

10 

7 

画像の再生 

12 

8 

撮像素子の清掃 

14 

9 

画像の印刷とパソコンへの転送 

15 


10 カメラをカスタマイズする ]7 






□ 全自動で撮る . 

□ 全自動を使いこなす . 

画クリエイティブ全自動で撮る 


電池を充電する . 

電池を入れる/取り出す . 

電源を入れる . 

CF カードを入れる/取り出す . 

レンズを取り付ける/取り外す . 

レンズの手ブレ補正機能について . 

撮影の基本操作 . 

をクイック設定画面の操作 . 

皿邸]メニユー機能の操作と設定 . 

使い始める前の準備 . 

表示言語を設定する . 

曰付/時刻を確認する . 

カードを初期化する . 

電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ 

カメラの機能設定を初期状態に戻す . 

著作権情報について . 


カメラと主な付属品 . 

本使用説明書上のおことわり 

章 g 次 . 

機能目次 . 

取り扱い上のご注意 . 

すぐ撮影するには . 

各部の名称 . 


1 撮影前の準備と操作の基本 23 


2 かんたん撮影 47 




W 洗の糾如 W が^^が糾がが 


0 2 4 6 
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目次 



記録画質を設定する . 

ISO : ISO 感度を設定する . 

ピクチャースタイルを選択する 
ピクチャースタイルを調整する 
ピクチャースタイルを登録する 

WB ： ホワイトバランスの設定 . 

lAi マニュアルホワイトバランス. 

ra 色温度を直接設定する . 

W ホワイトバランスを補正する ....... 

レンズの周辺光量を補正する . 

フォルダの作成と選択 . 

画像番号の付け方を設定する . 

色空間を設定する . 



AF ： AF モードの選択 . 

因 AF フレームの選択 . 

AF の苦手な被写体 . 

MF : 手動ピント合わせ（マニュアル フォー カス) 

鸟1ドライブモードの選択 . 

&セルフタイマー撮影 . 



P ： プ□グラム AE 撮影 . 

Tv : シャッター速度を決めて撮る . 

Av : 絞り数値を決めて撮る . 

ピントの合ラ範囲を確認する . 

M : 自分で露出をミ夫めて撮る . 

应]測光モードの選択 . 

自分の好みに露出を補正する . 

%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 
乂露出を固定して撮る/ AE □ック撮影…. 

B : 長時間露光（バルブ）撮影 . 

三ラーアップ撮影 . 


撮影目的にあわせた応用撮影 


AF/ ドライブの設定 


画像に関する設定 


47913己巨78024巨 
己已已巨巨6巨6巨7777 


814 4已6 
7 8 8 8 8 8 


80234已6789 
8999999999 
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I U モつン撮影 . 102 

ちスト□ボを使った撮影 . 103 

スト□ボの機能を設定する . 105 


一撮影と動画撮影 


107 


〇ライブビュー撮影の準備 . 108 

撮影する . 110 

AF でピントを合わせる . 113 

手動でピントを合わせる . 119 

静音撮影する . 120 

動画を撮影する . 121 


画像の再生 


127 


囚画像を再生する . 128 

INFO . 撮影情報の内容 . 129 

H 面見たい画像を素早く探す . 131 

み/み拡大して見る . 133 

国回転させる . 134 

自動再生する（スライドシヨー) . 13已 

動画を再生する . 137 

テレビで見る . 139 

因保護する（プ□テクト） . 141 

1消去する . 142 

再生に関する機能の設定を変更する . 144 

液晶モニターの明るさを調整する . 144 

撮影直後の画像表示時間を設定する . 14已 

縦位置で撮影した画像の自動回転表示の設定 . 146 


撮像素子の清掃 


147 


撮像素子の自動清掃 . 

ゴ三消し情報を画像に付加する 
手作業で撮像素子を清掃する.... 


148 

149 
1已1 

































1 •脈細画1 の 

印刷の準備をする… 

r( 印刷する . 

トリミング（印刷範囲）の設定.… 
画像を印刷指定する/ DPOF .... 
印刷指定画像のダイレクトプリント 
应*パソコンに画像を送る . 



カスタム機能の設定方法 . 

カスタム機能一覧 . 

カスタム機能で変更でさる内容 

C.Fn I :露出 . 

C.Fn II :画像 . 

C.Fn III : AF • ドライブ . 

C.Fn IV :操作•その他 . 

マイメニューを登録する . 

田]カメラユーザー設定の登録.. 


INFO . 設定状態の確認 . 

電池情報を確認する . 

家庭用電源を使用する . 

曰付/時計機能用電池を交換する 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 

メニュー機能一覧 . 

故障かな？と考える前に . 

エラー 表示 . 

システム図 . 

主な仕様 . 

索引 . 
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カメラをカスタマイズする 


ンへの 輯送 


4 6 13 6 7 
己己巨巨巨巨 


のの^ 犯洗の 


02巨78039023 
99999000112 
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機能目;夕 


電源 

•電池 


-充電 

今 P .24 

-電池チエック 

今 P .28 

-電池情報確認 

今 P .192 

•家庭用電源 

み P .19 巨 

♦オートパワーオフ 

P .44 

レンズ 

•取り付け/取り外し 

今 P .31 

♦ズーム 

み P .32 

♦手ブレ補正 

み p .33 

基本設定 （メニュー 機能） 

参言語 

今 P .42 

参曰付/時刻 

今 P .42 

•液晶の明るさ調整 

み P .144 

•電子音 

み P. 200 

♦カードなしレリーズ 

み P.2 日 

画像記録 

♦カード初期化 

今 P .43 

♦フォルダ作成/選択 

今 P .72 

•画像番号 

今 P .74 

画質 

•記録画質 

今 P. 已 4 

•に 0 感度 

今 P. 已 7 

•ピクチャースタイル 

今 P. 已 9 

参色空間 

今 P .7 巨 


♦画質向上機能 

-オートライティング 


オプティマイヴ 

今 P .177 

-レンズ周辺光量補正 

今 P .70 

-長秒時露光ノイズ低減 今 P .176 

- 高感度時ノイズ低減 

今 P .176 

- 高輝度側階調優先 

今 P .177 

ホワイトバランス 

♦ホワイトバランス設定 

今 P.6 已 

♦マニュアル WB 

み P.6 巨 

潑色温度設定 

み P .67 

♦ホワイトバランス補正 

A p .68 

•WB ブラケテイング 

今 P. 巨 9 

AF 

参 AF モード 

み P .78 

参 AF フレーム 選択 

み P .81 

- アシスト測距点 

P .80 

- AF フレーム領域拡大 

A P .180 

♦手動ピント合わせ 

今 P .84 

測光 

•測光モード 

A P .9 已 

ドライブ 

♦ドライブモード 

P.8 已 

•連続撮影可能枚数 

今 P. 已巨 
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機能目次 


撮影 

♦クリエイティブ全自動 

み P. 已 1 

♦プ□グラム AE 

今 P.88 

♦シャッター優先 AE 

今 P. 日 0 

参絞り優先 AE 

今 P .92 

♦マニュアル露出 

P. 日 4 

•バルブ 

P. 日 9 

♦三ラーアップ 

み P .101 

♦クイック設定画面 

今 P .38 

♦セルフタイマー 

今 P.8 巨 

♦リモコン 

み P .102 

露出調整 

•露出補正 

今 P .9 巨 

が AEB 

今 P .97 

♦AE □ック 

今 P .98 

♦露出設定ステップ 

今 P .174 

スト□ボ 

♦外部スト□ボ 

今 P .103 

♦スト□ボ制御 

今 P.10 已 

♦スト□ボ 


カスタム機能設定 

今 P .106 

ライブビュー撮影 

•静止画 

今 P .108 

• AF 


-クイックモード 

今 P .1 13 

-ライブモード 

今 P.1 1 已 

-ライブ顔優先モード 

今 P.1 1 巨 

•手動ピン ト 合わせ 

今 P .1 19 


露出シミユレーシヨ ン今 P .109 


•グリッド 

• 静曰邸み 

参動画 

今 p.lll 

今 P .120 
今 P .121 

画像再生 

•撮影後の画像表示時間 

* P .14 已 

♦1 枚表示 

み P .128 

-撮影情報表示 

今 P .129 

•動画再生 

み P .137 

♦インデックス表示 

み P .131 

•画像送り（ジャンプ表示) AP .132 

•拡大表示 

今 P .133 

♦手動画像回輯 

今 P .134 

♦自動画像回輯 

今 P .146 

♦自動再生 

今 P .13 已 

参テレビで見る 

今 P .139 

♦プ□テクト（保護） 

今 P .141 

♦消去 

今 P .142 

カスタマイズ 

♦カスタム機能 （ C . Fn ) 

4 P .171 

♦マイメニユー 

4 P .18 巨 

♦カメラユーザー設定登録 4 P .187 

センサークリーニング/ 

ダスト除去 


•センサーク U —ニング 

今 P .147 

♦ゴミ消し情報付加 

今 P .149 

ファインダー 

視度調整 

今 P .34 

♦スクリーン交換 

今 P .184 
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取り扱い上のご注意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一水 
に濡れてしまったときは、早めに最寄りの修理受付窓□にご相談ください。また、 
水滴び付いたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったときは固くしぼったき 
れいな巧でよ < ふさとって < ださい。 

• カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生する装置の近<に、絶対に置か 
ないで<ださい。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
り、放置したりしないで<ださい。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

• 直射日光下の車の中などは予想政上に高温になります。カメラの故障の原因にな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

• カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さい。 

• レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスクリーンなどにゴミび付いて 
いるとさは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにして<ださい。カメラボディお 
よびレンズは、有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れ 
びひどいとさは、最寄りの修理受付窓□にご相談<ださい。 

• カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因になることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すとさは、結露の発生を防ぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を 
閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してください。 

• 結露び発生したとさは、故障の原因になりますので、カメラを使用しないで<だ 
さい。レン又カード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってか 
ら、カメラを使用してください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラから電池を取り出し、風通しび良く、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でわ、とさどさシャッター 
を切るよラにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として、実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび•腐食な 
どの原因になるため避けて<ださい。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用して<ださい。長期間 
使用しなかったあとや、海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄り 
の修理受付窓 □ 、またはご自身でチエックしてからご使用ください。 


12 



取り扱い上のごを意 


表示パネルと液晶モニターについて 

• 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%政上の有効 
画素びありますび、0.01%政下の画素欠けや、黒やホの点び現れたままになる 
ことびあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

• 液晶モニターを長時間点打したままにすると、表示していた内容の残像び残るこ 
とびあります。この残像は一時的なわので、カメラを数曰間使用しないでおくと 
自然に消えます。 

• 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒<なっ 
たりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

カードについて 

カードとその中に記録されているデータを保護するために、下記の点にを意して< 

ださし、。 

• 「落とさない」、「曲げない」、「強い力や衝撃、振動を加えない」、「濡らさない」。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたわのや、静電気の発生しやすいと 
ころで保管、使用しない。 

• 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近<に放置しない。 

• ケースなどに入れて保管する。 

• 温度の高いところ、ほこりや湿気の多いところに保管しない。 

レンズについて 

レンズを取り外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないよ 

ラに、取り付け面を上にして置さ、ダストキヤップを取り付け 

て < ださし、。 



長時間使用時のご注意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮影を長時間行うと、カメラの温度 
び高くなることびあります。これは故障ではありませんび、長時間皮膚び触れたまま 
になっていると、低温やけどの原因になることびありますので、ごま意ください。 
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ずぐ撮影ずるには 


電池（バッテリー）を入れる 

( P .26) 

電池の充電方法については24ページ 
を参照してください。 



4 



ス□ットカバーを開け、 力一 
ドを入れる ( P .29) 

カードの表を手前にして、ルさ 
い穴び並んでいる方を奥にして差 
し込みます。 
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すぐ撮影するには 


6 



モードダイヤルを〈□> (全自 
動）にする （ P .48) 

撮影に必要な設定びすべて自動設定さ 
れます。 




ピントを合わせる （ P .35) 
ファインダーをのぞさ、写したいをの 
を画面中央に配置します。シャッターボ 
タンを軽く押すと、ピントび合います。 


8 



撮影する （ P .3 己） 

さらにシヤッターボタンを押して撮影 
します。 


9 

C 

萨ド傲¥|^ 

撮影した画像を確認ずる （ P .145) 



撮影した画像び液晶モニターに約2秒 




間表示されます。 




〈囚〉 ボタンを押すと、をう一度画像 




び表示されます （ P .128)。 


参今までに撮影した画像を確認したいとさは、『画像を再生する』 
( P .128) を参照してください。 

♦撮影した画像を消去したいとさは、『消去する』 ( P .142) を参照して 
<ださい。 
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さ部の名茄 

( P .* *) の* * 部は参照ページを示しています。 


〈 AF . DRIVE〉A F モード選択/ 
ドライブモード選択 
ボタン ( P . 7日/ 8 己） 

〈 ISO •阻〉旧0感度設定/ — 
スト□ボ調光補正ボタン 
( P . 已7 / ] 03) 


〈:を〉表示パネル照明 
ボタン （ P . 99) 

〈1^〉メイン電子一 
ダイヤル ( P . 3 巨） 


シャツターボタン 
(P.3 日） 

1」モコン受信部 
(P.102) 

セルフタイマー 

ランプ 

(P. 日日） 

グ U ップ(電池室） 


DC カプラーコードー 
通し部 (P.1 日日） 


-〈回 ‘ WB 〉 測光 モード 選択/ 

ホワイトバランス 選択 ボタン （P.9 已/日己） 

—表示パネル (P.18) 

-EF レンズ取り付け 指標 (P.31) 

—シンク□接点 ( P .103) 

-アクセヴ U- シュ ー(P.103) 



ミラー (P.10K1 日 1)— ■ 

接点 (P. 1 3) — 
レンズマウント 



ボディキャップ (P.31) 


映像/音声出力端子 (P.1 39)- 
シンク□端子( p . l 04)- 
デジタル端子( p . l 已4、 l 目7)- 
U モコン端子( N 3タィス（ p . l 00)- 
HDMI ミニ出力端モ( p . l 40)- 
外部マィク入力端子( p . l 2已）- 
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各部の名称 


〈卜聚〉マルチコント□-ラー ( P .3 目）一 
視度調整つまみ ( P .34) — 
スピーカー ( P . 1 38) 

アイカップ ( P .100) 

ファインダー接眼部 


〈〇 / なへ^〉 ライブビュ 
撮影/イージーダイレクト 
ボタン ( P .109/1 日 9、1 日功 

〈 MENU 〉 メニュ 
ボタン （ P .40) 

〈ミこ；〉ピクチャー 
スタイル選択ボタン 
( P . 已 9) 

〈 INFO . 〉 インフォ/ 

卜 U 三ング枠縦横 
切り換えボタン 
( P .1 12.128. 

190/161) 

〈の〉再生ボタン 
( P .128) 

〈 ra 〉 消去ボタン 
( P .142) 

掘:張システム端子 
液晶モニター ( P .40、 1 44) — 


〈 AF -0 N〉AF スタート 
ボタン ( P .3 日、79、1]0) 

—〈关 / H •み〉 AE □ック/ 
FE □ックボタン/ 
インデックス/縮ルボタン 
( P .9 日 / 103 / 

131 / 133.161) 


—〈回/み〉 

AF フレーム 選択/ 
拡大ボタン 
( P . 日]/ 1 33.161) 


ス トフツプ 
取0付け部 
( P .23) 



外光センサー ( P . 144) — 


電源/ヴブ電子ダイヤルスイツチ ( P .27) 


〈©〉設定/動画撮影ボタン 
( p .40 / 1 22) 


力ード取り出しボタン ( P .30) 
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各部の名称 


表示パネル 


シャッター速度- 

データ処理中 (buSY) - 

記録画質 ( P . 日 4) - 

LM ラージ/ファイン 
LM ラージ/ノー7ル 
MM ミドル/ファイン 
MM 三ドル/ノーマル 
S 4 スモール/ファイン 
SM スモール/ノーマル 
□ウ 

S[3M スモール□ウ 


M 

■ ra 米 

Ivi 

1 


ホワイトバランスー 

( P . 日已） 

四 Z 0 才ート 
米太陽光 
な^日陰 
A くもり 
ミが白熱電球 
雜白色堂光な 
ちスト□ボ 
tAd マニュアル 
ra 色温度 

電池チェック （ P . 28)- 

■1^ cni-/[ i]\- -/L 


-八ドフレーム選択([-:ミ:-]) 

-力ードフル警告 (FuLL CF) 

■カード エラー 警告 (Err CF) 
—カード未装慎警告 (no CF) 
— エラーコード (Err) 

■撮像素子の清掃中 (CLn) 


—絞0数値 


-撮影可能枚数 
-WB ブラケティング時の 
撮影可能枚数 
-セルフタイマー作動表示 
-バルブ露光時間 

-ホワイトバランス補正 
( P . 日 8) 


8888 ： 8B [BBB] 


度量)图黯劇！顯 


おホ じ。 B/W W 

1111111 iiiiii D+i88uu 


露出レベル表示- 

露出補正量 ( P .9 目） 

AEB レべ J レ （ P .97) 

スト□ボ調光補正量 ( P .103) 
カード書さ込み経過表示- 


乌1!攻2 


卜\ドモード ( P .78) 

ONE SWT 

ワンシヨット AF 

AI FOCUS 

AI フォーカス AF 

AI SERVO 

AI ヴーボ AF 


L ドライブモード （ P .8 已） 

□] 枚撮影 
鸟連続撮影 
!&セルフタイマー] 0秒 
/ U モコン 

I &2 セルフタイマー 2秒 
/ U モコン 

- 〈％〉AEB 撮影 ( P .97) 


—スト□ボ調光補正 ( P . 1 03) 


測光モード ( P . 95) — 
[固評価測光 
臣]部分測光 
田スポット測光 
[] 中央部重点平均測光 


— ISO 感度 ( P . 已 7) 

— 〈 B/W 〉 モノク□撮影 ( P . 日 0) 
— 〈 IS0 〉 IS0 表示 （ P . 已 7) 

—— 〈 D+ 〉 高輝度側-階調優先 ( P . 1 77) 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


フアインター内表示 


スポット測光範囲 


フオー カシングスク U - ン 


〈图〉電池チェック 


〈*〉 AE □ック / — 
AEB 撮影中 

〈ち >スト□ボ充電完了一 
FE □ック連動範囲外 
警告 


〈ち H 〉 八イスピード 

シンク nfp 発光） 
〈い〉 FE □ック / FE 日撮影中 


〈阻〉 スト□ボ調光補正 


シャツター速度 
FE □ツク （FEL) 
データ処理中 (buSY) 


AF フレーム 

(スーパーインポース表 7 JU 


〈じ〇〉旧0表示 



— 〈 D +〉 高輝度側-階調優先 

-露出レベル表示 
露出補正量 
スト□ボ調光補正量 
AEB レベル 


-力ードフル警告 (Full CF) 
力ードエラー警告 (Err CF) 
カード未装填警告 (no CF) 


絞0数値 


状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モードダイヤル 

カメラ ユーザー 設定 

カメラに設定されているほとんどの内容を、 

の、 困、困に登録することびできます （ P .187)。 



B :バルブ （ P .99) 

M :マニュアル露出 （ P .94) 

Av :絞り優先 AE ( P .92) 

Tv :シャツター優先 AE ( P .9 日） 

P :プ□グラム AE ( p .88) 

全自動モード 

基本操作は シャッ ターボタンを押すだけ 


です。被写体に応じてカメラまかせの全自動 


撮影びでさます。 
□:全自動 ( P .48) 


画：ク IJ エイティブ全自動 （ P . 己 1) 
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各部の名称 


EF 24-105 mm F 4 L IS USM レンズ 



アクセサリーは、キヤノン純正品のご使用をおずずめしまず 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセヴ U —と組み合わせて使用した場合に最適な性 
能を発揮するように設計されておりますので、キヤノン純正アクセヴ U —のご使用を 
おすすめいたします。 

なお、純正品政がのアクセヴ U —の不具合（例えばバッテリーパックの液漏れ、破裂 
など）に起因することび明らかな、故障や発火などの事故による損害については、弊 
社では一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につさまして 
は、保証の対象外となり、有償とさせていたださます。あらかじめご了承<ださい。 


21 









各部の名称 


バツテリーチヤージヤー LC - E 6 

バッテ U - パック LP-E 目の充電器です （ P .24)。 




Li-ion 


• 不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄りの 
電池 U サイクル協力店へお持ちください。詳細は、有限責任中間法人 
JBRC のホームページをご参照ください。 

ホームぺージ： http :// www . jbrc.com 
参プラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁して<ださい。 

参被覆をはびさないでくださし、。 

参分解しないで<ださい。 
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撮影前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあ5かじめ準備しておくことと、操 
作の基本について説明します。 



ストラップ（吊りひも）の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り 
付け部の下から通し、さらにストラッ 
プに付いている留め具の内側を通しま 
す。留め具の部分のたるみを取り、引つ 
ぱつてを留め具の部分びゆるまないこ 
とを確認してください。 

♦ ストラップにはアイ ピースカバー 
び付いています （ P .1 日日)。 



アイピースカバー 









電池を巧電ずる 



2 


保護カバーを外ず 


電池を取り付ける 

• 図のよラにして、電池を充電器にしっか 
りと取り付けます。 

参取り外しは逆の手順で行います。 



3電源プラグを起こす 

参充電器のプラグを矢印の方向に起こし 
ふ 9 〇 


4充電する 

参プラグをコンセントに差し込みます。 

今自動的に充電び始まり、充電ランプび才 
レンジ色に点滅します。 


巧電状態 

充電ランプ 

色 

表示 

〇〜已0% 


1回/秒；点滅 

已〇~7已 D/o 

オレンジ 

2回/秒；点滅 

7已％政上 


3回/秒：点滅 

充電完了 

緑 

点灯 


♦ 使い切った電池の充電に要ずる時間は、常温（+23で）で約2時間30分 
でず。なお、充電時間は、周囲の温度や残容量によって大きく異なりまず。 

• ま全に充電を行うため、低温下 （+ 已に〜+1日に）では、充電時間び長 
く（最長約4時間）になります。 
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電池を充電する 


:根電池と巧電器の上手な巧い方 

• 巧電は、使用ずる当曰か前日にずる 

充電して保管していてを、自然放電により少しずつ電池の容量び少な 
<なっていさます。 

♦ 巧電び終わった5、電池を取りがし、プラグをコンセントか5巧く 

♦ 保護カバーを取り付ける向きで、巧電済みか、使 
用済みかびわかるようにずる 

充電済みの電池に保護カノ（一を取り付けると 
さは、 電池の青い シールに 保護 カバーの 窓 〈 D 〉 

び重なるよラにします。使用済みの電池のとさ 
は、 ] 8日度回して取り付けます。 

参カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしておくと、微少の電流び流れて 
過放電状態になり、電池寿命短縮の原因になります。保護カバーを取り 
付けて保管してください。なお、フル充電して保管すると、性能低下の 
原因になることびあります。 

♦ 充電器は海がでも使うことびできる 

充電器は、家庭用電源の AC ]0 日〜 24 0 V 5 日/ 6 日 Hz に対応していま 
す。お使いになる国や地域に対応した、市販の電源プラグ変換アダプター 
を使用してください。なお、充電器び故障する恐れびありますので、海 
外旅行用の電子変圧器などに接続しないでください。 

参フル充電したのにずぐ使えなくなるときは、電池の寿命でず 

新しい電池をお買い求めください。 



W • バッテ U —パック LP - E 日政がは充電でさません。 

• バッテ U —パック LP - E 6 は、キヤノン製品専用です。指定外の充電器、およ 
び製品と組み合わせて使用した場合の故障、事故に関しては一切保証でさま 
せん。 


25 








電池を入れる/取り出ず —一 

入れ方 

充電したバッテ U —パック LP - E 目をカメラに入れます。 



ふたを開ける 

♦ レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開さます。 



電池を入れる 

• 電池接点の方から入れます。 

参□ック位置までしっかりと入れてくだ 
さい。 


ふたを閉める 

• 「カチッ」と音びするまで、ふたを押し 
ふ 9 〇 


W バッテリーパック LP - E 日政がは使用できません。 


取り出し方 



ふたを開けて、電池を取り出ず 

• 電池□ックレバーを矢印方向に押して 
□ックを外し、電池を取り出します。 

参ショート防止のため、必ず電池に保護力 
バーを取り付けてください。 


W 電池室ふたを外すときは、開いた状態から無理に巧し開かないでください。 
ヒンジ部分び壊れる恐れびあります。 
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電源を入れる 

〈OFF〉： カメラは作動しません。カメラ 
を使用しないとさはこの位置に 
します。 

〈ON〉 ：カメラび作動します。 

い') :カメラと〈類〉び作動します 
(p.37)o 

撮像素子の自動清掃について 

♦ 電源スイッチを〈01\1/>〉にしたときと、 〈OFF〉 にしたときに、撮像 
素テの自動清掃び行われます。清掃中は、液晶モニターに 〈. b 〉 び表 
示されます。なお、清掃中でをシャッターボタンを半押し （ P .3 已）する 
と、清掃作業び中止され、すぐに撮影することびでさます。 

♦ 電源スイッチの 〈ON/^〉〈OFF〉 を短い時間で繰り返すと、 Co〉 び 
表示されないことびありますび故障ではありません。 



才ートパワーオフにごいて 

参電池の消耗を防ぐため、約]分間何を操作しないと自動的に電源び切れ 
ます。シャッターボタンを半押し ( P .35) すると、をう一度電源び入り 
ます。 

参電源び切れるまでの時間を、メニュー [>’ 才ートパワーオフ] で変更する 
ことびでさます （ P .44)。 


Bl 力ードへの画像記録中に電源スイッチを 〈OFF〉 にすると、[書き込み 中…] び表示 
され、画像記録び終了してから電源び切れます。 
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電源を入れる 


電池チェックについて 

電池の残量は、電源スイッチを 〈ON〉 または い') にしたとさに、 6 段 
階で表示されます。 


脚〕 



表示 

残 量げ。） 

状態 


100〜70 

十分な残量びあります 


69〜已〇 

半分な上の残量びあります 


49〜20 

残量び半分政下です 

口 

19-10 

残量びかな<なっています 

N 1 / 

-し iJ- 

9〜] 

わラすぐ電池切れになります 

N 1 / 

_ ]- 

/ 1 \ 

0 

電池を充電してくださし、 


撮影可能枚数の目ミ 


温度 

常温（+23で） 

低温（〇で） 

撮影可能枚数 

約 8 已〇枚 

約 750 枚 


• 撮影可能枚数は、フル充電のバッテ U —パック LP-E 日使用、ライブビュー撮影なし、 
CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準によります。 


胃] • 実際の撮影条件との違いにより、撮影可能枚数び表記数値よりわかな<なる 
ことびあります。 

• シャッターボタン半巧し状態を長く続けたり、 AF (オートフオーカス）のみ 
行って撮影しない操作を頻繁に行ラと、撮影可能枚数びかなくなります。 

• 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影可能枚数びかな<なります。 

• レンズの動作にはカメラ本体の電源を使用します。使用するレンズにより、撮 
影可能枚数びかなくなることびあります。 

参レンズの手ブレ補正機能を使用すると、撮影可能枚数び少なくなります。 

• ライブビュー撮影時の撮影可能枚数については、]]]ページを参照してくだ 
さい。 

• メニュー [>; バッテリー情報] で、電池の状態を詳しく確認することびでさま 
す （P.192)。 

• バッテ U —グ U ップ目 G-E 日に単3形電池を使用したとさは、4段階表示にな 
ります （[t^/ 亡 ni] は表示されません)。 
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CF カードを入れる/取り出ず 

画像を記録する CF (コンパクトフラッシュ）カードには、厚さの異なる 
2種類のタイプびありますび、このカメラでは、どちらのタイプを使用でさ 
ます。また 、 Ultra DMA ( UDMA ) 対応の力ードや、八ードディスクタイ 
プのカードを使用でさます。 


入れ方 


|| 

類 


表 

0 

1 

f-D' 

カード取り出しボタン 


f 

撮影可能枚数 

1 

[™ 


颇〕 

1 r 

M 1 1 fONESH 饥 


カバーを開ける 

♦ カバーを矢印の方向にスライドさせて 
から、開さます。 


2カードを入れる 

参図のように力ードの表を手前にして、ル 
さい巧び並んでいる方を奥にして差し 
込みまず。 

カードを入れる向きを間違えると、カメ 

ラび壊れまず。 

今カード取り出しボタンびせり出します。 

3カバーを閉める 

• カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

今電源スイッチを 〈 ON 〉 または〈^〉に 
すると、表示パネルに撮影可能枚数び表 
示されます。 


園 


撮影可能枚数は、使用するカードの空さ容量や、記録画質、に0感度などによ 
り変わります。 

メニユー [ O ’ 力ードなしレリーズ] を [しなし リに設定すると、力ードの入れ忘 
れを防止することびでさます （ P . 200)。 
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CF 力ー ドを入れる/取り出す 


取り出し方 



カバーを開ける 

♦ 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

参アクセスランプび消えていることを確 
認して、カバーを開きます。 



カードを取り出ず 

♦ カード取り出しボタンを押し込みます。 
今カードび出てさます。 

♦ カバーを 閉じます。 


W 参アクセスランプが点な/点滅しているときは、カードへの記録/読み出し中 
や、消ま中、データ転送中でず。絶巧に次のことを行わないでください。画 
像データが壊れます。また場合により、カードが壊れたり、カメラ本体が損 
傷する原因になります。 

-カー ドス □ットカバーを 開ける 
•電池を取り出す 

. カメラ本体に振動や衝撃を与える 

• 画像び記録されているカードを使用すると、撮影した画像の番号び00 0] か 
ら撮影されないことびあります （ P .74)。 

• 液晶モニターにカードのトラブルに関するメッセージび表示されたときは、 
カードの抜さ差しを行って<ださい。それでを改善しないとさは、別のカー 
ドに交換してください。 

なお、パソコンでカードの内容び読み取れるとさは、カード内のデータをす 
ベてパソコンに保存したあと、カードを初期化してください。正常な状態に 
戻ることびあります。 

• 八ードディスクタイプのカードを手で持つとさは、必ずカードの側面を持っ 
てください。平面部分を持つとカードび壊れることびあります。また、振動 
や衝撃に弱いため、特に記録/再生中は、カメラに振動や衝撃を与えないよう、 
十分にを意して < ださい。 
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レンズを取 0 付ける/取 0 かず 


取 D 付け方 



2 



4 


キャップを外す 

♦ レンズのダストキヤップとボディ 
キャップを矢印の方向に回して外しま 
す。 


レンズを取り付ける 

参レンズとカメラのホいレンズ取り付け 
指標を合わせ、レンズを矢印方向に「力 
チッ」と音びするまで回します。 


レンズのフオーカスモードスイツチを 
<AF> (自動ピント合わせ）にずる 

♦ < MF > (手動ピント合わせ）になっている 
と自動ピント合わせびでさません。 


レンズキャップを外ず 



W • レンズで太陽を直接見ないで<ださい。失明の原因になります。 
参 EF - S レンズは使用でさません。 


ゴミやほこりについて、普段かのことにを意してください 

• レンズの交換は、ほこりのかない場所で素早<行ラ。 

• レンズを取り外してカメラを保管するとさは、ボディキャップを必ずカメラに 
取り付ける。 

• ボディキャップは、ゴミやほこりを落としてからカメラに取り付ける。 
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レンズを取り付ける/取りがす 


ズーム操作について 

ズーム 操作は、レンズの ズーム U ングを 
手で回します。 

ズーム操作は、ピント合わせの前に行っ 
てください。ピントを合わせたあとでズー 
ム操作を行うと、ピントびズレることびあ 
りまず。 


レンズ□ック解除ボタンを巧しなび 
5、レンズを矢印の方向に回ず 

♦ 回転び止まるまで回してから、取り外し 
ます。 

• 取り外したレンズにダストキャップを 
取り付けます。 

フードの取り付け方 

EF 24-1 日己 mm F 4 L IS USM に専用フード EW -83 H を取り付けると、 
有害な光線をカットするととをに、雨•雪-ほこりなどからレンズの前面を 
保護することびでさます。なお、レンズをバッグなどに収納するとさは、逆 
向さに取り付けることをでさます。 

1フードのホいマークと、レンズ先端の 
ホい指標を合わせる 

2図の位置まで回ず 

参フードを時計方向に回して確実に取り 
付けます。 




W • フードび正しく取り付けられていないと、画面の周囲び暗くなることびあり 
ます。 

• フードの取り付けや、取り外しをするとさは、フードの根元を持って回して 
<ださい。フードの先のちを持つと変形して回らな<なることびあります。 


32 





















レンズの手ブレ補正機能について— 

IS レンズに内蔵された手ブレ補正機能を使用すると、撮影するとさのわ 
ずかなカメラの動さ（手の揺れ）を補正して、鮮明な写真を撮ることびでさ 
ます。 EF 24-1 日己 mm F 4 L IS USM レンズを例にして、手ブレ補正機能の 
説明をします。 

* には、 Image Stabilizer (イメージスタビライヴー)の略で、手ブレ補正機能のこ 
とです。 



手ブレ補正スイッチを 〈0 N > にずる 

参カメラの電源スイッチち 〈 ON 〉 にして 
おさます。 


) シャッターボタンを半巧しする 

手ブレ補正機能び働さます。 


3撮影する 

♦ ファインダー像び安定したことを確認 
してから、シャッターボタンを全押しし 
て撮影します。 


W • 被写体び動いてしまラ「被写体ブレ」は補正でさません。 

• 大さ < 揺れ動 < 乗り物から撮影するとさは、手ブレネ甫正効まび十分に得られ 
ないことびあります。 

参 EF 24-10 已 mm F 4 L IS USM で流し撮りを行うと、手ブレ補正効まび十分に 
得られないことびあります。 


151 • 手ブレ補正機能は、レンズのフオーカスモードスイッチび < AF > < MF > どち 
らのとさでち働さます。 

• 兰脚使用時は、手ブレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、電池の消耗を防ぐ 
ことびでさます。 

参一脚を使用した撮影でわ、手ブレ補正効まび得られます。 
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撮露の基本操作 i 一 n - — ^ 

ファインダーが鮮明に見えるよ5に調壁ずる 

視度 調整つ まみを回す 

• ファインダー内の AF フレーム （9 つの四 
角い枠）び最を鮮明に見えるよラに、つ 
まみをちまたは左に回します。 


S 1 視度調整してちファインダーび鮮明に見えない方は、別売の視度補正レンズ E 
(10 種）の使用をおすすめします。 



カメラの構え方 

手ブレのない鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないよラにしっかり 
構えて撮影します。 



①ち手でグ U ップを包むようにしっかりと握ります。 

③左手でレンズを下から支えるように持ちます。 

③ ち手人差し指の腹をシャッターボタンに軽くのせます。 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前に付けます。 

⑥カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 
⑥片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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撮影の基本操作 


シャッターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で浅く押すことを伴押し」といいます。半押しからさらに二段目まで深く 
押すことを「全押し」といいます。 




半巧し 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシャッター速度と絞り数値の設定び行わ 
れます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）び、 
表示パネルとファインダー内に表示されま 
す（を4)。 


全巧し 

シャッターび切れて撮影されます。 


手ブレしにくい撮影のしかた 

手にしたカメラび撮影の瞬間に動くことを「手ブレ」といい、全体びぼや 
けたよラな写真になります。鮮明な写真を撮るために、次の点に注意してく 
ださい。 

•前ページの『カメラの構え方』のように、カメラび動かないようしっか 
り構える。 

. シャッターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、ゆっくりシャツ 
ターボタンを全押しする。 


151 • P/Tv/Av/M/B の撮影モードでは、 〈 AF - ON 〉 ボタンで半押しと同じ操作 

びでさます。 

• シャッターボタンを一気に全巧ししたり、半押し後すぐに全巧しすると、一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

• メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でち、シャッターボタンを半 
押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 
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撮影の基本操作 


幾 メイン電子ダイヤルによる機能の選択と設定 

(1) ボタンを巧したあと、〈巡0を回ず 

ボタンを押すと、その機能選択状態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
{巡') を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 
す。 

♦ 測光モード、 AF モード、 IS 日感度、 AF 
フレームの選択-設定などに使用しま 
す。 

(2) 〈巡0のみを回す 

ファインダー内表示や表示ノ（ネルを見な 
びら<^>を回します。 

参シャッター速度や絞り数値の設定など 
に使用します。 


深マルチコント□—ラー操作 





〈ミが〉は8方向キーと中央押しボタンの 
構造になっています。 

• AF フレーム選択、ホワイトバランス補 
正、ライブビュー撮影時における AF フ 
レーム/拡大表示枠の移動、再生時にお 
ける拡大表示位置の移動、クイック設定 
画面の操作などに使用します。 

また、メニューの選択•設定を行うこと 
をでさます （[日 I 画像消ま] と [> ■力一 
ド初期化] を除く）。 
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撮影の基本操作 


〇サブ電子タイヤルによる機能の選択と設定 

<〇> を操作するとさは、電源スイッチを〈^〉にしてください。 

(1) ボタンを巧したあと、〈〇〉を回す 

ボタンを押すと、その機能選択状態び夕 
イマー（を 6) で保持されます。その間に 
<〇> を回します。 

タイマーび終了するか、シャッターボタ 
ンを半押しすると、撮影準備状態に戻りま 
す。 

参ホワイトバランス、ドライブモード、ス 
卜□ボ調光補正、 AF フレームの選択•設 
定などに使用します。 

(2) 〈類〉のみを回ず 

ファインダー内表示や表示パネ j レを見な 
びら <〇> を回します。 

参露出補正やマニュアル露出時の絞り数 
値の設定などに使用します。 


Bl (1) の操作は、電源スイッチび 〈 ON 〉 の位置でち行ラことびでさます。 
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をクイック設定画面の操作 

液晶モニターに撮影機能を表示して、直感的な操作で機能の選択/設定を 
行ラことびでさます。この画面を「クイック設定画面」といいます。 

クイック設定画面を表示する 

• 〈を〉をまっすぐに押します。 

今クイック設定画面び表示されます。 
(を 10) 



2 機能を設定する 

• 〈ミも〉で機能を選びます。 

♦ 〈□〉（全自動）では、ドライブモード 
( P .85) の一部と記録画質 （ P .54) を 
選ぶことびでさます。 

選んだ内容の説明び、画面の下側に表示 
されます。 

• <〇> または〈猫!〉を回して設定を変 
要します。 


P/Tv/Av/M/B 

5撮影する 

参シャッターボタンを押して撮影します。 
液晶モニターび消なして、撮影した画像 
び表示されます。 



^ [.冉.じドロ111-3:八ドフレーム選択ち法]を [1 :マルチコント□-ラーダイレクト] に設定す 

ると、クイック設定画面を表示することびでさなくなります （ P .179)。 

S 1 〈画〉（クリエイティブ全自動)モードについては、已1ページを参照してください。 
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をクイック設定画面の操作 


クイック設定画面の内容 


絞り数値 （ P .92) — I 
シャツター速度 （ P .90) 


露出補正/ AEB 設定 
( P .97) 


撮影モード ( P .20) 
AF フレーム （ P .81) 
記録画質 （ P .54) - 


.ご U ノ —I 

mm 


ピクチャースタイル （ P . 已 9) 

に0感度 （ P . 已 7) 

I - 高輝度側 • 階調優先 （ P . 1 77) 



圓 AUTO い 


..1. 

づ 

阻-% 

-調光補正 ( P .103) 

' 口 il 、 l/-r- 1 、、 r^i —\ 


化 ONE SHOT Qj 
男巧巧正 


ドライブモード （ P .8 已） 


AF モード 


( P .78 ) —I I —ホワイトバランス （ P .日己） 


各機能の設定画面について 



♦ クイック設定画面で機能を選び、〈毎)〉 
を押すと、その機能の設定画面び表示さ 
れます（シャッター速度と絞り数値を除 
く)。 

♦ <〇> または く巡 〉を回して設定を変 
要します。 

♦ <©> を押すと、クイック設定画面に戻 
ります。 


13 <□+> 高輝度側•階調優先は、クイック設定画面からは設定でさません。 
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MENU 


メニュー機能の操作と設定 


このカメラでは、記録画質や曰付/時刻など、さまざまな設定をメニュー 
機能で行います。メニュー機能の操作は、液晶モニターを見なびら、カメラ 
背面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈盤〉<〇> を使って行います。 



を自動 （□/ 画）モードのメニュー画面 



国 ■"巧柄两两 

国識 困ぶ_ 

化 r 

が音 

A 

カードなしレリース 

する 

騰醒纖時同 

巧 

届ぶ光齡正 



* [ av , な/ ★] タブは、全自動モードでは表示されません。また、全自動モードでは、 
表示されないメニュー項目びあります。 


P / Tv / Av / M/B のメニュー画面 


£1巧生 —I — iW , ノ」 

'r~ 



-^^’機能設定 

—.百,カスタム機能 

.★マイメニユ- 


メニュー項目- 


グ記録画質 ¥iL 

巧 子音 入 

カードなしレ U —ズ II する 
脉娜纖禍 II 巧 
届ぶ細補正 JI 


I— メニュー内容 
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皿！皿メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能の設定操作 



0 • これ政降のメニュー機能の説明は、 〈 MENU 〉 ボタンを巧して、メニュー画面 
び表示されていることを前提に説明しています。 

• 〈を〉でメニュー機能の設定を行うこともできます。 （旧’画像消ま]、 [> ■力一 
ド初期化] を除 <) 
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使いおめる前の準備- — 

mm 表示言語を設定する 

1[言語]を選ぶ 

• [ 9 =] タブの信副（上から3番目の項 
目）を選び、〈@)〉を押します。 

2言語を設定する 

♦ 〈類〉または〈猫!〉を回して言語を選 
び、〈贷)〉を押します。 

今表示言語び切り換わります。 



Engl^h 
化。 tsdi 

Norsk 

Svenska 

故 m おさ 

T 日わ e 

F 口 n 啡 

N がが3口か 
Qan な 
わ rtuguH 

Es が M 
EUn のが 

Wski 

(twhi 
因巧中ち 

締映 

Suomi 

ttaliano 

yicpaiHCfaiu 

Mag 州 

側 

B 本誌1 


B 曰付/時刻を確認ずる 

曰付と時刻を確認し、合っていないとさは、次の手順で設定します。 



旧付/時刻]を選ぶ 

• ir ] タブの 旧付/時刻] を選び、〈©〉 
を押します。 


S 讯胸！ 

日问巧進設定してくだごり 
im . 09 ,17回：の；の 
お月旧 
画のを…） 

OX キリンたル 


曰付/時刻/曰付表示順序を設定する 

参〈類〉を回して項目を選びます。 

• <©> を押して、たの状態にします。 

• 〈類〉を回して内容を選び、〈@)〉を押 
します （ n の状態に戻ります)。 

設定を終了ずる 

参〈類〉を回して [ OK ] を選び、〈(©〉を 
押します。 

曰付/時刻び設定され、メニューに戻り 
ふ9 〇 


S 1 撮影した画像には、曰付/時刻び一緒に記録されますので、正しく設定して<だ 
さし、。 
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使い始める前の準備 


B 力ードを初期化ずる 


新しく買ったカードや、他のカメラ、パソコンで初期化したカードは、こ 
のカメラで初期化（フォーマット）することをおすすめします。 

な力ードを初期化ずると、力ードに記録されている内容は、画像だけでな 
くずべて消去されまず。プ □テク トをかけた画像も消去されまずので、 
記録内容を十分に確認してか5初期化してください。必要な記録内容 
は、初期化する前に必ずパソコンなどに保存してください。 


。抓^ 因'.' 


才ート / V 7 —オフ 

が 


玉る Q * 

^ わ-ド 巧が ヒ 

1 

\mm 

近しをち 

オルタち巧 



[カードネ刃期化]を選ぶ 
•[卜 ’] タブの [力ード初期化] を選び、〈©〉 
を押します。 


[0 K ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈@)〉を 
押します。 

今カードび初期化されます。 

今初期化び終了すると、メニューに戻りま 
す。 



W カード内のデータは、初期化や削除をしてち、ファイルの管理情報び変更される 
だけで、完全には消去されません。譲渡•廃棄するとさは、を意してください。 
カードを廃棄するとさは、カードを破壊するなどして個人情報の流出を防いでく 
ださい。 


13カード初期化画面に表示されるカードの総容量は、カードに表記されている容量 
よりも少なくなることびあります。 
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使い始める前の準備 


B 電源が切れる時間を設定する/才ートパワーオフ 

電源び自動的に切れるまでの時間を変更することびでさます。自動的に切 
れないようにするとさは、 [切] に設定します。電源び切れたとさは、シャツ 
ターボタンなどを押すと、電源び入ります。 



[才ートパワーオフ]を選ぶ 

• [9 ] タブの [才ートパワーオフ] を選び、 
<©> を押します。 

時間を設定する 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、〈@)〉を押 
します。 


51[切] に設定してち、節電のため約30分で液晶モニターの表示び消えます（カメ 
ラの電源は切れません)。 
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使い始める前の準備 


mm カメラの機能設定を初期が態に戻ず圆司 

撮影機能や、メニュー機能の設定を初期状態に戻すことびでさます。 

1[設定解除]を選ぶ 

•[トリタブの 感定解除] を選び、〈©〉 
を押します。 



撮影機能関係 


AF モード 

ワンシヨッ hAF 

AF フレーム 選択 

自動選択 

測光モード 

应 I (評価測光） 

ドライブモード 

□(1 枚撮影） 

露出補正 

0 (ゼロ 

AEB 

解除 

スト□ボ調光補正 

0 (ゼ □) 

ライブビュー撮該 

しない 

カスタム機能 

そのまま 


2 [カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [カメラ設定初期化] を選 
び、〈贷)〉を押します。 

3 [0 K ] を選ぶ 

• <〇> を回して [0 K ] を選び、〈©〉を 
押します。 

[カメラ設定初期化] を行うと、カメラの設 
定び次のよラになります。 


画像記録関係 

記録画質 TS 1 

旧〇感度 Au 1 

ピクチャースタイルス三 
色空間 sR ( 

ホワイトバランス 囚田 
WB 補正 解 

WB-BKT 解授 


周辺光量補正 

画像番号 通し看 

自動ク U —ニング する 

ダストデリートデータ消去 


Auto 

スタンダード 
sRG 巨 

fMn \ (才ート） 

解除 

する/ 

登録レンズ保持 

通し番号 

する 











使い始める前の準備 


カメラ 設定関係 カメラ 設定関係 


オートパワーオフ 

] 分 

電子音 

入 

力ードな しレ U —ス 

する 

撮該画像の確認時間 

2砂 

ノ、イライト警告 

しない 

AF フレーム表示 

しない 

ヒストグラム 

輝度 


巡!での画像送り 

10枚 

縦位置画像回転表示 

する〇国 

液晶の明るさ 

自動：標準 

日付/時刻 

そのまま 

言語 

そのまま 

ビデオ出力方式 

そのまま 

カメラ ユーザー 設定 

そのまま 

マイメニューの内容 

そのまま 


mm 着作権情報について励 D 

付属ソフトウェアの EOS U 川 ity で著作権情報の設定を行ラと、その内容 
び Exif 情報として画像に付加されます。カメラでは、著作権情報の確認と消 
去のみ行ラことびでさます。なお、著作権情報びカメラに登録されていない 
とさは、灰色の表示で操作でさません。 

♦ [設定解除] 画面で 〈 INFO .〉 ボタンを押す 
と、著作権情報び表示されます。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと [設定解除] 画 
面に戻ります。 

参著作権情報の消去は、 [設定解除] 画面の 

[著作権情報の消去] で行います。 


抓肺货のまを 
Photograph r:Kxm, xxm 


力；(ラ設をな)18化 
挪肺齡ちま 

キヤンたル_ 


加ふよがを^ 







かんたん撮影 


この章では、モードダイヤルの全自動 （□/ 回）モードを使つ 
て上手に撮影する方法を説明しています。 

全自動（日/回）モードでは、 シャツターボタンを押すだけで 
カメラまかせの撮影びできるよう、 各種機能び自動設定されます 
( P .198)。 また、誤操作による失敗を防ぐため、 主要な撮影機能 
の設定変更はでさないよラになっています ので、安むして撮影し 
て < ださい。 



31才ートライティングオプティマイザ機能について 

全自動 （□/ 回）モードでは、撮影結まに応じて、画像を好ましい明 
るさ、コントラストに自動補正するオートライティングオプティマイ 
ヴ機能び働さます。 P / Tv / Av モードでわ初期状態で機能します 
( P .177)。 









□ を自動で撮る 



モードダイヤルを〈□>にずる 



2被写体（写したいもの）に AF フレー 

ムを合わせる 

参すべての AF フレームを使ってピント合 
わせび行われ、基本的に一番近くにある 
被写体にピントを合わせます。 

参中央の AF フレームを被写体に重ね合わ 
せるとピントび合いやすくなります。 

5ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しすると、レン 
ズび動いてピント合わせび行われます。 

今ピントび合うと、ピントを合わせた AF 
フレームび 一瞬 ホく光ります。同時に 
「ピピッ」と電子音び鳴り、ファインダー 
内に合焦マーク〈•〉び点なします。 


4撮影ずる 

• シャッターボタンを全押しすると撮影 
されます。 

今液晶モニターに撮影した画像び約2秒間 
表示されます。 
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□ 全自動で撮る 


S こんなとをは 

• 合焦マーク〈•〉び点滅してピントび合わない 

明暗差（コントラスト）のある部分に AF フレームを合わせて シャッ 
ターボタンを半押ししてください （ P .84)。 また、被写体に近づさすぎ 
ているとさは、離れて撮影してください。 

参複数の AF フレームび同時に光る 

ホく光ったすべての位置にピントび合っています。被写体に合わせた 
AF フレームも光っているときは、そのまま撮影してください。 

♦ 電子音びルさく鳴り続ける（合焦マーク〈•〉も点好しない） 

動いている被写体に、カメラびピントを合わせ続けている状態です 
(合焦 マーク 〈♦〉は点なしません)。電子音び鳴っている状態でシャッ 
ターボタンを全押しすると、動いている被写体にピントの合った写真を 
撮ることびでさます。 

参シャッターボタンを半押ししてもピント合わせをしない 

レンズのフ オーカ スモードスイッチび 〈 MF 〉 （手動ピント合わせ）に 
なっていると、ピント合わせび行われません。 < AF > (自動ピント合わ 
せ）にしてください。 

♦ シャッター速度（数字）び点滅している 

光び不足している（暗い）ため、そのまま撮影すると手ブレによって 
被写体び鮮明に写らないことびあります。兰脚を使用するか、別売の EX 
シ U - ズスピードライト （ P .1 日 3) を使用して撮影してください。 

♦ が部スト□ボを使用したのに、画面の下側び不自然に暗くなった 

レンズにフードび付いていると、スト□ボの光びフードで遮られま 
す。写したいをのび近くにある場合は、フードを取り外してスト□ボ撮 
影してください。 
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□ き自動を使いこなず厂 

構図を変えて撮影ずる 



場面によっては、被写体を左ちどちらかに配置して、背景もバランス良く 
入れた方び、奥行さのある写真に仕上びります。 

〈□〉（全自動）では、止まっている被写体にピントを合わせると、シャッ 
ターボタンを半押ししている間、ピントび固定されます。そのまま構図を変 
え、シャッターボタンを全押しして撮影します。これを「フォーカス□ック 
撮影」といいます。 


動いているちのを撮影ずる 



〈□〉（全自動）では、ピントを合わせるとさや、ピントを合わせたあと 
に被写体び動く（距離び変わる）と、被写体に対して連続的にピントを合わ 
せ続ける機能 （ AI サーボ AF ) び働さます。被写体び AF フレームから外れな 
いようにして、シャッターボタンを半押しし続けると、ピントを合わせ続け 
ます。シャッターチャンスびきたらシャッターボタンを全押しします。 
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画クリエイティブを自動で撮る — 

〈□〉全自動モードは、すべてカメラまかせの撮影ですび、〈回〉ク U エ 
イティブ全自動モードでは、写真の明るさや、ピントび合う範囲、写真の色 
あい（ピクチャースタイル）などを、わかりやすい操作で簡単に調整するこ 
とびでさます。なお、初期状態の設定は、 〈 a 〉 （全自動）と同じです。 

* CA は 、 Creative Auto (ク U エイティブオート）の略です。 



画厮〇 




frAl ~^ ^~ 

t 


JL 

□ 写!！ 巧 

ミミ:‘岡 

剛] 



励。 I 一一 1 ~ 1 ~ Uifi 

匹！神 i 

ぶ Li 三:; M 

Ml 口 

鸟! 1 巧 

ミた度く 

巧をく 


モードダイヤルを〈画> にする 

吟液晶モニターに、ク IJ エイティブ全自動 
の画面び表示されます。 

〈泉> をまっすぐに巧す 

〈を〉で機能を選ぶことびできるように 
なります。（を 10) 

♦ 次ページ①〜⑥の機能を選ぶことびで 
さます。 


機能を設定する 

♦ 〈を〉で機能を選びます。 

今選んだ内容の説明び、画面の下側に表示 
されます。 

♦ <〇> または〈巡0を回して設定を変 
要します。 

♦ 〈を〉をまっすぐに押すと、手順2の画 
面に戻ります。 



4撮影する 

♦ 撮影中は、液晶モニターび消なします。 


0撮影モードを切り換えたり、電源スイッチを切ると、設定した内容は初期状態に 
戻ります。ただし、記録画質、およびセルフタイマー / U モコンの設定はそのま 
ま保持されます。 
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回クリエイティブ全自動で撮る 


シャッター速度、絞り数値に0感度 



①背景をぼかず/くっきりさせる 

カーソルを左に動かして撮影すると、被写体の背景びぼけた写真にな 
ります。ちに動かして撮影すると、被写体の背景びくっさりした写真にな 
ります。 


② 写真を暗くずる/明るくずる 

カーソルを左に動かして撮影すると、暗い写真になります。ちに動か 
して撮影すると、明るい写真になります。 

③ ピクチャースタイル 

4種類のピクチャースタイル （ P .59、60) を選ぶことびでさます。 

④ 1枚撮影/連続撮影/セルフタイマー/リモコン撮影 

〈鸟]〉を選ぶと、 ] 秒間に最高約 3.9 枚の連続撮影をすることびでさま 
す。 〈 i &〉 を選んだとさは、86ページ『セルフタイマー撮影』の園（ノー 
卜）、 ] 日2ページの 『 U モコン撮影』を参考にして撮影します。 

⑥記録画質 

<©> を押すと、記録画質設定画面び表示されます。54ページの『記 
録画質を設定する』を参考にして設定します。設定後、〈贷)〉を押すと前 
ページの手順2の画面に戻ります。 


S 1 外部スト□ボ使用時は、①は設定できません。 
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画像に関する設定 


この章では、記録画質、に日感度、ピクチャースタイル、ホワイ 
トバランス、色空間など、画像に関係する機能設定について説明 
します。 


参全自動（〇/回）モードでは、この章の中の、記録画質の設 
定、レンズの周辺光量補正の設定、フォルダの作成と選択、画 
像番号の付け方の設定のみ、行ラことびでさます。 

参ページタイトルちの丽は、モードダイヤルび 〈 P / Tv / Av / 
M / B > のとさに使用できる機能であることを示しています。 




MENU 


記録画質を設定ずる 


記録する画素数と、その画質を選ぶことびでさます。 JPEG の記録画質 
は 、 MLs ML . MMs MM . MS . JS の 6 種類です。 RAW の記録画 
質は、应 E 3、 Smn^s S ( M 2 の3種類で、撮影後に付属のソフトウェア 
で現像処理を行います （ P . 日6)。 



[記録画質]を選ぶ 

参 [ a ’] タブの [記録画質] を選び、〈©〉 
を押します。 


記録画質を設定ずる 

参 RAW の記録画質は〈酱 I 〉、 JPEG の言己 
録画質は〈〇〉を回して選びます。 

参画面の数字 「***M (百万画素） ****X 
****」は記録画素数、ド**]は撮影可能 
枚数 （999 まで表示）を示しています。 
参 <©> を押すと設定されます。 


記録画質の設定例 


4 L のみ 



(^ 3 のみ 


1 1 

咖閒略 

励ぉ■由 16 が"【の 

A 

— 国 

S 晒 1 !W 

J 化酪蹤 

m 

日 , L JL 

in a js IS 


\3M+ML 


卿。, 曲 * 化由 1 B が U t 

RAW 閒巧を A 



聯酪游 9 

-化 JL " W JS JS 


S ( B 92 +,M 


I I 

堀のが巧 ♦ 化 ] 1R 口の 



#% 

— 獨 

S 晒 1 

I^J 

顺酪礎 

I 

m 

—JL 化 i 

■ ill 

is IS 


RAW と JPEG の設定を、両方 [-] にしたときは、 4 L に設定されます。 
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皿!皿記録画質を設定する 


記録画質を選ぶとまの目安（約) 


記録画質 

記録画素数 

印刷 

サイズ 

ファイル 
サイズ （ MB ) 

撮影可能 
枚数 

連続撮影 
可能枚数 

JPEG 

ML 

約2100万 
(21.0 M ) 

A 2 政上 

6.1 

310 

78 (310) 

ML 

3.0 

巨]0 

610 (610) 

MM 

約1110万 
(11.1 M ) 

A 3 程度 

3.6 

510 

330 (510) 

MM 

1.9 

990 

990 (990) 

MS 

約已20万 
(5.2 M ) 

A 4 程度 

2.1 

910 

910 (910) 

MS 

1.0 

1680 

1680 (1680) 

RAW 

ItfiViU 

約2100万 
(21.0 M ) 

A 2 政上 

25.8 

72 

13 (14) 

Si 化 、,‘" 1 

約] 000万 
(9.9 M ) 

A 3 程度 

14.8 

120 

]已 （1 已） 

5(2 X 532 

約己20万 
(5.2 M ) 

A 4 程度 

10.8 

170 

20 (20) 

RAW 

+ 

JPEG 

fl ^ 

ML 

約2100万 
約2100万 

A 2 攻上 
A 2 似上 

2已 .8+6.1 

已7 

8旧） 

SES 531 

ML 

約] 000万 
約21日0万 

A 3 程度 
上 

14.8+6.1 

89 

8旧） 

SES 532 

ML 

約己20万 
約2100万 

A 4 程度 
A 2 政上 

10.8+6.1 

110 

8旧） 


• ファイルサイズ、撮影可能枚数、連続撮影可能枚数は、当社試験基準 2 GB カードを 
使用し、当社試験基準（旧〇]〇〇、ピクチャースタイル：スタンダード設定時）で 
測定したものです。 これ 5 の数値は、被写体やカードの銘柄、旧 0 感度、ピクチャー 
スタイル、カスタム機能などの設定により変動します。 

• 連続撮影可能枚数の （） 内の数値は、当社試験基準 Ultra DMA ( UDMA ) 対応 2 G 目 
カード使用時の枚数です。 

151 ♦ RAW と JPEG の両方を選んだとさは、]回の撮影で、選んだ記録画質の画像 
びカードに同時に記録されます。2つの画像は、同じフォルダに同じ画像番号 
服張テは JPEG : . JPG、RAW : . CR 2) で保存されます。 

— S 巧扭31、 S 巧扭32は、どちらを選んでを表示パネルでは S 巧 S のと表示されま 
す。 

• 記録画質の読み方は、巧扭3 (ロウ）、 S 巧扭31(スモール□ウ])、 S 巧扭32 ( ス 
モール□ウ2 )、 JPEG (ジェイ ペグ)、4(ファイン ）、 J (ノーマル ）、 L 
(ラージ)、 M (ミドル )、 S (スモール）です。 
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El 皿記録画質を設定する 


RAW にごいて 

カードに記録される RAW 画像は、撮像素テから出力されたデータをデジ 
タル変換してそのまま記録した「生データ」です 。 usMs s { 3 m^s s { 3 m 2 
から選ぶことびでさます。本文中の 「 RAW 」 の表記は、应5の、 S { 3 m ^. 
Sra 32 の3つを示しています。 

RAW 画像は、付属のソフトウェアで、使用目的に応じたさまざまな画像 
調整を行うことびでさます。また、ソフトウェアの現像処理機能により、調 
整結果を反映した、使用目的に最適な JPEG 画像、 TIFF 画像などを生成する 
ことびでさます。 

心[冉 . C.Fn II -2: 高感度撮影 時のノイズ 做威] と RAW 画像、 RAW+JPEG 画 
像について 

記録された画像には [.な C.Fn II -2: 高感度撮影時のノイズ低減] ( P .17 目）の設定（標 
準/弱め/強め/しない）び反映されていますび、カメラによる再生（液晶モニ 
ター表示とテレビ表示)、ダイレクトプリント （ RAW +4 L / JL を除く）では、 
ノイズ低減されていない画像び使用されます（ノイズび目立つ場合びあります)。 
ノイズ低減効まの確認とノイズ低減画像の印刷は、付属ソフトウェアの Digital 
Photo Professional で行つてください。 

Bl 市販のソフトウェアでは、撮影した RAW 画像を表示できないことびあります。付 
属ソフトウ卫アの使用をおすすめします。 


連続撮影可能枚数（パースト枚数）について 


前ページの「連続撮影可能枚数」は、初期化された 2 G 目のカードを使用 
したとさに、連続して何枚撮影でさるかを示しています。 

ファインダー内のち下の数字で、連続撮 
影できる枚数の目安 （99 枚し U 上のときは 
99) び確認でさます。 
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皿!皿記録画質を設定する 


W • 連続撮影可能枚数は、カードび入っていないときにわ表示されますので、カー 
ドび入っていることを確認してから撮影してください。 

• [.な C.Fn II -2: 高感度撮影時のノイス’低減]を [2: 強め]に設定すると、連続撮影可 
能枚数び大幅にかなくなります （ P .17 日)。 

IS 連続撮景ミ可能枚数び、ファインダー内で「99」と表示されているとさは、99枚 
政上の連続撮景ミびでさます。98枚政下になると、表示されている数値び減って 
いきます。撮影を中断すると、数値び増えていきます。撮影した画像びすべて 
カードに書さ込まれると、已已ページの表に示した枚数の連続撮影びでさるよラ 
になります。 


ISO : 旧〇感度を設定ずる丽 

倍日感度（撮像素テの感度）は、撮影する場所の明るさに応じて設定しま 
す。全自動 （□/ 画）モードでは、 IS 日感度び自動設定されます （P. 已8)。 




旧0感度を設定する 

♦ 表示パネルまたはファインダー内を見 
なびら〈酱を回します。 

• ISO] 日日〜64日日まで、]/3段ステップ 
で設定することびでさます。 

♦「A」 を選ぶと、 IS 日感度び自動設定され 
ます （P.58)。 
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ISO : に 0 感度を設定する® 


旧〇感度を選ぶとまの目ま 


旧0感度 

撮該シーン 

(スト□ボなし） 

スト□ボ撮影でさる距離 

し100〜200 

晴天時の屋外 

ISO 感度の数値び大さいほど、 

スト□ボ撮影でさる距離び長< 
なります。 

400〜800 

曇り空、夕ち 

] 600〜6400、 H ]、 H 2 

暗い屋内、夜景 


か 参 [.冉 . C.Fn II -3: 高輝度側•階調優先] を [1: ずる] に設定すると、 ISO 感度の設定範 
囲び ISO 200 〜 6400 にな 0 ます （P.177)。 

• ISO 感度を高くしたり、高温下で撮影すると、画像のヴラツキ感びやや増すこ 
とびあります。さらに、長時間露光の条件で撮影を行ラと、画像に色ムラび 
発生することびあります。 

参高に0感度で撮影すると、横搞状のノイズび目立つことびあります。 

B 1 [.な C.Fn 1-3: 旧0感度拡張] を [1: ずる] に設定すると、 「 L 」（ ISO 已〇相当)、 「 HI 」 
( ISO ] 2800相当）、 rH 2 j ( IS 02 已目00相当）も選択できるようになります 
(P.174)。 


旧〇感度の自動設定 rAj ( Auto ) について 

に日感度の設定び 「A」 のとさにシャッ 
ターボタンを半押しすると、実際に設定さ 
れる IS 日感度の数値び表示されます。 IS 日感 
度は、撮影モードに応じて下記のように自 
動設定されます。 



1 ) 曼 

[ ]' 

ISO し g) 


撮影 モード 

旧 0感度設定 

□/ 画/ P/Tv/Av 

ISO] 00〜3200 

M/B 

ISO 400固定 

スト□ボ撮影時 

ISO 400固定* 


* 曰中シンク□で露出オーバーになる場合は、最低に 0] 00 
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ピクチャースタイルを選択する ■ 

ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性び得られる機能です。 

<a> (全自動）では、ピクチャースタイルの選択はでさません。 



ボタンを巧す 

♦ 撮影準備状態で 〈ミこ 三 〉ボタンを押しま 
す。 

今ピクチャースタイル画面び表示されま 
す。 


2スタイルを選ぶ 

♦ 〈越!〉または〈類〉を回してスタイル 
を選び、〈@)〉を押します。 

今スタイルび設定され、撮影準備状態に戻 
ります。 


0 メニュー[が ピクチャースタイル] から設定することもできます。 



各ピクチヤースタイルの画像特性について 

區到スタンダード（画：スタンダード） 

鮮やかで、くっさりした写真になります。通常はこの設定でほとんど 
のシーンに対応でさます。〈〇〉（全自動）のとさに自動設定されます。 

區空]ポートレート（画：肌色びされい） 

肌びされいで、ややくっさりした写真になります。女性やテどをを 
アップで写すとさに効果的です。 

目]ページの [色あい] を変えると、肌色を調整することびでさます。 

医□風景（画：青空や緑び鮮やか） 

青空や緑の色び鮮やかで、とてをくっさりした写真になります。印象 
的な風景を写すとさに効果的です。 
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ミこ；ピクチャースタイルを選択する 


區到 ニュートラル 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。自然な色あいで、メ U 
八 U の少ない控えめな写真になります。 

區密 忠実設定 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。520日 K (色温度）程 
度の環境光下で撮影した写真び、測色的に被写体の色とほぼ同じになる 
よラに色調整されます。メ U 八 U の少ない控えめな写真になります。 

區 H モノク□(画： モノク□画像） 

白黒写真になります。 

W 」 PEG の記録画質で撮影した画像は、カラー写真に戻すことびできません。 
[モノク〇]に設定したまま、カラー写真のつちりで撮り続けないよラにを 
意してください。なお、[モノク山設定時は、ファインダー内と表示パネ 
ルに < B / W > び表示されます。 

医!] ユーザー設定1〜3 

[ポートレート] や [風景] などの基本スタイルを登録し、好みにあわせ 
て調整することびでさます （P.63) 。登録されていないとさは、 [スタン 
ダード] の初期設定と同じ特性で撮影されます。 


記号について 

スタイル選択画面の上にある記号は、 [シャープネス][コントラスト] などを 
表しています。数値は、各スタイルに設定されている [シャープネス]ロント 
ラスト] などの設定値を示しています。 



© 

シャープネス 

C 

コントラスト 

Sd 

色の濃さ 

C) 

色あい 

% 

フイルター効果（モノクロ） 

0 

調色（モノクロ） 
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ピクチャースタイルを調整する ■ 

それぞれのピクチャースタイルは、好みに合わせて設定内容 （[シャープネ 
ス][コントラスト] など）を初期設定から変更（調整）することびできます。 
効果については、試し撮りを重ねて確認してください。 [モノク日] の調整に 
ついては、次ページを参照してください。 


1 ボタンを巧ず 

2スタイルを選ぶ 

参〈滋〉または〈〇〉を回してスタイル 
を選び、 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

3項目を選ぶ 

参 <〇> を回して項目を選び、〈贷)〉を押 I 
します。 


4内容を設定ずる 

参 <〇> を回して効果の度合いを設定し、 
<©> を押します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、調整した内 
容び保をされ、スタイル選択画面に戻り 
ます。 

初期設定から変更した数値び青色で表 
示されます。 


® シャープネス 

日：輪郭強調-控えめ 

+7 

輪郭強調-強め 

C コントラスト 

-4 :明暗差•弱 

+4 

明暗差•強 

Sd 色の濃さ 

-4 :薄い 

+4 

濃い 

C ) 色あい 

-4 :肌色びホめ 

+4 

肌色び黄色め 



設定内容とその効果 
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ミこ；ピクチャースタイルを調整する® 


0 • 手順3で [巧期設定] を選ぶと、スタイルごとに、設定した内容を初期状態に 
戻すことびでさます。 

♦ 調整したスタイルで撮影するとさは、前ページの手順2で、調整したスタイル 
を選択してから撮影します。 


モノク□の調壁 

前のページで説明した [シヤープネス] と [コントラスト] の他に、 [フイルター 
効點[調色] を設定することびできます。 

%)フイルター 効果 

フイルター効果を使うと、同じモノクロ 
画像でを、白い雲や木々の緑を強調した画 
像にすることびできます。 


フィルター 

効果例 

N 

なし 

フイ j レター効まなしの通常の白黒画像になります。 

Ye 

黄 

青空びより自然に再現され、白い雲びはっさりと浮かび上びります。 

Or 

オレンジ 

青空び少し暗くなります。夕曰の輝さびいっそラ増します。 

R 

ホ 

青空びかなり暗<なります。紅葉の葉びはっさりと明る<なります。 

G :緑 

人物の肌色や屋び落ち着いた感じになります。木々の緑の葉びはっさ 
りと明るくなります。 


S 1 [コントラスト] をプラス側に設定して撮影すると、フィルター効まびより強調され 
ます。 


(2) 調色 

調色を設定して撮影すると、色のついた 
モノク□画像にすることびできます。より 
印象的な画像を撮影したいとさに有効で 
す。 

[ N : なし] [ S : セピア] 旧： 青][ド：紫][6: 
緑]から選ぶことびでさます。 
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ピクチャースタイルを登録する ■ 

[ポートレート] や厕景]などの基本スタイルを選択し、好みに合わせて調 
整して、 [ユーザー設定 1] から [ユーザー設定 3] に登録することびでさます。 

シャープネスやコントラストなどの設定び異なる、複数のスタイルを用意 
しておさたいとさに使用します。また、付属のソフトウェアからカメラに登 
録したスタイルをここで調整することをでさます。 


1 <-：-> ボタンを巧ず 



[ユーザー設定]を選ぶ 

参〈滋〉または〈〇〉を回して [ユーザー 
設定*] を選び、 〈 INFO .〉 ボタンを押しま 
す。 



飄陋 S 励コ-ザ-踰 I 

I ビクチヤース5イルスタンタード I 

1>ン1^—ブネス 
0]ントラスト 
おお油ご 
の械 I 、 

SIBSS 願:!-ザ-蹤 i 

I ビクチヤースタイル ffli ：1 




4 


<@>を巧ず 

• [ピクチャースタイル] び選ばれた1犬態で 
<©> を押します。 


基本にずるスタイルを選ぶ 

参 <〇> を回して基本にするスタイルを選 
び、〈贷)〉を押します。 

参付属のソフトウエアから登録したスタ 
イルを調整するとさは、この操作で選択 
します。 


願：!-ヴ-齡1 I 

ビクチで-がイル關 



5項目を選ぶ 

参[シヤープネス] などの項目を選び、〈©〉 
を押します。 
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ミこ；ピクチャースタイルを登録する 



ビク于 V - スタイル 

コ-ヴー臓1 助 


0 6.C 0, あ 0,0 0 



6 


内容を設定する 

♦ 〈類〉を回して効果の度合いを設定し、 
<©> を押します。 

詳しくは、『ピクチャースタイルを調整 
する』 （ P .61 、 62) を参照してください。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと内容び登録さ 
れ、スタイル選択画面に戻ります。 

今[ユーザー設定*] のちに、基本にしたスタ 
イルび表示されます。 


W [ユーザー設定*] にスタイルびすでに登録されているときは、手順4で基本にする 
スタイルを変更すると、登録されているスタイルの設定内容び無効になります。 


S 1 登録したスタイルで撮影するとさは、前ページの手順2で、 [ユーザー設定*] を選 
択してから撮影します。 
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WB : ホワイトバランスの設定®^ 

ホワイトバランス （ VV 目）は、白いものを白く写すための機能です。通常 
は〈囚田因〉けート）で適切なホワイトバランスび得られます。〈囚田因〉で 
自然な色あいにならないときは、光源別にホワイトバランスを選択したり、 
白い被写体を撮影して手動で設定します。全自動 （ a / 回）モードでは 
〈凸四 E 〉 に自動設定されます。 


1〈图 ’ WB 〉 ボタンを巧す （を 6) 

2ホワイトバランスを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回しま 
す。 




表示 

モード 

色温度（約 • K : ケルビン） 

心 、," の 

オート 

3000〜7000 

米 

太陽光 

已200 

6k 

曰陰 

7000 

A 

くわり、薄暮、夕やけ空 

6000 

ホ 

白熱電球 

3200 

B 

白色堂光灯 

4000 

な 

スト□ボ使用 

6000 

cAd 

マニュアル (P.66) 

2000〜10000 

口 

色温度 （ P . 日 7) 

2已〇〇〜10000 




ホワイトパランスにごいて 

人間の目には、照明する光び変化してを、白い被写体は白に見えるといラ 
順応性びあります。デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調 
整して、色の基準となる白をミ夫め、白を基準に色の補正び行われます。これ 
により、自然な色あいで撮影でさます。 

Bl メニュー [ a = ホワイトバランス] から設定することもできます。 
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WB : ホワイトバランスの設定® 


bAd 7ニユアルホワイトパランス 

マニュアルホワイトバランス （ MWB ) は、撮影場所の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定するとさに使用します。必ず撮影する場所の光 
源下で一連の操作を行ってください。 


1白い被写体を撮影する 

参スポット測光範囲の領域全体に、白い無 
地の被写体びくるよラにします。 

♦ 手動でピントを合わせ、白い被写体び標 
準露出になるように撮影します。 

• ホワイトバランスの設定は、どれでを構 

スポット測光範囲 



''图り 1 巧阿网间 ri ：' 


站雌 

つ .4 •.を*1■巧 

ホ3イト n ラシス 


hmmm 

挪航服縱 

0,がが 

側 

術 B 

ピク于でースタイル 

スタンヴード 

ヴストデリ-トデ-夕田巧 




が EMUH 



[ MWB 画像選択]を選ぶ 
♦ [ a =] タブの [MWB 画像選択] を選び、〈©〉 
を押します。 

吟 MWB 画像選択画面び表示されます。 


ホワイトバランスデータを取り込む 

• く巡〉 または〈類〉を回して手順]で 
撮影した画像を選び、〈©〉を押します。 
今表示されるメッセージ画面で [0 K ] を選 
ぶとデータび取り込まれます。 

〈图 ’ WB 〉 ボタンを巧ず （を 6) 

参メニューを終了してから、〈图 ’ WB 〉 ボ 
タンを押します。 


マニュアル WB を選ぶ 

• 表示パネルを見なびら〈類〉を回して、 
< iAi > を選びます。 
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WB : ホワイトバランスの設定® 


U • 手順1で撮影した画像の露出び、標準露出から大さく外れていると、正確なホ 
ワイトバランスび設定されないことびあります。 

• ピクチャースタイルを [モノク〇] に設定して撮影した画像 （ P . 日 0) は、手順 
3で選択でさません。 

m • 白い被写体の代わりに18%標準反射板（市販品）を撮影すると、より正確な 
ホワイトバランスにすることびできます。 

• 付属のソフトウェアから登録するカスタムホワイトバランスは、 〈 bAd 〉 に登 
録されます。なお、手順3の操作を行ラと、登録したカスタムホワイトバラン 
スのデータは消去されます。 


ca ち温度を直接設定する 

色温度指定は、ホワイトバランスの色温度を数値で設定する、上級者向け 
の機能です。 


1[ホワイトバランス]を選ぶく 

♦ [が] タブの [ホワイトバランス] を選び、 

<©> を押します。 


ホ3イト巧ランス 


控 S 居 


醒 

お 

ホ 

S 

も 


A 〇 

■ 日20•〇… 

ホ 



色温度を設定ずる 

♦ 〈類〉を回して[因]を選びます。 

♦ <^>を回して色温度を設定し、〈©〉 
を押します。 

参設定でさる色温度範囲は、25日日〜 
10000 K り0 0 K ステップ）です。 


W • 人工光源の色温度を設定するときは、必要に応じてホワイトバランス巧正（マ 
ゼンタ、またはグ U —ン寄り）を行ってください。 

• 市販のカラーメーターで測定した色温度数値を〈13〉に設定するとさは、事 
前にテスト撮影を行い、カメラとカラーメーター間の誤差を補正した数値を 
設定してください。 
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が / g ホワイトバランスを補正ずる ~ 

設定しているホワイトバランスを補正することびでさます。この機能を使 
ラと、市販品の色温度変換フィルターや、色補正用フィルターと同じよラな 
効果を得ることびでさます。補正幅は各色9段です。 

特に色温度変換フィルターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れた、上級者向けの機能です。 


ホワイトバランス補正 

[ WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 
♦ [ CM --] タブの [WB 補正/ BKT 設定] を選び、 

<©> を押します。 


ホワイトバランスを補正ずる 

♦ 〈を〉を操作して、画面上の 「■」 を希望 
する位置に移動します。 

参巨はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ IJ ーンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

• 画面ちの 「 SHIFT 」 に補正方向と、補正 
量び表示されます。 

参 〈 INFO .〉 ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設 

定] の設定び一括解除されます。 

• <©> を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 



W 日巧を‘肌法を 

0かが 


S 疏 

ピクチで-スタイル 

スタンヴード 

ヴストデリ-トデ-夕闕 



設定例： A 2, G 1 



QI • WB 補正中は、ファインダー内と表示パネルに 〈 SJ 5〉 び表示されます。 

• ブルー/アンバーち向の1段は、色温度変換フィルターの約已 S レッドに相当 
します（ミレッド；色温度変換フィルターの濃度を表すとさなどに使用され 
る色温度の単位)。 
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m ホワイトバランスを補正する® 


ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびでさます。設定 
されているホワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー寄りの色 
あい、またはマゼンタとグ U —ン寄りの色あいに補正した画像び記録されま 
す。これをホワイトバランスブラケティング ( WB - BKT ) 撮影といいます。 
設定でさる補正幅は、 ] 段ステップ±3段です。 


補正幅を設定ずる 

♦ 『ホワイトバランス補正』の手順2で〈類〉 
を回すと、画面上の「■」び 「■■叫 （3 
点）に変わります。 

ちに回すと、 B / A 方向、左に回すと M/G 
方向のブラケティングになります。 

今画面ちの 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、補正幅び表示されます。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと [WB 補正/ BKT 設 
定] の設定び一括解除されます。 

♦ <©> を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 


①基準ホワイトバランス③ブルー （ B ) 寄り③アンバー （ A ) 寄り、ま 
たは①基準ホワイトバランス③マゼンタ （ M ) 寄り③グ U —ン （ G ) 寄り 
の順に画像び記録されます。 



記録される順番について 


13 ♦ WB ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数びかな<なり、撮影可能枚数 
わ約]/3になります。また、表示パネルのホワイトバランスマークび点滅し 
ます。 

• ホワイトバランス補正や AE 目撮影と組み合わせることびでさます。 AE 目撮影 
との組み合わせでは、合計9枚の画像び記録されます。 

•] 回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮影よりちカードに画像を記 
録する時間び長くなります。 

•「 BKT 」 は、目 racketin 旨：ブラケテイングの略です。 
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MENU 


レンズの周迈巧量を捕正する— 


レンズの特性によって画像の四隅び暗くなる現象を、「周辺光量の低下」 
といいますび、この現象を補正することびでさます。 JPEG 画像は、撮影 
時に補正されます。 RAW 画像は、付属ソフトウェアの Digital Photo 
Professional で補正します。 

初期状態では、補正[する]に設定されています。 


因 n 巧巧!町町阿巧 rn 
mm 4 L 

お音 入 

巧-ドなしレリ-スする 
賊齡が!雄因が 
罔巧別瞄 


同のお■邮 
巧巧レンス 
Ef 味！— f/1,4 USM 

»正デ-夕あ LJ 

活正 
3 る 

しない 


1 


[周辺光量補正]を選ぶ 

参 [ a ’] タブの调辺光量補正]を選び、〈©〉 
を押します。 


補正内容を設定ずる 

参表示される画面で、装着レンズの[補正 
データあり]び表示されていることを確認 
します。 

参[補正データなし]び表示されているとさ 
は、次ページの『レンズの補正データに 
ついて』を参照してください。 

♦ <〇> を回して補正[する]を選び、〈©〉 
を押します。 


3撮影ずる 

♦ 周辺光量び補正された画像び記録され 
ます。 



補正する 補正しない 
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mm レンズの周辺光量を補正する 


レンズの補正データについて 

カメラにはあらかじめ、周辺光量補正を行ラためのデータびレンズ約25 
本分登録されています。手順2で補正 [する] を選んでおくと、補正データ 
び登録されているレンズを装着したとさに、自動的に周辺光量び補正されま 
す。 


付属ソフトウェアの EOS U 川 ity を使用すると、登録されているレンズの 
種類び確認でさます。また、未登録レンズの補正データをカメラに登録する 
ことをでさます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 ( CD - ROM ) の EOS 
U 川 ity 使用説明書を参照してください。 



W • 撮影した JPEG 画像を、後から補正することはでさません。 

• 撮影条件により、画像周辺部にノイズび発生することびあります。 

• 他社製のレンズ使用時は、 [補正データあり] と表示されていてを、補正 [しなし、] 
に設定することをおすすめします。 

151 • エクステンダー装着時ち周辺光量補正び行われます。 

• 補正データびカメラに登録されていないレンズで撮影したとさは、ネ甫正 [しな 
し、] と同じ撮影結まになります。 

• 付属ソフトウエアの Digital Photo Professional で最大ネ甫正を行ったときよ 
りわやや控えめに補正されます。 

• 距離情報を持たないレンズでは、補正量びかな<なります。 

• に0感度び高くなるほど、補正量びかなくなります。 
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MENU 


フオルダの作ぶと選択 — 


画像を保をするフオルダを任意に作成/選択することびでさます。 

なお、この操作を行わなくてを、画像を保をするフオルダは自動で作成さ 
れ、そのフォルダに画像び保をされます。 


フォルダの作ぶ 

1[フォルダ選択]を選ぶ 

• [ V ] タブの [フォルダ選択] を選び、〈©〉 
を押します。 


2 [フォルダ作成]を選ぶ 

参 <〇> を回して [フォルダ作成] を選び、 
〈©〉を押します。 


3フオルダを作成ずる 

参 <〇> を回して [0 K ] を選び、〈©〉を 
押します。 

今番号び]つ繰り上びった、新しいフオル 
ダび作成されます。 



7 f ルタ IK の 

フォルブの I ち做します 


キヤシ邮 r OK I 
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mm フオルダの作成と選択 


フォルダの選択 


最ル番号画像 



最大番号画像 


参フォルダ選択画面び表示された状態で、 
<〇> を回してフォルダを選び、〈©〉を 
押します。 

今画像を保をするフォルダび選択されま 
す。 

参撮影を行うと、選択したフォルダに画像 
び記録されます。 



フオルタ’について 

フォルダ名は、 nOOEOSSD 」 のように先頭3巧の数字（フォルダき号）と、已文字 
の英数字で構成されています。 ] つのフォルダには、画像び最大9999枚保存され 
ます（画像番号00 0] 〜9999)。フォルダ内の画像びいっぱいになると、番号び] 
つ繰り 上 びったフオルダび自動的に作成されます。また、強制リセット （ P .7 已）を 
行ったときもフオルダび自動的に作成されます。フオルダは100〜999まで作成す 
ることびでさます。 


パソコンを使ったフォルタ’作成 

カードを開いたところに 「 DCIM 」 といラ名前のフォルダを作ります。次に DCIM 
フォルダを開いたところに、画像を記録するフォルダを必要な数だけ作ります。フォ 
ルダ名は、 riOOABC_D 」 のように、必ず100 〜 999までの3巧の番号に続けて、已 
文字の英数字を付けます。使用でさる文字は、半角アルファベット A 〜 Z (大文字、 
小文字混在可)、半角のし」（アンダーバー)、および数字です。スペースは使用で 
きません。また、同じフォルダ番号（例：10 0 A 目 C _ D 、 100 W _ XYZ ) を付けた 
とさわ、カメラびフォルダを認識でさません。 
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MENU 


画像番号の付け方を設定ずる ~ 


画像番号は、フイルムの〕 マ ま号に相当するもので、撮影した順に 日日日 1 
〜9999のま号び付けられて、]つのフォルダに保をされます。画像番号は、 
用途に応じて番号の付け方を変えることびでさます。 

画像ま号は、パソコンでは IMG_0001.JPG というような形で表示され 
ふ9 〇 


ド]巧み尼; 

ド网巧ド 

を隆番号 

りをしを rj f 

1 

才-トリかツト1 

1 

蝴リわリ K 1 


2 


[画像番号]を選ぶ 

•[>’] タブの 晒像き号]を選び、〈©〉 
を押します。 


画像番号の付け方を選ぶ 

• 〈類〉を回して内容を選び、〈(©〉を押 
します。 


通し番号 

カード交換やフオルタ’作成を行ってち連番で保存したいとき 

カード交換やフオルダ作成を行ってを、画像番号9999の画像びでさる 
まで、連続した番号び付けられ、保をされます。複数の力ード、またはフオ 
ルダにまたびった00日1〜9999までの画像を、パソコンで1つのフオルダ 
にまとめて保存したいとさなどに有効です。 

ただし、交換したカードや、作成したフオルダにすでに画像び入っている 
ときは、その画像に付けられたま号の続きま号になることびあります。画像 
を通し番号で保をしたいとさは、初期化したカードを使用してください。 


カードを交換した場合 


カード-1 



XXX-00 巳 1 


カード-2 


み 

;XXf00521 


続さの画像番号 


フオルダを作成した場合 
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mm 画像番号の付けちを設定する 


才ートリセット 

力ード交換やフオルタ’作成で、画像番号を0001にしたいとき 

カード交換やフオルダ作成を行って撮影すると、画像番号日日日]から順 
に番号び付けられ、保をされます。カード単位、またはフオルダ単位で画像 
を分類したいとさなどに有効です。 

ただし、交換したカードや、作成したフオルダにすでに画像び入っている 
とさは、その画像に付けられたま号の続さま号になることびあります。 
日日日]から順に保をしたいとさは、初期化したカードを使用してください。 


カードを交換した場合 


フオルダを作成した場合 



画像番号リセット 



お制リセット 

任意に画像番号を0001にしたり、新しいフォルダで画像番号0001か5撮 
影したいとき 

この操作を行ラと、自動的に新しいフォルダび作られ、そのフォルダに画 
像番号日日日1から順に番号び付けられ、保存されます。 

前の日に撮影した画像と、今日撮影する画像を別々のフォ J レダに保存した 
いとさなどに有効です。操作を行ったあとは、通し番号、またはオート U 
セツトの設定に戻ります。 


W フォルダ番号999のフォルダに画像番号9999の画像び保存されると、カードに 
空さ容量びあってを撮影でさなくなります。カードの交換を促すメッセージび表 
示されますので、新しいカードに交換してください。 

151 ファイル名の先頭は、 JPEG 画像、 RAW 画像はともに riMG 」、 動画は 「 MVI _」 
になります。拡張テは、 」 PEG 画觀ま 「. JPG 」、 RAW 画像は r . CR 2」、 動画は 
r.MOVJ になります。 
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MENU 


色空間を設定ずる 


色空間とは、再現でさる色の範囲（色域特性）のことです。このカメラで 
は、撮影する画像の色空間を sRG 巨（エスアールジービー )、 Adobe RGB 
(アドビアールジービー）から選ぶことびでさます。なお、一般的な撮影の 
とさは、 sRG 日をおすすめします。 

全自動 （日/回） モードでは、 sRG 日に自動設定されます。 


1[色空間]を選ぶ 

参 [ a =] タブの [色空間] を選び、〈©〉を 
押します。 



色空間を設定ずる 

• [sRGB] または [Adobe RGB] を選び、 

<©> を押します。 


Adobe RGB にごいて 

主に商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 (Exif 2.21)についての知識びない方にはおすすめできません。 
sRG 巨のパソコン環境や 、 DCF 2.0 (Exif 2.21) に対応していないプ U ン 
ターでは、とてを控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコンのソフト 
ウェアなどで画像処理を行ラ必要びあります。 


園 • 色空間を Adobe RGB に設定して撮影した画像は、ファイル名び LMG 」 （先 
頭文字びアンダーバー）になります。 

• に C プ□ファイルは付加されません。に C プ□ファイルについては、ソフトウェ 
ア使用説明書 （ CD - ROM ) を参照してください。 
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AF / ドライブの設定 



ファインター内には、9つの AF フレーム 
が配置されています。適切な AF フレーム 
を任意に選択することにより、構図優先の 
AF 撮影を行うことがでさます。 


また、撮影状況や被写体にあわせて、オートフオーカスの作動 
特性を選択したり、最適なドライブモードを選択することがでさ 
ます。 


♦ ページタイトルちの励!]は、モードダイヤルび 〈 P / Tv / Av / 
M / B > のとさに使用でさる機能であることを示しています。 

参全自動（日/画）モードでは、 AF モード、 AF フレーム、ドラ 
イブモードび自動設定されます。 


151 <AF> は Auto Focus (才ートフォーカス）の略で自動ピント合わせの 
ことです。 〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略で手 
動ピント合わせのことです。 








AF: AF モードの選択 

撮影状況や被写体にあわせて、 AF の作動特性を選ぶことびでさます。な 
お、全自動 （□/ 画）モードでは、 「 A 口才ーカス AF 」 に自動設定されます。 



レンズのフォーカスモードスイツチを 
< AF > にする 


< AF - DRIVE ) ボタンを巧ず （を 6) 


AF モードを選ぶ 

参表示パネルを見なびら〈巡!〉を回しま 
す。 

ONE SHOT :ワンショッ hAF 
AI FOCUS : AI フオーカス AF 
AI SERVO : AI サーボ AF 
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AF:AF モードの選択® 


止まつている被写体を撮る：ワンシヨツト AF 



止まっている被写体の撮影に適していま 

ず。シャッターボタンを半押しずると1回だ 

けピント合わせを行いまず。 

• 被写体にピントび合ラと、ピント合わせ 
を行った AF フレームびホく光り、ファ 
インタ'一内に合焦マーク〈•〉び表示さ 
れます。 

♦ 評価測光のとさは、ピントび合ラと同時 
に露出値びみまります。 

参シャッターボタンを半押ししている間、 
ピントび固定され、構図を変えて撮影す 
ることびでさます。 

参 P / Tv / Av / M/B の撮影モードでは、 
〈 AF - ON 〉 ボタンでも AF を行うことびで 
さます。 


13 • ピントび合わないとファインダー内の合焦マーク〈•〉び点滅します。この 
ときはシャッターボタンを全巧ししても撮影でさません。構図を変えて再度 
ピント合わせを行ラか、 『AF の苦手な被写体』 （ P .84) を参照してください。 
• メニュー[〇’ 電子音]を脚]に設定すると、ピントび合ったときに、合焦音 
び鳴らないよラになります。 


動いている被写体を撮る： AI サーボ AF 

撮影距離びたえず変化ずる（動いている） 
被写体の撮影に適していまず。シャッター 
ボタンを半押ししている間、被写体にピン 
卜を合わせ続けまず。 

♦ 露出は撮影の瞬間にミ夫まります。 

参 P / Tv / Av / M/B の撮影モードでは、 
〈 AF - ON 〉 ボタンでも AF を行うことびで 
さます。 
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AF : AF モードの選択丽 



♦ AF フレーム選択 （ P .81) び、自動選択のとさは、初めに中央の AF フ 
レームで被写体をとらえます。スポット測光範囲の内側には、 AF フレー 
ム表示はありませんび、 AI サーボ AF 用に6つのアシスト（補助）測距点 
び配置されています（図の■部分）。そのため、 AF を行っているとさに 
被写体び中央の AF フレームから少し外れてを、継続してピント合わせび 
行われます。また、被写体び中央の AF フレームから大さく外れてを、他 
の AF フレームのいずれかで被写体をとらえていれば、継続してピント合 
わせび行われます。 

♦ AF フレームを 任意選択していると さは、 選択した AF フレームで AI サー 
ボ AF び行われます。 

S1 AI ヴーボ AF では、ピントび合っても電子音は鳴りません。また、ファインダー内 
の合焦マーク〈•〉を点灯しません。 


AF モードを自動的に切り換える： AI フオーカス AF 



被写体の状態に応じて、「ワンショット 
AF 」 か 5 rAI ヴーボ AF 」 へとカメラび作動 
特性を自動的に切り換えまず。 


参ワンショット AF で被写体にピントを合 
わせたあと、被写体び連続して移動を始 
めると、その移動をカメラび検知して自 
動的に AI サーボ AF に切り換わり、被写 
体の動さに追従してピントを合わせ続 
けます。 


S1 A 口才ーカス AF のヴーボ状態でピントび合うと、合焦音び小さく鳴ります。ただ 
し、ファインダー内の合焦マーク〈•〉は点灯しません。 
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♦ 〈ミも〉を操作すると、押した方向の AF フ 
レームび選択されます。 

♦ 〈滾〉をまっすぐに押すと、中央の AF フ 
レームび 選択されます。 

♦ 同じ方向に押すと、任意選択と自動選択 
び交互に切り換わります。 

♦ すべての AF フレームび点なしたとさび 
自動選択です。 


回 AF フレームの選択*® 

9点の AF フレームの 中から、ピント合わせに使う AF フレームを 選びま 
す。9点の中から任意の1点を自分で選ぶことを「任意選択」、9点の中から 
カメラび自動的にピント合わせの位置を選ぶようにすることを「自動選択」 
といいます。 

なお、全自動 （□/ 画）モードでは、 AF フレーム自動選択に自動設定さ 
れますので、 AF フレームの任意選択はでさません。 


〈回 > ボタンを巧す （を 6) 

今現在選択されている AF フレームび、 
フアインダー内と表示ノ（ネルに表示さ 
れます。 


2 AF フレームを選択ずる 

♦〈を〉を操作して選択する方法と、〈盤 〉I 
または〈類〉を回して選択する方法び ■ 
あります。 


7ルチコント□—ラーによる選択 




81 







回 AF フレームの選択丽 


電子ダイヤルによる選択 



参〈滋〉または〈類〉を回すと、回した 
方向の AF フレームび選択されます。 

♦ すべての AF フレームび点なしたとさび 
自動選択です。 



QI • 表示パネルを見なびら AF フレームを選択するときは、次の図を参考にしてく 
ださい。 

自動還択 [- rfr -]、 中央 [ - ] 、ち{: -]、上/:—] 

♦ EOS 用外部スト□ボ使用時に AF 補助光でピントび合わないとさは、中央の 
AF フレームを選択してくださし、。 
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回 AF フレームの選択丽 


巧用レンズの明るさと AF 測距について 

F 已 .6 より明るいレンズ使用時 

中央の AF フレームで十字測距（縦横線同時検出）を行ラことびでさます。 
残る8点の AF フレームでは、横線検出、または縦線検出による AF 測距にな 
ります。 


F2.8 より明るいレンズ使用時 

中央の AF フレームで、より高精度な十字測距（縦横線同時検出）を行ラ 
ことびでさます。中央の AF フレームでは、他の AF フレームの約2倍の敏感 
度で縦横線検出び行われます。残る8点の AF フレームでは、横線検出、ま 
たは縦線検出による AF 測距になります。 

* EF 28-80 mm F 2.8-4 L USM 、 EF 已 0 mm F 2 .已コンパクトマク□を除く 


■ 



スポット測光範囲の内側に配置された、 AF フレー 
ム表示のない AI ヴーボ AF 用のアシスト（補助）測距 
点では、次のよラに AF 測距び行われます。 

■:中央 AF フレームと同じ F 2.8/ F 己日レンズ対応 
の縦線検出 

□ : F 已.目レンズ対応の横線検出 
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AF の苦手な巧写な: 


次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない(合焦マーク 
<•> び点滅する）ことびあります。 

ピントが合いに<い被写体 

♦ 明暗差（コントラスト）び極端に低い被写体 
(例：青空、単色の平面など） 

• 非常に暗い場所にある被写体 
• 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
(例：反射光の強い車のボディ） 

参遠いところと近いところにある被写体び、 AF フレームにかかっている場 
合（例：おりの中の動物） 

• 繰り返し模様の被写体 

(例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど） 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) ワンショット AF のとさは、被写体とほぼ同じ距離にあるをのにピン 
卜を固定し、構図をミ夫めなおして撮影する （ P .5 日)。 

(2) レンズの フオー カスモードスイッチを 〈 MF 〉 にして手動ピント合わ 
せを行ラ。 


MF : 手動ピント合わせ（マニュアルフオーカス) 



レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にずる 



えるまで、レンズのフオーカス U ングを 
回します。 


SI シャッターボタンを半押ししなびら手動ピント合わせをすると、ファインダー内 
にピントび合った AF フレームと合焦マーク〈•〉び点打します。 
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鸟 1 ドライブモードの選択®^ 

ドライブモードには]枚撮影と連続撮影びあります。〈□〉（全自動）で 
は、 ] 枚撮影に自動設定されます。 


< AF - DRIVE ) ボタンを巧す （を 6) 

ドライブモードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回しま 
す。 


□:1枚撮影 

シャッターボタンを全押しすると、 

鸟 J :連続撮影 （最高約 3.9 コマ/秒） 

シャッターボタンを全押しすると、 

す。 

:セルフタイマー 10 秒/リモコン 撮影 
i &2: セルフタイマー2秒/リモコン 撮影 

セルフタイマー撮影については次ページ、 U モコン撮影については 
1日2ページを参照してください。 


] 枚だけ撮影します。 

押している間、連続して撮影しま 



1 


く / し ） /( -: 


1 

口 1 

[] 

ONE SHOT 

A 

_ 


連続撮影可能枚数 


W • 連続撮影を行い、内部メモ U —びいっぱいにな 
ると、ファインダー内と表示パネルに fbuSYj 
び表示され、一時的に撮影びでさなくなります。 

カードへの記録経過にとわない、次の撮影びで 
さるようになりますので、シャッターボタンを半巧しして、ファインダー内 
ち下に表示される連続撮影可能枚数で、そのとさ撮影でさる枚数を確認して 
<ださい。 

• ファインダー内と表示パネルに 「 Full CF 」 び表示されたとさは、必ずアク 
セスランプの点滅び消えてから、カードを交換してくださし、。 

• 電池の残量び少な<なると、連続撮影速度び若干低下します。 

• AI ヴーボ AF 時は、被写体条件や使用レンズによって連続撮影速度び若干低下 
することびあります。 
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& セルフタイマー撮該 

セルフタイマーは記念撮影などに使用します。 〈 i &〉（1 日秒タイマー) 
は、どの撮影モードでを使用でさます。 



2 


< AF - DRIVE ) ボタンを押す （を 6) 


セルフタイマーを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回して 
選びます。 

:10秒繳こ撮影 
i &2: 2秒後に撮影固！!] 



3撮影ずる 

参ファインダーをのぞいてピントを合ね 
せ、シャッターボタンを全押しします。 
吟セルフタイマーランプと電子音、表示パ 
ネルに表示される秒数の減算表示で作 
動を確認でさます。 

撮影2砂前にセルフタイマーランプび点 
なし、電子音び速く鳴ります。 


B 1 •セルフタイマー撮影した画像はその場で再生し、ピントや露出を確認するこ 
とをおすすめします (p.l28)o 

参ファインダーから目を離してシャッターボタンを巧すとさは、ファインダー 
にアイピースカバーを取り付けてください (p.lOO)o ファインダーに光び入 
ると、適切な露出び得られないことびあります。 

• 自分一人だけをセルフタイマーで写すとさは、自分び入る位置とほぼ同じ距 
離にあるものにフオーカス□ックして撮影します （ P . 已 0 )。 

• セルフタイマー撮影を中止するときは、 〈 AF’DRIVE 〉 ボタンを巧します。 
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撮影目的にあわせた 
応。撮影 



P / Tv / Av / M/B の撮影モードで 
は、シャッター速度や絞り数値を選択 
したり、露出を自分の好みに変えるな 
ど、カメラの設定を思いどおりに変え 
ることで、さまざまな撮影ができます。 


参ページタイトルちの丽は、モードダイヤルび 〈 P / Tv / Av / 
M / B > のとさに使用できる機能であることを示しています。 

参シャッターボタンを半押ししたあとで指を離してを、タイマー 
の働きにより、表示ノなルとフアインダー内に露出値び約4秒 
間（を 4) 表示されます。 

♦ P / Tv / Av / M/B の撮影モードで設定できる機能は、『撮影機 
能の組み合わせ一覧』 （ P .198) を参照してください。 


あらかじめ電源スイッチを〈^〉にして<ださい。 










P ： プログラム AE 撮該 

被写体の明るさに応じて、カメラびシャッター速度と絞り数値を自動的に 
設定します。これをプ□グラム AE といいます。 

*〈 P 〉 は 、 Program (プ□グラム）の略です。 

* AE は 、 Auto Exposure (才ートェクスポージ中一）の略で自動露出のことです。 



モードダイヤルを 〈P > にずる 



ピントを合わせる 

• ファインダーをのぞいて、選択した AF 
フレームを被写体に合わせ、シャッター 
ボタンを半押しします。 

今ピントび合ラと、ピント合わせを行った 
AF フレームびホく光り、ファインダー 
内ち下に合焦マーク〈•〉び点なします 
(ワンシヨツト AF+AF フレーム自動選 
択時)。 


今シャッター速度と絞り数値び自動的に 
ミ夫まり、ファインダー内と表示パネルに 
表示されます。 





表示を確認ずる 

参シャッター速度と絞り数値び点滅して 
いなければ、適正露出です。 


4撮影ずる 

参構図をミ夫め、シャッターボタンを全押し 
します。 
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P ： プログラム AE 撮影 



シャッター速度の「30"」と小さな絞り数値び点滅すると 
さは、被写体び暗すざます。 

に0感度を上げるか、スト□ボを使用してください。 
シャッター速度の「8000」と大きな絞り数値び点滅すると 
さは、被写体び明るすざます。 

に0感度を下げるか、減光用の ND フィルター（別売）を 
使用してください。 


0 〈 P 〉 と〈□〉（全自動）の違いについて 

〈こ)〉では、失敗を防ぐために、 AF モードやドライブモード、測光モードなど、 
多くの機能び自動的に設定され、変更できる機能び限定されています。それに対 
して < P > では、自動的に設定されるのはシャッター速度と絞り数値だけで、 AF 
モードやドライブモードなどの機能は自由に設定することびできます。 

プ□グラムシフトについて 

参プ□グラム AE のときは、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組 
み合わせ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることびでさます。 
これをプ□グラムシフトといいます。 

• プ□グラムシフトは、シャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッ 
ター速度、または絞り数値び表示されるまで〈巡0を回します。 

• プ□グラムシフトは、撮影すると自動的に解除されます。 

• スト□ボを使用するとプ□グラムシフトはでさません。 
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Tv : シャッター速度をミ夫めて撮る 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じて、カメラび適正露 
出に必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE とい 
います。シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえる 
ことびでさます。逆にシャッター速度を遅くすると、流動感を表現すること 
びでさます。 

* 〈 Tv 〉 は 、 Time value (タイムバリュー）の略で時間量のことです。 




動さを止めた写真 
(速いシャッター速度) 


流動感のある写真 
(遅いシャッター速度) 



>ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 
絞り数値び自動的にミ夫まります。 




表示を確認して撮影ずる 

♦ 絞り数値び点滅していなければ適正露 


出です。 
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Tv: シャッター速度をミ夫めて撮る 


• 小さな絞り数値び点滅するとさは、露出アンダー（露出不 
足）です。 

絞り数値の点滅び止まるまで〈逛〇を回してシャッター速 
度を遅くするか、 ISO 感度を上げます。 

• 大さな絞り数値び点滅するとさは、露出オーバー（露出過 
度）です。 

絞り数値の点滅び止まるまで〈盗0を回してシャッター速 
度を速くするか、 ISO 感度を下げます。 

13シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば「125」は 1/12 已秒 
を表しています。また、「0"5」は 0 .已秒を、「15"」は]已秒を表しています。 
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Av : 絞り数値をミ夫めて撮る 


絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要 
なシャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 
絞り数値を大さくする（絞りを閉じる）と、ピントの合ラ範囲び前後に広く 
なります。逆に絞り数値をルさくする（絞りを開く）と、ピントの合ラ範囲 
び狭くなります。 

* 〈 Av 〉 は 、 Aperture value (アパチヤーパ'リュー）の略で開□量のことです。 



3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

今シャッター速度び自動的にミ夫まります。 




表示を確認して撮影する 

• シャッター速度び点滅していなければ 
適正露出です。 
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Av: 絞り数値をミ夫めて撮る 


参シャッター速度の「30"」び点滅するとさは、露出アンダー 
(露出不足）です。 

シャッター速度の点滅び止まるまで〈巡0を回して絞り数 
値を小さく（絞りを開いて）するか、に0感度を上げます。 
参シャッター速度の「8000」び点滅するとさは、露出オーバー 
(露出過度）です。 

シャッター速度の点滅び止まるまで〈1^〉を回して絞り数 
値を大きく（絞りを閉じて）するか、に0感度を下げます。 

13 絞り数値の表示 

数字び大きくなるほど、レンズの絞り径は小さくなります。表示される絞り数値 
はレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは、表示び 
「00」になります。 



ピントの合5節囲を確認する圆司 



絞り込みボタンを押すと、そのとさ設定 
されている絞り数値でレンズの絞り込みび 
行われ、ピントの合ラ奥行さ（被写界深度） 
をファインダーで確認でさます。 


Bl •絞り数値び大さいほど、ピントの合う範囲は前後に広くなりますび、フアイ 
ンダーび暗 < なります。 

♦ 被写界深度の効まびわかりにくいとさは、絞り込みボタンを巧したまま〈1^〉 
を回して < ださし、。 

♦ 絞り込みボタンを巧すと、露出び固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M : 自分で露出をミ夫めて撮る 

自分でシャッター速度や絞り数値をミ夫めて撮影するとさに設定します。露 
出は、ファインダー内の露出レベル表示を参考にしたり、市販の露出計を利 
用して自分で任意にミ夫めます。これをマニュアル露出といいます。 

*〈 M 〉 は 、 Manual (マニュアル）の略です。 



モードダイヤルを 〈M > にする 



お日 5.3 

の图 

□ 

咖 2"1"，"1.:2 ISO 《ロロ 


シャッター速度と絞り数値を設定ずる 

♦ シャッター速度は、〈越!〉を回して設定 
します。 

参絞り数値は、電源スイッチを〈^〉にし 
て、〈〇〉を回して設定します。 


標準露出指標 

slHH レぺ J レ V —ク 


ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 
ファインダー内と表示パネルに露出値 
び表示されます。 

♦ 露出レベルマーク 〈自〉 で、標準露出か 
らどのくらいずれているか確認するこ 
とびでさます。 


の日 5. S 5 •'到4 



露出をミ夫める 

参露出レベル表示を確認し、任意のシャツ 
ター速度、絞り数値を設定します。 


5撮影する 
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® 測がモードの選択 I ® 


被写体の明るさを測る機能の特性を4種類の中から選ぶことびでさます。 
全自動 （□/ 画） モードでは、評価測光に自動設定されます。 



2 測光モードを選ぶ 

参表示パネルを見なびら〈越!〉を回しま 




画評価測光 

逆光撮影を含む一般的な人物撮影に適しています。 
撮影シーンに応じてカメラび露出を自動補正します。 



回部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びあるとさに有効 
です。ファインダー中央部の約8%の範囲を測光しま 
す。 



田スポット測光 

被写体の特定の部分を測光するとさに有効です。 
フアインダー中央部の約3.5%を測光します。 



[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて、画面全体を平 
均的に測光します。 
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自分の巧みに露出を補正ずる®^ 

カメラびミ夫めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいま 
す。露出を明るめ（プラス補正）にしたり、暗め（マイナス補正）にして撮 
影することびでさます。補正でさる範囲は、]/3段ステップで±2段です。 



1モードダイヤルを 〈 P / Tv / Av 〉 の 
いずれかにする 




露出表示を確認ずる 

参シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を確認します。 


明るく（プラス）補正 3 



I_ Ji 户 j 四 I 

卿 so ; ロロ 白 

暗く（マイナス）補正 



|^ij5^2,so；nn U 


補正量を設定ずる 

参電源スイッチを〈^〉にして、ファイン 
ダー内、または表示パネルを見なびら 
〈類〉を回します。 

参〈類〉の操作はシャッターボタン半押し 
中か、半押し後のタイマー（を 4) 作動 
中に行います。 

• 露出補正を解除するとさは、補正量の設 
定を〈1〉の位置に戻します。 


/] 撮影する 


W [.冉 . C.Fn II -4: 才ートライティングオプティマイザ] ( P . 177)び、 [3 : しない] じ(がに設 

定されているときは、暗めに露出補正/スト□ボ調光補正 （P.103、 10已）を 
行っても明るく撮影されることびあります。 

胃1参設定したネ甫正量は、電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

• 不用意に〈類〉び動いて補正量び変わらないよラにを意して<ださい。電源 
スイッチを 〈 ON 〉 の位置にするとま全です。 

• 露出補正は、メニュー[が 露出補正 / A 比設定] でも行うことびできます 
(P.97)。 
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%露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 - 

]/3段ステップ±2段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数 
値を変えなびら3枚の画像を撮影することびでさます。これを AEB 撮影とい 
います。 

* AE 目は 、 Auto Exposure 目 racketing (才ートェクスポージヤーブラケテイング） 
の略です。 


1[露出補正/ AEB 設定]を選ぶ 

♦ [が]タブの [露出補正/ AEB 設定] を選 
び、〈@)〉を押します。 

) AEB レベルを設定ずる 

♦ 〈越!〉を回すと AE 目レベルび設定でさ 
永^ 〇 

♦ 〈類〉を回すと露出補正量び設定できま 
す。 AEB と併用するとさは、露出補正値 
を中むに AEB 撮影されます。 

♦ <©> を押すと設定されます。 

今メニューを終了すると、表示パネルに 
<%>と AE 巨レベルび表示されます。 ■ 

3撮影ずる 

参ピントを合わせてシャッターボタンを 
全押しすると、標準露出^マイナス補正 
^プラス補正の順に撮影されます。 

AEB 撮影の解除 

参手順 I 、2の操作で AE 目レベルの表示を消します。 

参電源スイッチ 〈 OFF 〉、 スト□ボの充電完了で自動解除されます。 




0 • ドライブモードび〈□〉のとさは、シャッターボタンを3回巧して撮影しま 
す。〈写!]〉のときは、シャッターボタンを全押ししたままにすると、3枚連続 
撮影して自動的に停止します。〈！攻〉 〈 i &2〉 のとさは、]〇秒後または2秒後 
に3枚連続撮影されます。 

• スト□ボ撮影、およびバルブ撮影との併用はでさません。 
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关露出を固定して撮る/ AE ロック撮該《® - 

ピントと露出を別々にミ夫めたいとさや、同じ露出で何枚を撮影するとさに 
使用します。〈*〉ボタンを押して露出を固定したあと、構図を変えて撮影 
します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下の撮影などで有効です。 




1ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

今露出値び表示されます。 

2 <*> ボタンを巧す （を 4) 

今ファインダー内に〈*〉び表示され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 

♦ <*> ボタンを押すたびに、そのときの 
露出び AE □ックされます。 


3構図を決めて撮影ずる 

参連続して AE □ック撮影をするときは、 
<*> ボタンを押しなびら、シャッター 
ボタンを押します。 


AE □ックの効果 


測光モード 

AF フレーム 選択 （ P .81) 

( P .9 己） 

自動選択 

任意選択 

画* 

ピントを合わせた AF フレームを 

選択されている AF フレームを中 

中むにした露出値で AE □ツク 

元、にした露出値で AE □ック 

回田 □ 

中央の AF フレームを中むにした露出値で AE □ック 


* レンズのフオーカスモードスイッチび < MF > のときは、中央の AF フレームを中/こ、に 
した露出値で AEQ ックされます。 
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B : 長時間露が（バルブ）撮該— 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開いたままになり、 
シャッターボタンから指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。 
夜景や花乂、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 



モードダイヤルを 〈 B > にずる 



絞り数値を設定ずる 

• 表示パネルを見なびら〈巡!〉または 
〈類〉を回します。 

撮影ずる 

参シャッターボタンを全押ししている間、 
露光び行われます。 

-► 表示パネルに露光経過時間び表示され 
ます。 


151 ♦ 長時間のバルブ撮影を行ラと、画像に含まれるノイズび多くなるため、多少 
ヴラついた画像になることびあります。 

• [冉 . C.Fn II -1 : 長秒時露光のノイズ低減] を [1: 自動] または に：ずる] に設定す 

ると、長秒時露光時に発生するノイズを軽減することびでさます （ P .17 日)。 
• バルブ撮影を行うときは、リモートスイッチ RS-80N3 (別売）や、タイマー 
U モートコント□ーラー TC-80N3 (別売）の使用をおすすめします。 

• リモコン（別売/ P .102) を使ってバルブ撮影を行うこともできます。リモ 
コンの送信ボタンを巧すと、 （2 秒後またはすぐに）バルブ撮影び始まり、を 
う一度巧すと終了します。 


み 表示パネルの照明 


尸 





〈が〉ボタンを押すたびに、表示パネル 
の照明び点いたり、消えたりします（を6)。 
バルブ撮影時は、シャッターボタンを全押 
しすると照明び消えます。 


99 

















B : 長時間露光（バルで撮影 


アイ ピースカバー を併用する 

ファインダーをのぞかずに撮影すると、ファインダーから入つた光の影響 
で暗い写真になることびあります。このよラなとさは、ストラップに付いて 
いるアイピースカバー ( P .23) を使います。 


1アイカップを取り外ず 

• アイカップの下側を押して取り外しま 
す。 




アイ ピースカバーを 取り付ける 

参ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けます。 


リモートスイッチの取り付け方 

U モートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）や、タイマー U モートコント □- 
ラー TC -8 日 N 3 (別売）など、 N 3タイプの端テを持つ EOS 用アクセサ U - 
をカメラに取り付けて撮影することびでさます。 

なお、アクセサ IJ 一の操作方法については、各アクセサ IJ 一の使用説明書 
を参照してください。 


1端子カバーを開ける 



1 


リモコン端子にプラグを取り付ける 

参図のように取り付けます。 

参取り外すとさは、プラグの銀色の部分を 
つまんで引さ抜さます。 
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ミラーアップ撮該丽 

セルフタイマー撮影や、 U モートスイッチを使用した撮影でを、カメラブ 
レ防止に十分な効果びありますび、超望遠レンズを使用した撮影のとさや、 
近接（マクロ）撮影のとさに、機械的な振動（ミラーショック）び気になる 
とさは、ミラーアップ撮影という方法を使います。 

[.百. C.Fn III - 目：ミラーアップ撮影]を [1: する]に設定すると、ミラーアップ 
撮影びできまず （P.18。)。 _ 

1ピントを合わせ、シャッターボタンを全巧しする 

ミラーび上びります。 

2もう一度シャッターボタンを全巧しずる 

-► 撮影び行われ、ミラーび下びります。 


W ♦ 晴天の真夏の海岸や、スキー場のよラに極端に明るいところでミラーアップ 
撮影を行ラとさは、 S ラーアップ安定後、速やかに撮影してください。 

• レンズを太陽に向けないで<ださい。太陽の熱でシャッター幕び焼けて損傷 
する恐れびあります。 

• バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影を行うときは、 
シャッターボタンを全押しし続けてください（タイマー作動秒時+バルブ撮 
影時間）。タイマー作動中の] 0秒/2秒の間に、シャッターボタンから指を離 
すと、シャッターび切れたよラな音びしますび、実際は撮影されていません。 

13 •[1: ずる] 設定時に、ドライブモードび連続撮影に設定されていても、 ] 枚撮 
影になります。 

• セルフタイマー 〈!&〉 または 〈！&2〉 を使用すると、]0秒後、または2秒後 
に撮暴されます。 

• ミラーアップしてから30秒経過すると、ミラーび自動的に下びります。再度 
シャッターボタンを全押しすると、ミラーアップします。 

• ミラーアップ撮影を行うときは、リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、 
タイマ ー U モートコント□ーラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめしま 
す。 

• リモコン（別売/ P.102) を使って S ラーアップ撮影を行ラことちでさます。 
U モートコント□ーラー RC -1 を使うとさは、 U モコン側のスイッチを「2秒 
後」に設定して撮影することをおすすめします。 
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Iu モコン撮該 


IS 

RC -1 RC - 己 


U モートコント□-ラー RC - l / RC -5 ( 別 
売）を使用すると、カメラから最大約 5 m 離れ 
て U モコン撮影することびでさます。 RC -1 は 
「すぐに撮影」と「2秒後撮影」、 RC -5 はに 
砂後撮影」びでさます。 


1ピントを合わせる 


) レンズのフオーカスモードスイッチを 
< MF > にする 

• < AF > で撮影することをでさます。 




4 


< AF - DRIVE ) ボタンを巧ず （を 6) 


セルフタイマーを選ぶ 

• 表示パネルを見なびら〈類〉を回して、 
〈 i &〉 または 〈 i &2〉 を選びます。 



リモコンの送信ボタンを巧ず 

参 U モコンの送信部をカメラの受信部に 
向けて、送信ボタンを押します。 

セルフタイマーランプび点なして撮影 
されます。 


W 堂光灯び近<にあると、堂光灯の影響でカメラび誤作動することびあります。で 
さるだけカメラを堂光なから離してください。 
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> ストロボを巧った撮露 

EOS 用 EX シ y — ズスピードライト 


EX スピードライト（別売）を使用すると、スト□ボなしの通常の撮影と 
同じ感覚で、簡単にスト□ボ撮影を行うことびでさます。 

操作方法については、 EX スピードライトの使用説明書を参照してくださ 

い。なお、このカメラは、 EX スピードライトの全機能び使用でさる A タイ 
プカメラに属しています。 

弓39列添 

ク U ップオンタイプスト□ボ マク□スト□ボ 


参 FE □ック 

被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影方法です。被写体 
をファインダーの中央に置いて、カメラの〈*〉ボタンを押してから撮 I 
影します。 

参スト□ボ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を補正することびでさま 
す。補正でさる範囲は、]/3段ステップ±2段です（カメラ側設定時)。 

カメラの 〈ISO •阻〉ボタンを押したあと、表示パネルまたは液晶モニ 
夕一に表示される画面を見なびら、〈〇〉を回します。 

EX シリーズなかのキヤノン製スピードライト 

参 EZ/E/EG/ML/TL スピードライトを、 TTL または A-TTL 自動調光モー 
ドに設定して撮影ずると、 常時フル発光しまず。 

カメラの撮影モードを 〈 M 〉 （マニュアル露出）、または 〈 Av 〉 （絞り優 
先 AE ) に設定して、絞り数値を変えて撮影してください。 

参マニュアル発光機能を持つスピードライト使用時は、マニュアル発光 
モードで撮影してください。 
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h スト□ボを使った 撮影 


沉用スト□ボを使った撮影 

同調シヤツター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは1/2 日 0秒下で同調します。スタジオ用の大型ス 
卜□ボは、ル型のミ凡用スト□ボに比べ閃光時間び長く、機種により閃光時間 
び異なるため、1/6 日〜 1/3 日 秒程度を目勃 こ、 あらかじめスト□ボび正し 
く同調するかどラか、確認してから撮影してください。 

シンク□端子について 

♦ シンク□端テを利用して、シンク□コー 
ド付さのスト□ボを使用することびで 
さます。端テには、コードの抜け落ちを 
防止する□ックねじび付いています。 

参シンク□端テには極性はありません。シ 
ンク□コードの極性に関係なく、そのま 
ま使用することびでさます。 

ライブビュー 撮影 時の 注意 

ミ凡用スト□ボを使用してライブビュー撮影を行ラとさは、 [>= ライブビュー 
機能/動画機能設定] の 瞄音撮影] を [しない] 設定にしてください （ P .120)。 
巧ード1]、巧ード 2] に設定されていると、スト□ボび発光しません。 



W • 他社製の特定カメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ用付属品を使用すると、 
カメラび正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因になります。 

• シンク□端子に2已 0 V じ(上の電圧びかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い。 

• 高圧スト□ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないでください。発 
光しないことびあります。 

B 1 アクセヴ U —シューとシンク□端テにそれぞれスト□ボを接続して、同時に使用 
することちでさます。 
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MENU 


ストロボの機能を設定ずる ~ 


スト□ボ機能設定に対応した EX シ U - ズスピードライト（例： 580 EX 
11，43日 EX II )を使用すると、カメラのメニュー画面から、スト□ボの機能 
を設定したり、スト□ボのカスタム機能を設定することびでさます。 

設定を行ラ前に、スト□ボをカメラに取り付け、スト□ボの電源を入れて 
おさます。 

スト□ボの機能については、各スピードライトの使用説明書を参照してく 
ださい。 


ストロボ機能設定 

1[外部スト□ボ制御]を選ぶ 

• [ V ：] タブの [外部スト□ボ制御] を選び、 
<©> を押します。 


2 [スト□ボ機能設定]を選ぶ 

参〈類〉を回して [スト□ボ機能設定] を選 
び、〈毎)〉を押します。 


3スト□ボの機能を設定ずる 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、機能を設定 
します。操作方法はカメラのメニュー機 
能の設定と同じです。 

♦ 画面に表示される内容や、設定でさる項 
目は、現在設定されている発光モード 
や、スト□ボカスタム機能の設定状態な 
どにより異なります。 



Ql • 手順3で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、設定した内容を初期状態に戻すことびでさ 
ます。 

• スト□ボ機能設定に対応していない EX スピードライト使用時は、 [スト□ボ機能 
設定] の内、 [調光補正]正- TTLII ] [スト□ボ①発光] の項目のみ設定できます。 
卜部の EX スピードライトでは、 [シンク□設定] も設定可能） 
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皿!皿スト□ボの機能を設定する® 


B1E-TTL II について 

通常は、標準的なスト□ボ露出び得られる [評価調光] に設定します。 

[平均調光] に設定すると、外部調光スト□ボのように測光領域全体を平均的に測 
光します。状況に応じてスト□ボ調光補正び必要な、上級ち向けの設定です。 


スト□ボカスタム機能設定 

1[スト□ボカスタム機能設定]を選ぶ 
• <〇> を回して [スト□ボカスタム機能設定] 

を選び、〈@)〉を押します。 


2 スト□ボの機能を設定ずる 

♦ 〈類〉を回してま号を選び、機能を設定 
します。操作方法はカメラのカスタム機 
能の設定と同じです （ P .172)。 

スト□ボカスタム機能の設定解除 

手順 I で [スト□ボカスタム機能一括解除] を選ぶと、スト□ボに設定されてい 
るカスタム機能びすべて解除されます （[ C . Fn -0: 距離表示] を除く）。 



か EX スピードライト使用時に、スト□ボカスタム機能の、 [調光ち式] び [TTL (自動 
調光)] に設定されているときは、常時フル発光します。 
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ライブビュー撮影と 
動画撮影 


カメラの液晶モニターに表示される映像を見なびら撮影するこ 
とびでさます。この撮影方法を「ライブビュー撮影」といい、「詩 
止画」と「動画」を撮影することびでさます。 


な1920 X 1080サイズ a=ull HD 画質）で動画を撮影ずるとき 
は、大容量で、実際の書き込み/読み取り速度び 8 MB / 秒 m 上 
のカードを使用してください 

1920 X 1080 サイズの動画撮影時に書さ込みび遅いカードを使用す 
ると、動画び正常に記録でさないことびあります。また、動画再生時に 
読み取り速度び遅いカードを使用すると、動画び正常に再生でさないこ 
とびあります。 

なお、カードの書さ込み/読み取り速度については、カードメーカーの 
ホームページなどで確認して<ださい。 

0リモートライブビュー撮影について 

付属ソフトウェアの EOS U 川 ity びインス I ルされたパソコンにカメ 
ラを接続すると、パソコンの画面を見なびら U モート撮影することびで 
さます。詳しくは、ソフトウェア使用説明書 （ CD - ROM ) を参照して 
<ださい。 





O ライブビュー撮露の準備®^ 

静止画のライブビュー撮影びでさるよラにカメラを設定します。動画の撮 
影については、 ] 2] ページを参照してください。 



1撮影モードを設定する 

• P/Tv/Av/M/B のいずれかに設定し 
よ9 〇 



[ライブビュー機能/動画機能設定]を選ぶ 
♦[> = ] タブの [ライブビュー機能/動画機能設 

定] を選び、〈@)〉を押します。 


[ LV 機能設定]を選ぶ 

• 〈類〉を回して [LV 機能設定] を選び、〈©〉 
を押します。 

•「LV」 は、「ライブビュー」の略です。 


[ライブビュー機能設定]の種類を選ぶ 

参 〈類〉を回して [静止画のみ] を選び、〈©〉 
を押します。 

参[静止画+動画] については、 12] ページ 
を参照してください。 

[画面表示設定]の内容を選ぶ 

• 〈類〉を回して 瞄止画用] を選び、〈©〉 
を押します。 

手順3の画面に戻ります。 

参 この機能の内容については、次ページを 
参照してください。 


108 




O ライブビュー撮影の準備® 


も ライブビュー映像を表示する 

参〈〇〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 

♦ をラー度〈〇〉ボタンを押すと、液晶 
モニターび消えて、ライブビュー撮影び 
終了します。 

[画面表示設定]の内容について 

液晶モニターに表示する映像の明るさを選択することびでさます。 



参静止画用巧画 

静止画用の設定で、映像び見やすいよラに、標準的な明るさで表示さ 
れます。 


♦ 露出シミ ユレーシヨ ン函画 

静止画用の設定で、実際の撮影結果に近い明るさで表示されます。露 
出補正を行うと、補正量に応じて映像の明るさび変わります。 


♦ 動画用巧皿 

動画用の設定で、標準的な明るさで表示され、 [静止画用] よりをピン 
卜の合う奥行さ（被写界深度）び深くなります。また、設定した動画記 I 
録サイズの縦横比に対応した撮影範囲び表示されます（画面の上下また 
は左ちに表示される半透過部分は動画に記録されません)。 

なお、 [動画用] の設定でを、シャッターボタンを全押しすると、静止 
画を撮影することびでさます。ただし、シャッター速度、絞り数値、倍日 
感度は自動設定されます。 


W ♦ ライブビュー撮影時は、レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱で力 
メラの内部び損傷する恐れびあります。 

• ライブビュー 撮影 全般に関するま 意 事項は、12己、12巨ぺージにまとめて記 
載しています。 


13全自動 （□/ 画）モードでわ静止画と動画を撮影することびでさます （ P .121)。 
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撮露ずる丽 

静止画のライブビュー撮影は、被写体との距離び変わらない「静物撮影」 
に有効です。なお、カメラを手に持って液晶モニターを見なびら撮影する 
と、手ブレにより、鮮明な画像び得られないことびありますので、兰脚など 
の使用をおすすめします。 



AF でピントを合わせる 

参 〈 AF - ON 〉 ボタンを押します。 

今設定されている AF モードでピント合ね 
せび行われます （ P .1] 3)。 


撮影する 

参シャッターボタンを全押しします。 

今撮影び行われ、液晶モニターに撮影した 
画像び表示されます。 

呼表示び終わると、自動的にライブビュー 
撮影に戻ります。 


ライブビュー表示中の機能操作について 

♦ ライブビュー表示中をファインダー撮影時と同様に、ボタン操作による 
機能設定の変更や、再生操作を行うことびでさます。 

参 〈 AF ’ DRIVE 〉 ボタンや 〈ISO •阻〉 ボタンなどを押すと、液晶モニターに設 
定画面び表示され、設定を変更することびでさます。 

参測光モードは設定に関係なく、ライブビュー撮影用の評価測光に固定さ 
れます。 

参絞り込みボタンを押すと、静止画撮影時の被写界深度を確認することび 
でさます。また、実際の撮影結果に近い明るさで表示されます。 

参連続撮影時は、 ] 枚目の露出で2枚目似降び撮影されます。 
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撮影する® 


♦〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニュー画面び表示され、メニュー機能の設定 
を行うことびでさます。をう一度 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、ライブ 
ビュー表示に戻ります。なお、 [a= ダストデリートデータ取得]、 [>= センサー 
ク リー ニング]、 [>： 設定解除]、 [>： ファームウエア] を選んだとさは、ライ 
ブビュー撮影び終了します。 


ライブビュー静止画撮影時の撮影可能が数の目ま 


温度 

常湿（+ 23。〇 

低温（ぴ〇 

撮影可能枚数 

約200枚 

約180枚 


• 上記の撮影可能枚数は、フル充電のバッテ U —パック LP - E 日使用 、 CIPA (カメラ 
映像機器工業会）の試験基準によります。 

• 連続してライブビュー撮影できる時間は、常温 （+23° C ) :約2時間、低温 （0° C ) : 
約]時間已〇分です（フル充電のバッテ U —パック LP - E 6 使用時)。 



13 • 映像の視野率は、約] 00%です。 

• カメラを操作しない状態び続くと、メニュー 才ートパワーオス の設定時間 
で電源び自動的に切れます （ P .44)。 なお、設定び 脚] のときは、約30分 
でライブビュー機能び自動的に終了します（電源は切れません)。 

• グリッド（格子線）を表示することびでさます。 [>= ライブビュー機能/動画機能設 
赶の[グリッド] で、 [グリッド1#] または [グリッド2 稱]を設定します。 

• AE □ックの保持時間を変えたいとさは、 ライブビュー機能/動画機能設定] の 
[測光タイマー] で変更します。 

• スト□ボを使って撮影すると、シャッターび2回切れた音びして撮影されます 
(撮影枚数は1枚です)。 

• 付属のステレオビデオケーブルや、別売の HDMI ケーブルを使用すると、ライ 
ブビュー映像をテレビに表示することびでさます （ P .139、 140)〇 

• リモコン（別売/ P.] 02) を使ってライブビュー撮影を行ラことちでさます。 
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撮影する® 


情報表示について 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容び切り換わります。 



ホワイトバランス- 


画面表 W 設定- 


-□皿；静止画用 
-面画!；露出シミユレーシヨン 
-巧皿；動画用 

ピクチャースタイル- 

A 巧-ド- 


.AFH ： 
. AF 画 : 
- AF V : 


クイックモード 
ライブモード 
ラィブ顔斷モ-ド 
ドライブモード 
動画記録サイズ 
記録画質 

シャッター速度一 

絞り数値^ 

露出レベル表示/ A E 日レベル 


^動画撮影可能時間/経過時間 

— AF フレーム（クイックモード） 


拡大表示枠 
ヒストグラム 
A 距撮影 
EB 撮影 

スト□ボ充電完了 
AE □ック 
電池チェック 
高輝度側-階調優先 
^旧0感度 
撮影可能枚数 
スト□ボ調光補正 


* 状況に応じた部分のみ表示されます。 


^〈励〉マークについて 

• 直射曰光下など暑い場所でライブビュー撮影を行ラと、 〈晒〉 マーク（カメラ 
内部の温度上昇に関するを意）び画面に表示されることびあります。そのま 
まライブビュー撮影を継続すると、撮影画像の画質び低下する恐れびありま 
すので、ライブビュー撮影を一時休止することをおすすめします。 

• 八ードディスクタイプのカード使用時に〈圆〉マークび表示された状態で、ラ 
イブビュー撮影を継続し、さらにカメラ内部の温度び上昇すると、ライブ 
ビュー撮影び自動的に終了します。そのとさは、カメラ内部の温度び下びる 
まで、撮影びでさなくなります。 

QI • ヒストグラムと 〈函画〉 は、 ]08 ぺージの手順已で[露出 シミュレーシヨン] を 
設定したとさに表示されます。 〈面画!〉 び点滅するとさは、低輝度、高輝度条 
件下のため、映像び適切な明るさで表示されていないことを示しています。た 
だし、撮景ミを行ラと、露出設定どおりに記録されます。 

• スト□ボ使用時、バルブ撮影時は、 〈 MU 〉 とヒストグラムび灰色で（参考） 
表示されます。また、低輝度、高輝度条件下ではヒストグラムび適切に表示 
されないことびあります。 
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AF でピントを合わせる 

AF モードを選ぶ 

AF モードには、 [クイック モー ド]、[ライブ モー ド] ( P .115)、 [ライブ V モー 
ド] (顔優先/ P .]16) びあります。 

なお、厳密にピントを合わせたいとさは、レンズの フオーカ スモ ー ドス 
イッチを 〈 MF 〉 にしたあと、映像を拡大して、手動ピント合わせを行って 
ください （ P .] 19)。 


ラけビコ—機般か關能装を 


がモ-ド 

J クイツクトド1 
1ライブトド r 



1ライブ V モード1 


AF モードを選ぶ 

• [ V ライブビュー機能/動画機能設定] の [AF 

モード] で選びます。 

♦ ライブビュー映像表示中に < AF - DRIVE ) 
ボタンを押すと、〈巡!〉で AF モードを 
選ぶことをでさます。 



クイックモード： AF 团 E3 

ファインダー撮影時と同じ AF 方式で、専用の AF センサーを使って、ワン 
ショット AF ( P .79) でピント合わせを行います。 

狙ったところに素早くピントを合わせることびでさますび 、 AF 中はライ 

ブビュー表示び一時的に中断されまず。 


AF フレーム 



ライブビュー映像を表示ずる 

参〈〇〉ボタンを押します。 

液晶モニターに映像び表示されます。 

♦ 画面内の小さい枠び AF フレームで、大 
さい枠び拡大表示枠です。 


ホ広大表示枠 
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AF でピントを合わせる® 



AF フレームを 選ぶ 

♦ <AF-DRIVE) ボタンを押したあと、〈を〉 
を操作して AF フレームを選びます。 

♦ 〈を〉を同じ方向に押すと、任意選択と 
自動選択び交互に切り換わります。 



ピントを合わせる 

• AF フレームを 被写体に合わせ、 

〈AF-ON〉 ボタンを押します（ボタン 
は押したままにします)。 

今ライブビュー映像び消えてミラーび下 
びり、 AF び行われます。 

今ピントび合うと「ピピッ」と電子音び鳴 
り、ライブビュー表示に戻ります。 

今ピント合わせに使用した AF フレームび 
ホく表示されます。 


撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを押して撮影します (p.l 10)〇 


胃 • AF 中は撮影でさません。ライブビュー映像び表示された状態で撮影してくだ 
さい。 

• リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマー U モートコント□ーラー 
TC -80 N 3 (別売）のレ U - ズボタンでは、 AF でさません。 
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AF でピントを合わせる® 


ライブモード： AF 曲目 

撮像素テを使ってピント合わせを行います。ライブビュー表示のまま AF 
できますび、 「クイックモード」よりもピント合わせに時間びかかりまず。 

また、「クイックモード」よりをピントび合いにくいことびあります。 



AF フレーム 


1ライブビュー映像を表示ずる 

• 〈〇〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 

■4 AF フレームの〉び表示されます。 

2 AF フレームを移動する 

♦ ピントを合わせたい場所に、〈を*〉で AF 
フレームを移動します（画面の一番端ま 


では動さません)。 

♦ 〈を〉をまっすぐに押すと、画面中央に 
戻ります。 



ピントを合わせる 

参 AF フレームを被写体に合わせ、 

〈 AF - ON 〉 ボタンを押します（ボタン 
は押したままにします)。 

今 AF び行われ、ピントび合うと AF フレー 
ムび緑色に変わり、「ピピッ」と電子音 
び鳴ります。 

今ピントび合わないとさは、 AF フレーム 
びホ色に変わります。 




撮影する 

参ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを押して撮影します （ P .1] 日)。 
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AF でピントを合わせる® 


ライブ V (顔優巧）モード： AFi ’ 

ライブモードと同じ AF 方式で、人の顔を検知してピント合わせを行いま 
す。写される人は、顔をカメラに向けてください。 



ライブビュー映像を表示する 

• 〈〇〉ボタンを押します。 

今液晶モニターに映像び表示されます。 
•顔を検知すると、ピント合わせを行ラ 
<：：>び顔の部分に表示されます。 

♦ 複数の顔を検知しているとさは〈< >〉 
び表示されます。〈を〉でピントを合わ 
せたい顔に〈< >〉を合わせます。 



ピントを合わせる 

参 〈 AF - ON 〉 ボタンを押すと、<：：> の顔 
にピント合わせび行われます。 

今ピントび合うと AF フレームび緑色に変 
わり、「ピピッ」と電子音び鳴ります。 

今ピントび合わないとさは、 AF フレーム 
び赤色に変わります。 

♦ 顔び検知でさないとさは、 AF フレーム 
<□> び表示され、中央の位置でピント合 
わせび行われます。 



撮影ずる 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを押して撮影します （ P .]] 日)。 
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AF でピントを合わせる雨! 


W 参ピントび大さく外れていると、顔を検知でさません。レンズのフォーカスモー 
ドスイッチび 〈 AF 〉 のまま手動ピント合わせびできるレンズのときは、フォー 
カス U ングを回して、おおまかにピント合わせを行ラと、顔を検知して画面 
に C ]〉び表示されます。 

• 顔政外の被写体を顔として検知することびあります。 

• r 顔び画面に巧して極端にルさい/大きい」、「顔び明るすざる/暗すざる」、 
「顔び横や斜めを向いている」、「顔の一部び隠れている」とさは、顔を検知で 
さません。 

• ピント合わせを行ラ〈：：〉び、顔全体ではな<、顔の一部分にだけ表示され 
ることびあります。 

0 • 〈を〉をまっすぐに巧すと、ライブモード （ P .]] 己）に切り換わり、〈を〉で 
AF フレームを移動することびできます。もう一度まっすぐに巧すと、ライブ 
V (顔優先）モードに戻ります。 

• 画面の端のほラで検知された顔は AF でさないため、<：：> び灰色で表示され 
ます。その状態で 〈 AF - ON 〉 ボタンを巧すと、画面中央の AF フレームの〉 
でピント合わせび行われます。 


^ライブモードとライブ V (顔 f 憂先）モードに関ずるおことわり 

AF の動作について 

• ピント合わせには、多少時間びかかります。 

• ピントび合った状態でち、 〈 AF - ON 〉 ボタンを巧すと、再度ピント合わせび行 
ねれます。 

• AF 中と AF 後で、映像の明るさび変わることびあります。 

• 映像びちらついて（フリッカーで）ピントび合いにくいとさは、一さライブ 
ビュー撮影を終了し、撮影する光源下でライブビュー撮影を再開してくださ 
し、。映像のちらつさびなくなったことを確認してから AF を行ってください。 

• ライブモードで〈み〉ボタンを巧すと、 AF フレームの部分び拡大表示されま 
すび、拡大表示でピントび合いに<いとさは、通常表示に戻して AF を行って 
ください。なお、 AF の速度は、通常表示と拡大表示で異なることびあります。 

• ライブモードの通常表示で AF を行ったあと、拡大表示すると正確にピントび 
合っていないことびあります。 

• ライブ V モードのとさは、〈み〉ボタンを押してを拡大表示されません。 
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AF でピントを合わせる® 


W ライブモードとライブ V (顔優先）モードに関するおことわり 
ピントが合いにくい撮影条件 

• 青空、単色の平面など、明暗差（コントラスト）のない被写体 
• 暗い場所にある被写体 

• 横搞模様など、水平方向のコントラストしかない被写体 
• 明るさや色、パターンび変化する光源 
• 夜景など、点状の光源 

• 堂光灯などの照明下で、映像びちらついている場合（フリッカー） 

• 被写体び極端に小さい場合 
• 画面の端のほラにある被写体 
• 光を強く反射している被写体 

• 遠いところと近いところにある被写体び、 AF フレームにかかっている場合（お 
りの中の動物など） 

• 手ブレや被写体ブレで、 AF フレーム内の被写体び揺れ動いて、静止しない場合 
参近づ<、または遠ざかる被写体 
• 大さくピンボケした状態から AF を行った場合 
参ソフトフォーカスレンズで、ソフトフォーカス撮影する場合 
• 特殊効果フィルターを使用している場合 

51 • ライブモード、ライブ V (顔優先）モードで、画面の端のほラにある被写体 
を撮影したとさに、わずかにピントびズレているとさは、被写体 （AF フレー 
ム）を画面の中央寄りにして、再度ピント合わせを行ってから撮影してくだ 
さい。 

• 外部スト□ボから AF 補助光は投光されません。 

• リモートスイッチ RS -80 N 3 (別売）や、タイマ ー U モートコント 0-5- 
TC -80 N 3 (別売）のレ U - ズボタンでは、 AF でさません。 
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手動でピントを合わせる 

映像を拡大表示して、手動で厳密にピントを合わせることびでさます。 




拡大表示枠 


1 


レンズのフオーカスモードスイツチを 
< MF > にする 

♦ レンズのフ オー カス U ングを回して、大 
まかにピントを合わせておさます。 


拡大表示枠を移動ずる 

♦ ピントを合わせたい場所に、〈を*〉で拡 
大表示枠を移動します。 

♦ 〈を〉をまっすぐに押すと、画面中央に 
戻ります。 



映像を拡大ずる 

参〈み〉ボタンを押します。 

今枠内び拡大表示されます。 

♦ 〈み〉ボタンを押すたびに、次のよラに 
画面び切り換わります。 



^ 5倍一]日倍一通常表示 


手動でピントを合わせる 

参拡大された映像を見なびら、レンズの 
フ オー カス U ングを回してピントを合 
わせます。 

♦ ピント合わせび終わったら、〈み〉ボタ 
ンを押して通常表示に戻します。 

撮影する 

♦ ピントと露出を確認し、シャッターボタ 
ンを押して撮影します （ P .1] 日)。 
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静音撮該ずる丽 



[>: ライブビユー機能/動画機能設定] の [静音撮 

影] は、下記の説明を参考にして設定します。 


• モード1 

ファインダー撮影時よりを作動音び静かになります。ドライブモード 
を <Qjj> にすると、約3コマ/秒で連続撮影することびでさます。 

♦ モード2 

シャッターボタンを全押しすると]枚だけ撮影し、全押しを続けてい 
る間、カメラの作動を停止します。半押し状態に戻すとカメラび作動し 
ますので、撮影する瞬間の音を最小限に抑えることびでさます。なお、 
ドライブモードを連続撮影に設定していてを1枚撮影になります。 

参しない 

TS-E レンズを使用して 上下方向の シフトを行うときや、エクステンョ 
ンチューブを使用するとさは、必ずこの設定にしてください。 [モード 1]、 
巧ード 2] に設定すると、適正露出にならなかったり、露出ムラになった 
りします。 

シャッ ターボタンを全押しすると、 シャッ ターび2回切れた音びして 
撮影されます（撮影枚数は1枚です)。 


W • [モード 1]、 [モード 到に設定していても、スト□ボ撮影を行うと、 [しない] と 
同じ動作になります。 

♦ミ凡用スト□ボを使用する場合は、 [しなし リに設定してください。 巧ード 1] 、 
[モード 到に設定されていると、スト□ボび発光しません。 

• [モード 2] の設定でリモコン （ P .102) 撮影を行ったとさは、 [モード 1] と同 
じ動作になります。 
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動画を撮影ずる 


すべての撮影モードで動画撮影を行うことびでさます。また、ライブ 
ビュー映像表示中、または動画撮影中にシャッターボタンを全押しすれば、 
静止画を撮影することをでさます。 

なお、撮影した動画は、カメラをテレビに接続して再生することをおすす 
めします （ P .139、 14日)。 


^つ巧巧朽阻巧巧。 

獅巧るご m 

日け/時到 W09/17B：10 

呈巧 日本法 

ビデオ師品师 C 
t シサー クリーこンヴ 

プピ: 1— 單お左 


[>= ライブビュー機能/動画機能設定]を 
選ぶ 

♦ メニューの操作方法は、 ] 日8ページと 
同じです。 


ライプビコ-巧能/曲關抵^ 


ライブビコ- H 制晒!!隔が 


**> 動画撮影びでさるように設定する 

全自動 （□/ 画）モード 

参風画撮影] を選び、 [する] に設定します。 

P / Tv / Av / M/B モード 

参 [ LV 機能設定] を選びます。 

参酷止画+動画] を選び、続けて [動画用] 
を選びます。 


丽ミ示巧丢 

お止国用 

齡シミ]レーン3ン 


動画記録サイズを設定ずる 

参風画記録サイズ] を選び、サイズを設定し 
ます。 

- [1920 X 1080] 

Full HD (フル A イビジョン）画質 
- [640 X 480] 

4： 3比率の標準画質 


















動画を撮影する 



ライブビュー映像を表示する 

♦ 〈〇〉ボタンを押します。 

今[画面表示設定] (P.1 日 9) に応じた映像び、 
液晶 モニターに 表示されます。 

ピントを合わせる 

• 動画撮影を始める前に、 AF または手動 
でピントを合わせます （ p .]]3 〜 

119 )。 



動画撮影を開始ずる 

• <©> を押すと動画撮影び始まります。 
動画撮影中は、画面ち上に「♦」び表示 
されます。 

動画撮影を終了ずる 

• をう一度〈毎)〉を押します。 


動画撮霖時巧について 

参 4 G 目の力ードに記録できる時間は、 [1920 X 1080] で約] 2分、 [640 x 
480] で約24分です。（当社試験基準） 

♦ 動画撮影でさる時間は、常温（+ 23で）：合計約]時間30分、低温 
(ぴご）：合計約]時間2日分です（フル充電の LP - E 6 使用時)。 


画面表示について 

♦ 動画撮影時は、画面の上下または左ちに半透過部分び表示されます。そ 
の部分を除いた内側の範囲び動画として記録されます。なお、半透過部 
分の表示は、 [動画記録サイズ] (P.121) の設定で変わります。 

♦ 全自動 （□/ 画） モード時は、常に動画撮影用の画面表示になります。 
参 P / Tv / Av / M / B モード時は 、 [LV 機能設定] び 谎止画+動画] に設定さ 
れていれば、 [画面表示設定] を [静止画用] または [露出シミュレーンヨン] に 
設定してを、〈毎)〉を押すと動画を撮影することびでさます。 

参シャッターボタンを半押ししたとさに表示されるシャッター速度、絞り 
数値などは、静止画撮影用の表示です。 
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動画を撮影する 


動画撮影時の静止画撮影に ついて 

♦ シャッターボタンを全巧しすると、動画撮影中を含め、いつでも静止画を 

撮影することびできます。ただし、シャッター速度、絞り数値は自動設定 

されます。また、 IS 日感度ち]日日〜 32 日日の範囲で自動設定されます。 

♦ 撮影範囲は、半透過部分を含む画面全体び静止画として記録されます。 

♦ 動画撮影中に静止画撮影を行ラと、動画の中に静止状態の映像び約]秒間 

記録されます。撮影した静止画びカードに記録され、ライブビュー映像び 

表示されると、自動的に動画撮影び再開します。なお、カードには撮影し 

た動画]ファイルと、撮影枚数分の静止画ファイルび記録されます。 

^動画撮影に関ずるおことわり 

記録-画質関連 

• 動画撮影を開始してからファイルサイズび 4 G 目に達した時点、または29分 
已9秒経過すると、動画撮影び自動的に終了します。 

♦ 動画撮影時は ISO 感度び自動設定されます。 ISO 100を基準に、暗い場所では 
最高 ISO 日400 (感度拡張時は H ] :12800相当）になります。 

• 手ブレ補正機能を搭載したレンズ使用時は、シャッターボタンを半押ししな 
くてち、常時手ブレネ甫正機能び作動します。そのため、撮影条件により動画 
撮影時間び短くなったり、撮影可能枚数びかなくなることびあります。兰脚 
使用時など、補正の必要びないときは、手ブレ補正スイッチを 〈 OFF 〉 の位 
置にすることをおすすめします。 

• カメラに内蔵されたマイクにより、手ブレ補正機能の作動音や、 AF 動作のた 
めのモーター駆動音、合焦音び録音されます。また、撮影中にダイヤルやレ 
ンズ操作を行ラと、その操作音ち録音されます。なお、市販の外部マイクを 
使用すると、これらの音を録音しないよラに（低減）することびでさます。 

• 動画撮影中に AF を行ラと、一時的にピントび大さ<ボケたり、露出変化び生 
じることびあるため、おすすめでさません。なお、 AF モードび [クイックモー 
ド] に設定されているとさは、動画撮影中に 〈 AF -0 N 〉 ボタンを巧しても AF 
はでさません。 

• 画面表示設定] び [静止画用] または [露出シミュレーシヨン] の表示状態から、動 
画撮影を開始すると、動画の先頭部分に一瞬大さな露出変化び記録されるこ 
とびあります。 

操作関連 

• 動画撮影中の静止画撮影のとさは、外部スト□ボを使用してわ発光しません。 

• [画面表示設定] び [動画用] に設定されているとさは、絞り込みボタンを巧して 
わ、機能しません。 
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動画を撮影する 


U 動画撮影に関ずるおことわり 

再生-テレビ接続関連 

• 動画撮影中に明るさび大さ<変化すると、動画を再生したとさに、その場面 
の映像び一瞬止まって見えることびあります。 

♦ HDMI ケーブルでテレビと接続して （ P .140)、 ライブビュー映像を表示した 
状態で [1920 X 1080] の動画撮影を行ラと、テレビに表示される映像のサイ 
ズび小さくなります。ただし、動画は設定どおり [1920 X 1080] サイズで記 
緑されます。 

• テレビと接続して （ P .139、140). ライブビュー映像を表示した状態で動画 
撮影を行ラと、テレビから音は出ません（音声は正しく記録されますび、力 
メラからテレビに巧して音声は出力されません)。 

W 書さ込み速度び遅いカードを使用すると、動画撮影中に画面のち側 
に已段階のインジケーターび表示されることびあります。インジケー 
ターは、カードに書さ込みでさていないデータ量（内蔵メモ U —の 
空さ容量）を表し、遅いカードほど、段階び早く上びっていさます。 
インジケーターびフルになると、動画撮景ミび自動的に停止します。 

なお、書さ込み速度び速いカードは、インジケーターび表示されな 
いか、表示されてち段階はほとんど上びりません。そのため、事前インジ 
にテスト撮影を行うことで、動画撮影に適したカードかどうかを判ケーター 
断することびでさます。 

51記録-画質関連 

• 動画は MOV 形式で記録されます。 

• 設定されているピクチャースタイルで動画記録されます。 
m 動画に最適化された sRGB 相当の色空間で記録されます。 

露出関連 

[画面表示設定] び [動画用] に設定されているとさや、動画撮影中は、電源ス 
イッチを〈^〉にして〈類〉を回すと、映像の明るさを調整（露出補正）す 
ることびでさます （□/ 画 モードを除く）。 

• 動画撮影中に〈乂〉ボタンを巧すと、露出を固定 （ AE □ック）することびで 
きます。解除するときは、〈回〉ボタンを押します（測光タイマーは作動しま 
せん)。 

参動画撮影時は、中央部重点平均測光になります。ただし、 AF モードび [ライブ 
V (顔優先）モード] に設定されているとさは、被写体の顔に連動した評価測光 
で露出制御び行われます。 
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Bl 音声関連 

♦ 音声は、カメラに内蔵されたマイク （ P .16) でモノラル録音されます。 

• 外部マイク入力端テ （ P .1 日）に、ステレオミニプラグ （03 .已 mm ) を備え 
た市販のマイクを接続すると、ステレオ録音することびでさます。 

• 音量（録音 レベル）は 自動調整され ます。 

操作-表示関連 

• 動画撮影中の静止画撮影時に、ドライブモードび〈!&〉、〈！&2〉に設定され 
ているときは、自動的に〈□〉 （1 枚撮影）で撮影されます。 

参 U モートコント□-ラー RC -1/ RC - 已（別売/ P .102) を使用すると、動画 
撮景ミの開始/停止を行ラことびでさます。 RC -1 は撮景ミタイ S ングスイッチを 
〈2〉 （2 秒後撮影）の位置にして、送信ボタンを押します。〈•〉（すぐに撮影） 
の位置のとさは、静止画撮影になります。 

• カードの残り容量びわずかで、動画撮影びでさないとさは、動画記録サイズ 
と動画撮影可能時間 ( P .112) びホ<表示されます。 


W ライブビュー撮影全般に関ずるを意事項 

ライブビュー映像について 

• 低輝度、高輝度条件下では、映像び撮影結まに近い明るさで表示されないこ 
とびあります。ただし、動画撮影時は、表示された映像とほぼ同じ状態で記 
録されます。 

• 表示中に光源（照明光）び変化すると、画面びちらつ<ことびあります。そ 
の場合は、ライブビュー撮影を一旦終了し、撮影する光源下でライブビュー 
撮影を再開して < ださい。 

• カメラの向さを変えると、映像び一瞬適切な明るさで表示されないことびあ 
ります。適切な明るさに安定するのを待ってから撮影してください。 

• 太陽など、極端に明るい光源び画面内にあると、明るい部分び黒っぽ<つぶ 
れたよラに表示されることびあります。静止画撮影時は、その部分は明るい 
状態で正しく記録されますび、動画撮影時は、表示された映像とほぼ同じ状 
態で記録されます。 

• 暗い場所では、ライブビュー映像に色ノイズび発生することびあります。静 
止画撮影時は、この色ノイズは画像には記録されませんび、動画撮影時は、表 
示された映像とほぼ同じ状態で記録されます。 

• 映像を拡大表示すると、シャープネスび実際の設定よりち強<かかって見え 
ることびあります。 
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w ライブビュー撮影全般に関ずる注意事項 

撮影結果について 

• ライブビュー撮影を長時間継続すると、カメラ内部の温度び上昇して、撮影 
画像の画質び低下する恐れびあります。撮影しないとさは、こまめにライブ 
ビュー撮影を終了してください。 

• 画質低下を防ぐため、長秒時露光や動画撮影を行ラとさは、ライブビュー撮 
影を一旦終了し、数分間経ってから撮影してください。 

• 高温•高に0感度の条件でライブビュー撮影を行ラと、ノイズや色ムラび発生 
することびあります。 

• 高 ISO 感度で静止画を撮影したり、暗い場所で動画を撮影すると、横搞状のノ 
イズび目立つことびあります。 

• 拡大表示の状態で撮影すると、意図した露出で撮影されないことびあります。 
通常表示に戻して撮影してください。なお、拡大表示中は、シャッター速度 
と絞り数値びホく表示されます。なお、拡大表示の状態で撮影してわ、通常 
表示の範囲び撮影されます。 

カスタム機能について 

• ライブビュー撮影では、設定び無効になるカスタム機能びあります （P.1 73)。 
• [.冉 .C.Fn II -4: 才ートライティングオプティマイザ] (P.177) び、 [3 : しなし リじ(外 

に設定されているとさは、暗めに露出補正/スト□ボ調光補正を行ってわ明 
るく撮影されることびあります。 

レンズとスト□ボについて 

• 超望遠レンズに搭載されている、フォーカスプ U セット機能は使用でさませ 
ん。 

• 外部スト□ボ使用時に FE □ック、モデ U ング発光、テスト発光はできません。 


S1 Full HD 1080 について 

Full HD ] 080 は、垂直画素（走査線）数： 1080 画素（本）の 
HDCHigh Definition) 映像に対応していることを示しています。 
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画像の再生 


撮影した画像や動画をカメラで再生-消去するち法や、テレビ 
で見る方法など、撮影画像の再生に関連する内容について説明し 
ます。 


他の機器で撮影-記録された画像について 

このカメラじ(外で撮影された画像や、このカメラで撮影したあとにパソコ 
ンなどで画像を加工したり、ファイル名を変更した画像は、カメラで正常 
に表示でさないことびあります。 
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囚画像を再生ずる 


1が表示 



画像を再生する 

• 〈囚〉ボタンを押します。 

最後に撮影した画像、または最後に再生 
した画像び表示されます。 



画像を選ぶ 

• 〈類〉を左に回すと、最後に撮影した画 
像から新しい順に画像び表示されます。 
ちに回すと、ちい画像から順に新しい画 
像び表示されます。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すたびに、表示形式 
び切り換わります。 



I IliirjT " ^ 

ィ .グ式ろ. 

_ r 

] 枚表术 ，A V ; ] 枚表术+記録画質 


ヒストグラム表示 


撮影情報表示 


3再生を終了ずる 

参〈囚〉ボタンを押すと再生び終了し、撮 
影準備状態に戻ります。 
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囚画像を再生する 


INFO . 撮影情報の内容 


AF マイク□アジヤストメント- 
露出補正量—I 
スト□ボ調光補正量- 


絞り数値- 


-画像プ □テク ト 

-フオルダ番号一画像番号 


シャツター巧度- 
/記録時間 

測光モード- 

撮影モード/ - 
動画 

<ra> 設定時の- 
色温度数値^ 


記録画質/—— 
動画記録-サイズ 

再生番号/_ 
総記録画像数 


ホワイトバランス- 


1/125 S . Ol 国+1な回 100-0 加 3 团 


力ード 
ーヒス！' 


P 齒幽-诚だ+2 I I 测00 D + 
52000脚2加極歌 0,0.0 
m -\ 4 l 了[が MB a s 帕 B 

3/25 , 200 S /09/ I 1 616:54:27 


h グラム 
(輝度/ RGB) 

ーピクチャースタイル/ 
設定内容 
-に〇感度 

一高輝度側-階調優先 


一色空間 

_-撮影日時 

I—才 U ジナル画像判定用 
データ付加 
ーファイルサイズ 
-ホワイトバランス補正量 


= RAW+JPEG の設定で撮影した画像は、 」PEG 画像のファイルサイズび表示されま 
す。 


•八イライト警告表示ついて 

メ ニユー [3 パイライト警告表示] を [する] に設定すると、露出 才一 
バーで白飛びした部分び点滅表示します。 階調を再現させたい部分び点 
滅しているとさは、露出をマイナス補正して、をう一度撮影すると良い 
結果び得られます。 


参 AF フレーム 表示ついて 

メニュー [3 AF フレーム表示] を [する] に設定すると、ピント合わせ 
を行った AF フレームびホい枠で表示されます。なお、 AF フレーム自動 
選択のとさは、 AF フレームび複数同時に表示されることびあります。 
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囚画像を再生する 


参ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階調を確認でさる輝度 
表示と、色の飽和と階調を確認でさる RGB 表示びあります。表示の切り 
換えは、メニュー [3= ヒストグラム] で行います。 


[輝度]表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左；暗、 
ち：明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げた 
グラフで、画像の輝度分布を表しています。画面の 
中の「暗い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げら 
れ、「明るい成分」ほどグラフのち寄りに積み上げ 
られて表示されます。横軸の左端に積み上げられた 
成分は黒くつぶれ、ち端に積み上げられた成分は白 
く飛びます（八イライト）。その他の成分は階調び 
再現されます。再生画像とそのヒストグラムを見る 
ことで、露出レベルの傾向と全体の階調を確認する 
ことびでさます。 


ヒストグラム例 



暗い成分び多い 


普通の明るさ 



明るい成分び多い 


[ RGB ] 表示 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、ち：明）、縦軸に 
色の明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (ホ ） /G (緑）/日 
(青）別に色の輝度分布を表しています。画面の中の「暗く薄い色」ほど 
グラフの左寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフのち寄りに 
積み上げられます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報びな<、 
ち端に積み上げられた色は飽和して階調びありません。 RG 目のヒストグ 
ラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイトバランスの傾向 
を確認することびでさます。 
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囚見たい画像を素早く巧ず-- 

因一度に複数の画像を表示する（インデックス表示） 

見たい画像を素早く見つけることびでさる、インデックス表示といわれる 
再生ち法で、一度に4枚、または9枚の画像を表示することびでさます。 



インデックス表示にする 

♦ 画像を再生した状態で、〈因 •み〉 ボタン 
を押します。 

今4枚インデックス表示になります。選択 
されている画像に青色の枠び付さます。 
参をう一度〈因 •み〉 ボタンを押すと、9 
枚インデックス表示になります。 




画像を選ぶ 

参 {巡'} を回すと、[日= 溢での画像送り] 
( p .132) で設定されている方法で画像 
び送られます。 

参 <〇> を回して青色の枠を移動させ、画 
像を選びます。 

参〈み〉ボタンを押すと、青色の枠で選ん 
だ画像び拡大表示されます。 


(9 枚- ► A 枚- ► 1枚) 
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囚見たい画像を素早く探す 


曲画像を飛ばして表示する（ジャンプ表示） 

] 枚表示、インデックス表示、拡大表示のとさに、〈酱 I 〉を回すと画像を 
飛ばして表示することびでさます。 


国 

i 阿网巧。 

m ラ仆臟示 

しない 

がつレ-ム赫 

しない 

ヒストグラム 

毎度 

スライドシ3- 


での目揉を LJ 

Tm 




ジャンプ方法を選ぶ 
参メニュー旧=^での画像送り]で [1 枚 
/10枚/100枚/1画面/撮影曰/フォルダ/動画/詩 

止画]の中から、希望するジャンプ方法 
を選び、く@〉を押します。 

• インデックス表示のとさに画面単位で 
ジャンプしたいとさは、 [1 画面]を選び 
ます。 

参撮影した曰の曰付単位でジャンプした 
いとさは[撮影日]、フォルダ単位でジャ 
ンプしたいとさは[フォルダ]を選びます。 




ジャンプち法 

再生位置 


画像送りをずる 

• 〈囚〉ボタンを押して画像を再生しま 
す。 

• <^>を回します。 

設定した方法でジャンプ表示び行われ 
よ9 〇 

今画面ち下にジャンプ方法と、現在再生し 
ている画像の位置び表示されます。 
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み/み拡大して見る 

撮影した画像を、約].已倍〜1日倍に拡大して表示することびでさます。 



拡大表示位置 


画像を拡大する 

参画像を再生した状態で、〈み〉ボタンを 
押します。 

今拡大表示されます。 

♦ 〈み〉ボタンを押し続けると、最大の拡 
大率まで連続的に大さくなります。 

♦ 〈因•み〉ボタンを押すと、縮小表示にな 
ります。押し続けると、 ] 枚表示まで連 
続的にルさくなります。 



表示位置を移動ずる 

• 〈を*〉を操作した方向に表示位置び移動 
します。 

参〈囚〉ボタンを押すと、拡大表示び終了 
し、 ] 枚表 Tjd こなります。 


0 • 掘: 大表示中に〈類〉（または く 滋〉）を回すと、 掘: 大率、 掘: 大位置び固定さ 
れた状態で、画像を切り換える（設定されている画像送りの方法でジャンプ 
表示する）ことびでさます。 

• 撮影直後の画像表示中からの拡大表示はでさません。 

• 動画は拡大表示でさません。 
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国回巧をせる 

画像び表示される向さを変えたいとさに、この方法で回転させます。 


吊:■国::阿町阿词咕 

顯プ□テクト 

国ほ回を_ 

酣能 

蝴職 



1[画像回転]を選ぶ 

♦ [日 I ]タブの 晒像回転] を選び、〈©〉 
を押します。 


2画像を選ぶ 

参〈類〉を回して回転する画像を選びま 
す。 

♦ インデックス表示にして選ぶことをで 
さます。 


3画像を回転する 

• <©> を押すたびに、時計方向に回転 
(9 日。一27日。一ぴ）します。 

• 他に回転したい画像びあるときは、手順 
2、3を繰り返します。 


•〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像回転び 


終了しメニューに戻ります。 


園 • メニュー [* •縦位置画像回転表示] を [ずる 〇 国] ( P .146) に設定して撮景ミす 
ると、この機能で画像を回転する必要びなくなります。 

• 回転した画像び、再生時に回転した向きで表示されないときは、メニュー [>’ 
縱位置画像回輯表示] を [ずる 〇 国] に設定します。 

• 動画は回転でさません。 
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MENU 


自動再生ずる（スライドシヨー) 


カードに記録されている画像を自動的に連続再生します。 


■ 



i 阿网巧阿 

m ラ仆臟示 

しない 

がつレ—ム赫 

しはい 

ヒストクラム 

«居 

I 巧イドシヨ—1 



[スライドシヨー]を選ぶく 

参 [日 リタブの [スライドシヨ-] を選び、〈©〉 
を押します。 


再生ずる画像を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して図に示した項目を選び、 
<©> を押します。 

[全画像/動画/静止画] 

♦ 〈類〉を回して[回 全画像/動画/〇静 
止画] のいずれかを選び、〈毎)〉を押し 
よ9 〇 

[フォルダ/日付] 

♦ 〈類〉を回して [—フオルダ/画日 他の 
いずれかを選びます。 

参 〈 imsi 同〉び明るく表示された状態で、 
〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

♦ 〈類〉を回してフオルダ、または日付を 
選び、〈@)〉を押します。 


項目 

再生内容 

回 全画像 

カード内のすべての静止画、動画を再生します。 

—フオルダ 

選んだフォルダ内にある静止画、動画を再生します。 

圆 日付 

選んだ撮影曰の静止画、動画を再生します。 

動画 

カード内の動画だけを再生します。 

〇静止画 

カード内の静止画だけを再生します。 
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mm 自動再生する（スライドショー) 



3再生間隔とリピートを設定する 

• 〈類〉を回して 鹽定] を選び、〈©〉を 
押します。 

♦ 静止画の [再生間隔] と、 [リピート] (繰 
り返し再生）の設定を行い、 〈 MENU 〉 
ボタンを押します。 


[再生間隔] [リピート] 


スライドシヨ- 

1巧イドシヨ- 

再測 m 

1 

が 

1 な护卜 

け' 


m 一 

1 

;巧 


5 巧 

1_ 





スライドショーを開始ずる 

• 〈類〉を回して [スタート] を選び、〈©〉 
を押します。 

今[画像読み込み中...] び数秒間表示されたあ 
と、スライドショーび始まります。 

参一時停止したいとさは、〈毎)〉を押しま 
す。一時停止中は画像の左上に [II] び 


表示されます。をラー度〈贷)〉を押す 
と、再開します。 


5スライドシヨーを終了ずる 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、スライド 
シヨーび終了し設定画面に戻ります。 


0 • —時停止中に〈類〉または〈1^〉を回すと、画像び切り換わります。 

• 自動再生中、オートパワーオフは機能しません。 

• 画像により、表示時間び異なる場合びあります。 

•テレビでスライドショーを見るときは、]39、140ページを参照してくださ 
い。 
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動画を再生ずる 



画像を再生ずる 


• 〈囚〉ボタンを押して画像を表示しま 
す。 


動画を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して画像を選びます。 

参 ] 枚表示のとさに、画面左上に〈ち日田〉 
び表示されている画像び動画です。 

♦ インデックス表示のとさは、画面左側に 
縦帯の付いた画像び動画です。インデッ 
クス表示か5は再生できませんので、 
〈み〉ボタンを押して1枚表示にしまず。 


5 〈霞)> を巧す 

参 ] 枚表示の状態で〈@)〉を押します。 

今画面の下側に動画再生パネルび表示さ 
れます。 



動画を再生する 

♦ 〈類〉を回して [►]( 再生）を選び、〈©〉 
を押します。 

今動画再生び始まります。 

参再生中に〈贷)〉を押すと、再生び一時 
停止されます。 

♦ <^>を回すと、再生中でを音量を調整 
することびでさます。 

参再生操作に関する詳しい内容は、次ペー 
ジを参照してください。 
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動画を再生する 


項目 

再生内容 

這終了 

] 枚表示の状態に戻ります。 

► 再生 

<©> を巧すたびに再生/停止を繰り返します。 

!► ス□一再生 

〈類〉を回すとス□一再生の速さを変えることびでさます。画面 
ち上に速さの度合いび表示されます。 

Hi 先頭フレーム 

動画の先頭画面を表术します。 

イ11フレーム戻し 

<©> を巧すたびに]コマ戻します。〈©〉を巧し続けると、早 
戾しします。 

11^フレーム送り 

<©> を巧すたびに]コマ送ります。〈©〉を巧し続けると、早 
送りします。 

►H 最終フレーム 

動画の最終画面を表示します。 


再生位置 

mm ’ SS " 

再生時間 

■ llll 音量 

〈巡!〉を回すと、カメラに内蔵されているスピーカー （ P .17) 

で音量を調整することびでさます。 


胃! •〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、撮影情報表示を切り換えることびでさます。 

• 動画撮影中に静止画を撮影した場面では、約1秒間、静止画び表示されます。 
• カメラをテレビに接続して （ P .139、140) 動画を再生するとさは、テレビ 
側で音量の調整を行って<ださい（〈巡0を回してち音量は変わりません)。 
• カメラでは、動画の編集はできません。付属ソフトウェアの ZoomBrawser 
EX/lma 呂 e 目 rawser を使用すると、動画の前後の不要な部分を削除すること 
びでさます。 
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テレビで見る 

撮影した静止画や動画を、テレビなどで見ることびでさます。ケーブルの 
接続/取り外しを行ラとさは、カメラとテレビの電源を切った状態で行って 
ください。 

* 動画の音量はテレビで調整します。 

* 使用するテレビにより、表示内容の一部び欠けて表示されることびあります。 


HD (八イビジョン）非が応のテレビで見る 

1付属のステレオビデオケーブルをカメ 
ラに接続ずる 

♦ カメラの 〈 A / VOUT 〉 端子に、ステレ 
オビデオケーブルを接続します。プラグ 
の根元までしっかり差し込みます。 

2テレビにビデオケーブルを接続ずる 

参ステレオビデオケーブルを、テレビの映 
像入力端テと、音声入力端テに接続しま 
す。 

5テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
^り換えで接続した端子を選ぶ 

A カメラの電源スイッチを 〈0 N > にず 

4る 

ち〈囚> ボタンを巧す 

画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

♦ 動画の再生方法は、] 37ページを参照 
して < ださい。 




W • テレビ方式と異なるビデオ出力方式び設定されていると、画像び正し<表示 
されません。そのとさは、メニュー [>= ビデオ出力ち式] で方式を切り換えて 
<ださし、。 

• 付属のステレオビデオケーブル政外は使用しないでください。画像び表示さ 
れないことびあります。 
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テレビで見る 


HD (八イビジョン）巧応のテレビで見る 

別売の HDMI ケーブル HTC-1 0 日び必要です。 




1 



4 


HDMI ケーブルをカメラに接続ずる 
参 カメラの 〈HDMI OUT ) 端テに、 HDMI 
ケーブルを接続します。 

参プラグの 〈▲ HDMIMINI 〉 マークび、力 
メラの前面に向くようにして差し込み 
ます。 

テレビに HDMI ケーブルを接続ずる 

参 HDMI ケーブルを、テレビの HDMI 入力 
端テに接続します。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えで接続した端子を選ぶ 

カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 



〈囚> ボタンを巧す 

今画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

参接続したテレビに合わせて、自動的に最 
適な解像度で画像び表示されます。 

参 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、表示を切り換 


えることびでさます。 

参動画の再生方法は、] 37 ページを参照 
して < ださい。 


151 参カメラの 〈HDMI OUT 〉 端テに、他の機器からの出力を入力しないでくださ 
し、。故障の原因になります。 

• テレビとの相性により、撮影した画像を再生でさないことびあります。その 
場合は、付属のステレオビデオケーブ j レで接続して<ださい。 

•〈 A / VOUT 〉 端テと 〈HDMI OUT 〉 端子は、同時に使用できません。 
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因保護ずる（プロテクト） 

大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよう、プ□テクトをかけ 
る（保護する）ことびでさます。 


吊 ^.-' 国 V 而町阿巧み I 

良さ i プロテク ト 

酣舰 
醜 能 
が 職 


[ 画像プ □ テクト]を選ぶ 

♦ [日 I ]タブの 陋像プ□テクト]を選び、 
<©> を押します。 

プ□テクト画面になります。 



画像を選んでプ□テクトをかける 

♦ <〇>を回してプ□テクトをかける画像 
を選び、〈©〉を押します。 

今プ□テクトび設定されると、画面の上に 
〈囚〉び表示されます。 

♦ をう一度〈毎)〉を押すと、プ□テクト 
び解除され〈囚〉び消えます。 

参他にプ□テクトをかけたい画像びある 


ときは、手順2を繰り返します。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像プ□テ 
クトび終了し、メニューに戻ります。 



U 力ードを初期化すると （ P .43)、 プ□テクトされた画像も消まされます。 


IS • プ□テクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去でさません。画像を消 
去するときは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画像にプ□テクトをかけてから全画像消去 （ P .143) を行うと、プ〇 
テクトをかけた画像政外はすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するとさに便利です。 
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命消去ずる 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去したり、まとめて消去することびでさま 
す。なお、プ□テクト （ P .141) をかけた画像は消去されません。 

II 消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないようプ□テクトをかけてく 
ださい。 


1枚ずご消去 


1消去したい画像を再生ずる 



1 


<1> ボタンを巧ず 

今画面の下に消去メニューび表示されま 
す。 



消去する 

♦ 〈類〉を回して[消去]を選び〈©〉を 
押すと、表示されている画像び消去され 
ふ9 〇 


B チェック<>/>を付けてまとめて消去 

消去したい画像にチェックを付けて、まとめて消去することびでさます。 


回、'取!两网巧 G 

酣プ□テクト 
醜酿 

imm _ 

邮聯 


[画像消去]を選ぶ 

• [日 I ]タブの陋像消ま]を選び、〈©〉 
を押します。 
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1 消去する 



1 


[選択して消去]を選ぶ 

参 <〇> を回して [選択して消去] を選び、 
<©> を押します。 

今画像び表示されます。 

参 〈因•み〉 ボタンを押すと、 3 画像表示に 
なります。〈み〉ボタンを押すと、元の 
表示に戻ります。 



3 




s 巧したがを眠します 


キザンたル I OK ] 


消去したい画像を選ぶ 

参 <〇> を回して消去したい画像を選び、 
<©> を押します。 

今画面の左上に〈>/〉び表示されます。 

参他に消去したい画像びあるとさは、手順 
3 を繰り返します。 


消去ずる 

• <1> ボタンを押します。 

参 <〇> を回して [0 K ] を選び、〈贷)〉を 
押します。 

今選択した画像び消去されます。 


mm フォルダ巧/力ード巧を画像消去 

フォルダ内、またはカード内のすべての画像をまとめて消去することをで 
きます。メニユー [日 I 画像消ま] で [フォルダ内•全画像] または 访ード内•全 
画像] を選ぶと、その中のすべての画像び消去されます。 
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再生に関ずる機能の設定ををまずる ~ 

皿亞 D 液晶モニターの明るさを調壁する 

液晶モニターは、見やすい明るさに自動調整されます。なお、自動調整時 
の明るさ（明るめ/暗め）を設定したり、手動で明るさを調整することをで 
さます。 



[液晶の明るさ]を選ぶ 
• [ V -] タブの陳晶の明るさ]を選び、〈©〉 
を押します。 


[自訓または[手動]を選ぶ 

• <^>を回して選びます。 


3明るさを調整する 

参グレーチャートを参考にして、〈類〉を 
回して調整し、〈毎)〉を押します。 

♦ [自動]は3段階、[手動]は7段階に調整 
することびでさます。 




31 • 迫動]のときは、電源スイッチの左側にある丸い部分（が光センサーの窓）を 
指などでふさびないよラにしてください。 

• 撮影した画像の露出を確認するとさは、ヒストグラム （ P .130) で確認する 
ことをおすすめします。 
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再生に関する機能の設定を変更する 


mm 撮影 直後の画像表示時聞を設定ずる 


撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定することび 
でさます。撮影画像を表示したままにするとさは [ホールド]、 撮影画像を表 
示しないようにするとさは [切] に設定します。 


1[撮影画像の確認時間]を選ぶ 

参 [ CM -] タブの [撮影画像の確認時間] を選 
び、〈毎)〉を押します。 

2時間を設定する 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、〈@)〉を押 
します。 


因3巧巧! W 町网面巧 


巧 

腺国を娜 M 诚 

m 

m 

ホー ■ルド 



BI [ホールド]に設定すると、オートパワーオフの設定時間まで表示されます。 
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再生に関する機能の設定を変更する 


mm 縦位置で撮影した画像の自動回面表示の設定 



縦位置で撮影した画像は、カメラで再生するとさや、 
パソコンの画面で見るとさに、被写体び横向さで表示 
されないよラに、自動回転して見やすい向さで表示さ 
れますび、この設定を変更することびでさます。 


1[縦位置画像回転表示]を選ぶ 

• [>■] タブの[縦位置画像回転表示]を選び、 
<©> を押します。 


打!巧固".^两巧用 


‘ 货巧 S 围巧匹な丟示 巧る凸 S 
1 する ■ 

L しない 


回転表示を設定ずる 

参〈類〉を回して項目を選び、〈毎)〉を押 

0 cK 9 〇 


参ずる〇国 

カメラで再生するとさと、パソコン画面で見るとさに、自動回転させ 
たいとさ 

参ずる国 

パソコン画面で見るとさだけ自動回転させたいとさ 

参しない 

自動回転させたくないとさ 


W [しない] で撮影した画像は、 [ずる] に設定して再生しても、自動回転表示されま 
せん。 

胃1参撮影直後に表示される画像は自動回転表示されません。 

• カメラを上や下に向けて撮影すると、自動回転表示び正し<行われないこと 
びあります。 

• パソコンの画面で自動回転しないとさは、使用しているソフトウェアび回転 
表示に対応していません。付属ソフトウてアの使用をおすすめします。 
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8 

撮像素子の清掃 


このカメラは、撮像素子の前面（□ーパスフイルター）に付い 
たゴミを自動的に取り除く、セルフクリーニングセンサーユニッ 
卜を搭載しています。 

また、ダストデリートデータ（ゴミ消し情報）を画像に付加す 
る機能により、除去しされなかったゴミを、付属ソフトウェアの 
Digital Photo Professional で、自動的に消去することができま 
す。 


ゴミやほこりについて、普段か5じ(下のことに注意してください 

• レンズの交換は、ほこりのかない場所で素早<行ラ。 

• レンズをがしてカメラを保管するとさは、ボディキャップを必ずカメ 
ラに取り付ける。 

• ボディキャップは、ゴミやほこりを落としてからカメラに取り付ける。 


Bl セルフクリーニングセンサーユニットの作動中でち、シャッターボタ 
ンを半押しすると、清掃作業び中止され、すぐに撮影することびでさま 
す。 







b 撮像素子の自動清掃 

このカメラは、電源スイッチを 〈 ON /^〉 にしたときと、 〈 OFF 〉 にし 
たとさに、撮像素テ前面に付いた 3' ミを自動的に取り除く、セルフク U — 
ニングセンサーユニットび作動するようになっています。通常はこの機能 
を意識する必要はありませんび、任意に作動させたいとさや、このユニット 
を作動させたくないとさは、次のようにします。 


任意に作動させて清掃する 



2 


[センサークリーニング]を選ぶ 
• [ V -] タブの [センサークリーニング] を選 

び、〈贷)〉を押します。 


[今すぐク IJ — ニング b ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [今すぐクリーニング . b ] 

を選び、〈@)〉を押します。 

• メッセージ画面で [0 K ] を選び、〈@)〉 
を押します。 

今ク U —ニング中を示す画面び表示され、 
清掃び行われます。途中、シャッターの 
作動音びしますび、撮影は行われませ 


ん。 


Q ] • 効果的なゴ S の除去を行ラため、机の上などにカメラを垂直に置いて清掃し 
て < ださい。 

• 繰り返し清掃を行ってわ、効まは大さく変わりません。清掃終了直後は、[今 
ずぐクリーニング. b ] び一時的に選べなくなります。 


自動清掃を行わないよ5にずる 

• 手順 2 で [自動クリーニング；〇] を選び、 [しなし リを選びます。 

今電源スイッチを 〈 ON /^〉 にしたときと、 〈 OFF 〉 にしたときに、清掃 
び行われなくなります。 
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mm ゴミ消し情なを画像に付力〇する®- 

通常は、セルフク IJ - ニングセンサーユニットで、画像に写り込む可能 
性びあるほとんどの3ミを除去することびでさます。しかし、除去でさな 
かった3ミびある場合に備え、3ミを消すための情報（ダストデ U —トデー 
夕）を画像に付加することびでさます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Digital Photo Professional で、自動コ'ミ消し処理を行うときに使わ 
れます。 

事前準備 

参白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

参レンズの焦点距離を日日 mmiU 上にする。 

参レンズの フォー カスモードスイッチを < MF > にして、無限遠（〇〇)に設 
定する。距離目盛のないレンズは、正面から見てフォーカス U ングを時 
計方向に突さ当たるまで回します。 


ダストデ y — トデータを取得する 

1[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 

参 [ CM --] タブの [ダストデリートデータ取得] を 

選び、〈©〉を押します。 


图巧巧)町阿阿巧巧 

Sifi 巧正け£巧9^つ.ん.を J ■巧 
ホワイトバラ : a E 
MWOiSffilR 

WBB お肌游 0か±0 

を空因 術 B 

ビク于でースタイルスタンヴー 
ブス h デ！ J — h データ田巧 


2 [0 K ] を選ぶ 

参 <〇> を回して [0 K ] を選び、 <©> を 
押すと、撮像素テの自動清掃び行われた 
あと、説明画面び表示されます。途中、 
シャッターの作動音びしますび、撮影は 
行われません。 



n ? ストデリ-トデ-夕巧巧 

单ができた5シャツタ-ポタンを 
細ししてくだ加 





皿!皿ゴミ消し情報を画像に付加する® 


3真っ白な無地の被写体を撮影する 

• 2日〜 30 cm の距離で、（模様などびな 
し^真っ白な無地の被写体を画面いっぱ 
いに入れて撮影します。 

絞り優先 AE 、 絞り数値 F 22 で撮影され 
よ9 〇 

参画像は保をされませんので、カードび 
入っていなくてをデータを取得するこ 
とびでさます。 

今撮影を行ラと、データの取得び始まりま 
す。取得び終わると、完了画面び表示さ 
れます。 

[0 K ] を選ぶと、メニューに戻ります。 

• データび取得できなかったときは、その 
内容の画面び表示されます。前ページの 
『事前準備』の内容を確認し、 [0 K ] を選 
んだあと、をラー度撮影します。 


ダストデ y — トデータについて 

ダストデ U —トデータを取得すると、そのあとで撮影したすべての JPEG 
画像、 RAW 画像にデータび付加されます。大切な撮影をするとさは、撮影 
の直前にデータの再取得（更新）を行ってください。 

なお、付属ソフトウエアによる自動3ミ消し処理については、ソフトウエ 
ア使用説明書 ( CD - ROM ) を参照してください。 

画像に付加されるダストデ U — トデータの容量はごくルさなをのですの 
で、画像のファイルサイズにはほとんど影響しません。 


的トデリ-トデ-夕取得 
デ-夕の願瓶了しましに 

0K 



W 未使用のコピー用紙など、必ず真っ白な無地の被写体を撮影して<ださい。被写 
体に模様などびあると、その模様びゴ S 情報として記録され、付属ソフトウェア 
使用時に、正常なゴ S 消し処理び行われないことびあります。 
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MENU 


手作業で撮像素子を清掃ずる® ■ 


撮像素テの自動清掃で取りされない 3' ミやほこりびあったとさに、市販品 
のブ□アーなどを使用して、自分で清掃することびでさます。 

撮像素子は非常にデリケートな部品でず。直接清掃び必要なときは、でき 
るだけ別紙の修理受付窓□にお申し付けください。 

清掃を始める前にレンズを取り外してください。 


まるの巧るご 

邑« 

邮巧到 

■ Oa /09/ 1713:10 

旨苗 

曰本度 

ビデオお細 

WT5C 

It ン巧ーク IJ-J 

ニンブ 

ラけビコ-難顆自離 



排1でクり-ニング 


ミう-: F ッブします。 

手憐でク 11- ニンヴを行つたぁヒ、 
瞄スイッチを <0於に 
しでくださ U 

キザンたル L 0*^ ~~1 


[センサークリーニング]を選ぶ 
参 [>=] タブの [センサークリーニング] を選 

び、〈包)〉を押します。 


[手作業でクリーニング]を選ぶ 
♦ <〇> を回して [手作業でクリーニング] を 

選び、〈@)〉を押します。 


[0 K ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈@)〉を 
押します。 

今一瞬の間をおいたあと、ミラーび上びり 
シャッターび開さます。 

参表示パネルに rCLnJ び点滅します。 


4清掃を終了ずる 

参電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 



0 • 電源には、 AC アダプターキット ACK - E 日（別売）の使用をおすすめします。 
• 電池を使ラとさは、必ずフル充電した電池を使用して<ださい。なお、バッ 
テ U —グ U ップを装着して、電源に単3形電池を使用しているとさは、手作業 
で撮像素テの清掃はでさません。 
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皿!皿手作業で撮像素子を清掃する® 


W • 清掃中は、絶巧に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷する恐れがあります。 

•電源スイッチを 〈 OFF 〉 にずる 
-電池室ふたを開ける 
• 力ードス□ットカバーを開ける 

• 撮像素子の表面は非常にデ U ケートな部分です。細むのを意を仏って清掃し 
て < ださい。 

• ブ□アーは、ブラシの付いていないわのを使用してください。ブラシび撮像 
素子に触れると、撮像素テの表面に傷び付<ことびあります。 

• ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。電源び切れ 
ると、シャッターび閉じ、シャッター幕やミラーを破損する原因になります。 

• 高圧の空気やガスを吹さ付けて清掃しないで<ださい。圧力により撮像素テ 
び破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで、撮像素テの表面に傷び付 
<ことびあります。 
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画像の E |] 刷と 
パソコンへの拓送 


参印刷 （ P . 1己 4) 

カメラとプ U ンターを直接つないで、カードに記録されてい 
る画像を印刷することびでさます。このカメラは、ダイレクト 
プ U ント 標準 規格の「が円 ctBrid 旨 e」 に対応しています。 


参画像を印刷指定ずる/ DPOF ( P .163) 

カードに記録されている画像の中から、印刷したい画像と印 
刷枚数などを指定することびできる DPOF (Digital Print 
Order Format) に対応しています。複数の画像を一度に印刷 
したいとさや、写真店に印刷注文する際に使います。 

参パソコンに画像を送る （ P .167) 

カメラとパソコンをつないで、カメラを操作するだけで、 
カードに記録された画像をパソコンに送ることびでさます。 




印刷の準備をずる — 

ダイレクトプリントの操作は、 カメラの液晶モニターに表示される操作画 

面を見なびら、 ずべてカメラ側で行いまず。 


カメラとプ U ンターを接続ずる 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF > に 
ずる 



2プリンターの準備をずる 

参詳しくはプ IJ ンターの使用説明書を参 
照してください。 



カメラとプリンターを接続ずる 

参カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

参カメラ側を接続するとさは、プラグの 
〈く0マークび、カメラの前面に向くよ 
うにして、〈々〉端テに差し込みます。 
参プ U ンター側の接続方法については、プ 
U ンターの使用説明書を参照してくだ 
さい。 


4プリンターの電源を入れる 



カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にず 
る 

今プ U ンターの機種により、電子音び「ピ 
ピッ」と鳴ることびあります。 


154 
























印刷の準備をする 



画像を再生する 

参 〈[Z]〉 ボタンを押します。 

今画像び表示され、画面左上にプ U ンター 
び接続されていることを示すマーク 
〈が〉び表示されます。 

今〈なへ^〉ボタンのランプび青色に点なし 
ます。 


W ♦ 動画は印刷でさません。 

• に P ダイレクト」または 「 Bubble 」 et ダイレクト」のみに対応したプリン 
ターは使用でさません。 

• 付属のインターフェースケーブル政がは使用しないでください。 

• 手順已で電子音び「ピーピーピー」と長<鳴ったとさは、プ U ンターに問題び 
発生しています。どのよラな問題び発生しているかは、次の操作で確認でさ 
ます。 

1. 〈囚〉ボタンを巧して画像を再生する 

2. <@>を巧す 

3. 印刷設定画面で[印刷]を選ぶ 

液晶モニターにエラーメッセージび表示されます （P.1 日2)。 


13 • このカメラで撮影した RAW 画像わ印刷でさます。 

• カメラの電源に電池を使用するとさは、フル充電してから使用してください。 

フル充電した電池で約3時間30分印刷でさます。 

•ケーブルを取り外すとさは、カメラとプ U ンターの電源を切ってから、プラ 
グの側面を持って引いて < ださし、。 

• ダイレクトプ U ントを行ラとさは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK - E 6 (別売）の使用をおすすめします。 
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が印刷ずる 

使用ずるプリンターによって表示される内容や、設定できる内容び異なり 

まず。また、設定そのをのびでさないことびあります。詳しくは、プリン 
ターの使用説明書を参照してください。 


1印刷する画像を選ぶ 

• 液晶モニターの左上に〈が〉び表示さ 
れていることを確認します。 

♦ 〈類〉を回して印刷する画像を選びま 
す。 

2 <@>を巧す 

-► 印刷設定画面になります。 


一 印刷効果を設定します (P.158) 
r 曰付や画像番号を入れて印刷するかどラか 
J を設定します 
一何枚印刷するかを設定します 
一 印刷範囲を設定します (P.161) 

一 用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
-n します 

^手順Iの画面に戻ります 
一 印刷を開始します 
設をされている用紙のサイズ、タイプ、レイアウトの情報び表示されます 

* プリンターの機種により、曰付/画像番号印刷やトリミングなど、一部の設定項目 
が選択でをないことがあります。 

^ [用紙設定]を選ぶ 

• [用紙設定] を選び〈©〉を押します。 
用紙設定画面になります。 



印刷設定画面 


の峭 
ft フォト 
智フチなし 


因助- 

を呀- 

み！か—— 
卜 U 吉ンブ 
_用巧設定 • 
キャンたル 
fo 团 
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r( 印刷する 


の 用紙サイズの設定 


写！！面 

腿サイス I 

R 口 

2 L 巧 


はげき 


の-ド 



取用紙タイプの設定 



参プ IJ ンターにセツトされている用紙の 
サイズを選び、〈贷)〉を押します。 

-► 用紙タイプの設定画面になります。 


参プ IJ ンターにセツトされている用紙の 
タイプを選び、 く@〉 を押します。 

♦ キヤノン製プ U ンターで、純正用紙を使 
ラとさは、プ U ンターの使用説明書で使 
用でさる用紙を確認してください。 

今レイアウトの設定画面になります。 


函レイアウトの設定 



参印刷レイアウトを選び〈©〉を押しま 
す。 

"► 印刷設定画面に戻ります。 


フチあり 

用紙の周りにを白を付けて印刷します。 

フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷でさないプ 

U ンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチあり H 

L サイズ政上の用紙のを白に撮影情報*を印刷します。 

XX 面配置 

用紙1枚に画像を小さく、2/4/879/1目/20画面印刷します。 

20面配置田 
35面配置 □ 

DP 0 F ( P .1 日 3) で印刷指定した画像を20画像、または3已画像単 
位で、 A 4 サイズの用紙に縮小印刷します。 

-に0面配置 H] では、撮影情報*を印刷します。 

標準設定 

プ U ンターの機種や設定により、印刷レイアウトび異なります。 


* Exit 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャッター速度、絞り数値、 
露出補正量、に0感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 
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r( 印刷する 


J 1 一—- 

岛1校 


トリミシグ 

町し巧 

吊 il 妨 

6つォト 

丰ャン Iz ル 

居]:?チなし 

蝴 


印刷効果を設定ずる 

参必要に応じて設定します。設定しないと 
きは、手順 5 に進みます。 

参表示される内容は、プリンターの機種に 
より異なりまず。 

参図の項目を選び、〈贷)〉を押します。 

参印刷効果を選び〈贷)〉を押します。 

• <ims]> の横に〈国〉び表示されてい 
るとさは、印刷効果の調整を行うことを 
でさます （P. 16 日)。 


項目 

印刷内容 

因 入 

プリンターの標準色で印刷されます。画像の Exif 情報を活用して、 
自動的に巧正び行われます。 

因 切 

自動補正は行われません。 

因 VIVID 

海や空の青、植物の緑などび、いっそラ色鮮やかに印刷されます。 

因 NR 

画像のノイズ低減処理び行われ印刷されます。 

B/W 白黒 

純黒調の白黒で印刷されます。 

B/W を黒調 

クールな印象の青っぽい（を黒調）白黒で印刷されます。 

B/W 温黒調 

温かい印象の黄色っぽい（温黒調）白黒で印刷されます。 

〇ナチュラル 

画像本来の色やコントラストを活かした印刷び行われます。自動色 
調整は行われません。 

〇ナチュラル M 

印刷特性は「ナチュラル」と同じです。「ナチュラル」よりも細か 
い印刷調整を行ラことびでさます。 

因 標準設定 

プリンターの機種により、印刷内容び異なります。プ U ンターの使 
用説明書を参照して < ださい。 


E 口刷効果の設定を変更すると、画面を上に表示されている画像に設定内容が反映され 
ます。ただし、実際の印刷結果とはをか異なる場合があるため、目をとしてと5えて 
ください。1巨0ぺージの[明るさ補正]と[レベル補正]も同様です。 
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r( EP 刷する 



曰付/画像番号印刷を設定する 

参必要に応じて設定します。 

♦ 〈巧〉を選び〈(©〉を押します。 

♦ 印刷内容を選び〈毎)〉を押します。 


印刷枚数を設定ずる 

参必要に応じて設定します。 

♦ 〈切〉を選び〈毎)〉を押します。 

♦ 印刷枚数を選び〈©〉を押します。 


印刷ずる 

♦ 閒刷] を選び〈毎)〉を押します。 

今〈なへ^〉ボタンの青いランプび点滅して、 
印刷び始まります。 


13 • 同じ設定で別の画像を印刷するとさは、画像を還んで、青いランプび点灯し 
た〈な〜0ボタンを巧すだけで「かんたん印刷」びできます。なお、「かん 
たん印刷」のとさは、]枚ずつ印刷されます（印刷枚数は指定でさません）。 
また、卜 US ングの設定 ( P .161) は反映されません。 

• 印刷効果などの選択肢にある [標準設定] は、プ U ンターメーカーび独自に設 
定した印刷内容のことです。 [標準設定] の内容については、プ U ンターの使用 
説明書を参照してください。 

• 印刷する画像のファイルサイズや記録画質により、 [印刷] を選んでから実際 
に印刷び始まるまで、しばらく時間びかかることびあります。 

• 画像の傾さ補正 ( P .161) を行ラと、印刷に時間びかかることびあります。 

• 印刷を途中で中止するとさは、 [中止] び表示されている間に〈@)〉を巧して 
[0 K ] を選びます。 
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r ( 印刷する 


固印刷効まの調壁について 



158ページの手順4で項目を選び、 

〈12应1〉の横に〈昌〉び表示されている 
とさに、 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、印刷効 
果の調整を行ラことびでさます。調整でさ 
る（表示される）内容は、手順4の選択内 
容により異なります。 


• 明るさ補正 

画像の明るさを調整することびでさます。 

♦ レベル補正 

[手動] を選ぶと、ヒストグラムの分布を変更し 
て、画像の明るさとコントラストを調整すること 
びでさます。 

レベル補正画面で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、 〈咖〉 

の位置び切り換わります。〈〇〉を回すと、シャ 
ドウレベル（日〜1 27) 、ノ V イライトレべル （ 128 
〜 255) を任意に調整することびでさます。 

♦ ぶ明るく補正 

逆光などで被写体の顔び暗<なった画像で効果的です。 [入] に設定す 
ると、顔び明るく印刷されます。 



♦ 赤目補正 

スト□ボ撮影で被写体の目びホ<なった（赤目現象び発生した）画像 
で効果的です。 [入] に設定すると、目のホみび緩和されて印刷されます。 

0 • じ i 明るく補正] と [赤目補正] の効まは、画面で確認できません。 

• [詳細設定] を選ぶと、 [コントラスト][色の 濃 さ][色あい][カラーバランス] を調整 
することびできます。なお、 [カラーバランス] の調整は、〈を〉で行います。目 
はブルー、 A はアンバー、 M はマゼンタ、 G はグ U —ンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

参 成] 期化] を選ぶと、設定した印刷効まの内容びすべて初期状態に戻ります。 
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r ( 印刷する 


トリミング（印刷節囲）の設定 

画像を部分的に拡大したり、構図を変え 
たような感じで印刷することびでさます。 
トリミングの設定は、印刷ずる直前に行っ 
てください。 卜 U ミングを行ったあとで印 
刷設定の内容を変更すると、卜 IJ ミングの 
再設定び必要になることびあります。 


傾さ補正 

I 



1印刷設定画面で[トリミング]を選ぶ 

2トリミング枠の大きさ、位置、縦横を設定ずる 

参枠で囲まれた範囲び印刷されます。枠の形状（縦横比）は、 [用紙設定] 
の設定で変わります。 

枠の大きさを変える 

〈み〉〈因•み〉ボタンを押すと、枠の大ささび変わります。枠をル 
さくするほど拡大して印刷されます。 

枠を移動ずる 

〈緣•〉を操作すると、枠び上下左ちに移動します。好みの構図にな 
るように枠を移動します。 

枠を回転ずる 

〈 INFO .〉 ボタンを押すと、枠び縦長、横長に変わります。横位置で 
撮影した画像を、縦位置で撮影したよラに印刷することをでさます。 

画像の傾きを補正ずる 

<〇> を回すと、日.已度単位±]日度の範囲で画像を回転させること 
びでさます。回転を行ラと、画面上の〈な〉び青色に変わります。 

3 〈©>を巧してトリミングを終了ずる 

印刷設定画面に戻ります。 

参印刷設定画面の左上で印刷範囲を確認することびでさます。 
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r ( 印刷する 


W 参プ u ンターの機種により、枠のとおりに印刷されないことびあります。 

• 枠を小さくするほど印刷の画質び粗くなります。 

• トリミングは、液晶モニターを見なびら行ってください。画像をテレビに表 
示しなびら卜 US ングを行ラと、枠び正しく表示されないことびあります。 

园プリンターエラー発生時の操作について 

プ U ンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解みしたあと、 [続行] 
を選んでち印刷び再開されないとさは、プ U ンター側を操作して印刷を再開してく 
ださい。印刷の再開ち法については、プ IJ ンターの使用説明書を参照して<ださい。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題び発生したとさは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージび表 
示されます。〈@)〉を巧して印刷を中止し、問題を解決してから再度印刷してく 
ださい。プ U ンターの問題解ミ夫方法については、プ U ンターの使用説明書を参照 
して < ださい。 

用紙 エラー 

用紙び正しくセットされているかどラか確認してください。 

インク エラー 

インク残量や、インク吸収体の状態を確認して<ださい。 

八ー ドウ 王アエラー 

用紙、インクじ(外の問題び発生していないか確認してください。 

ファイル エラー 

還択した画像は円な目 rid 呂 e で印刷できません。別のカメラで撮影した画像や、 
パソコンに取り込んで加工した画像は、印刷でさないことびあります。 


162 



A 画像を印刷指定ずる / DPOF — 

印刷タイプや曰付、画像番号の入/切といった印刷内容の設定を行いま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に対して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 


印刷内容を設定する 


:团巧町阿网间巧 

醒ブ□テクト 

mm 

卸巧去 _ 

] 頗 M _ I 


[ EP 刷指定]を選ぶ 

[日 •] タブの 脚刷指定] を選び、〈©〉 
を押します。 



[設定]を選ぶ 

参[設定] を選び〈贷)〉を押します。 


3項目の内容を設定ずる 

参脚刷タイプ]旧优陋像ま号] の内容を 
設定します。 

♦ 項目を選び〈贷)〉を押します。内容を 
選び〈贷)〉を押します。 
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i > 画像を印刷指定する/ DPOF 


印刷タイプ 

0 

スタンダード 

用紙1枚に1画像を印刷します。 

趣 

インデックス 

用紙]枚に縮小画像を複数印刷します。 

0 

盧 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮影画像に記録されている曰付情報を入 
れて印刷します。 

切 

画像番 S 

入 

[入]にすると、画像番号を付けて印刷します。 

切 


A 設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

-► 印刷指定画面に戻ります。 

♦ 次に印刷指定画面の [画像選択][—指定] 
[全画像] で、印刷する画像を指定します。 


U • 旧优画像番号] を [入] にしても、印刷タイプの設定や、プ U ンターの機種 
により、印刷されないことびあります。 

参印刷するとさは、印刷指定を行ったカードを使用して<ださい。画像データ 
だけをカードから抜さ出して印刷すると、指定した内容で印刷でさません。 

参 DPOF に対応したプ U ンターの機種や、写真店の機器により、指定内容び反 
映されないことびあります。プ U ンターの場合は、プ U ンターの使用説明書 
を参照して<ださい。写真店の場合は、事前にお店に確認して<ださい。 

• 他のカメラで印刷指定した画像を、このカメラに入れて再度印刷指定しなし、 
でください。印刷指定されている内容び、意図せずにすベて書さ換えられる 
ことびあります。また、画像の種類により、印刷指定でさないことびあります。 

SI • RAW 画像と動画は印刷指定でさません。 

• [インデックス] に設定したときは、 旧付] と陋像 番号] を同時に [入] にできません。 


164 














i> 画像を印刷指定する/ DPOF 


□スタングード 
担インデックス 
己阿 

国昆番号 


〇印田腕 团 


印刷ずる画像を指定ずる 

• 画像選択 



指定枚数総指定枚数 



チェックマーク 

インデックスマーク 

♦ —指定 


画像を1枚ずつ選んで指定します。 

個•み〉 ボタンを押すと、3画像表示に 
なります。〈み〉ボタンを押すと、元の表 
示に戻ります。 

指定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
すと、指定した内容びカードに保ちされま 
す。 

[スタンタード][両方] 

<©> を押すと、表示されている画像び 
1枚印刷指定されます。続けて〈類〉を回 
すと、その画像の枚数指定を最大99枚にす 
ることびでさます。 

[インデックス] 

<©> を押すと、表示されている画像び 
インデックス印刷用の画像として指定さ 
れ、画面左上に〈>/〉び表示されます。 


指定を選び、フオルダを選択すると、フオルダ内のすべての画像び、 
] 画像1枚で印刷指定されます。なお、解除を選び、フオルダを選択する 
と、フオルダ内の印刷指定びすべて解除されます。 

全画像 

指定を選ぶと、カードに記録されているすべての画像び、]画像]枚 
で印刷指定されます。なお、解除を選ぶと、カード内の印刷指定びすべ 
て解除されます。 


か 


>指定/全画像指定を行ってを、 RAW 画像と動画は印刷指定されません。 

円な目 rid 旨 e で印刷するときは、一度に印刷指定する画像の数を、400画像政 
下にしてください。それじ(上指定すると、すべての画像を印刷でさないこと 
びあります。 


W A 曲 
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o 印巧指定 

□スタングード 
西インデックス 
曰向 

国度番号 


A 印刷指定画像のダイレクトプリント 


印刷指定した画像を、円 ctBrid 旨 e 対応の 
プ U ンターで簡単に印刷することびでさま 
す。 


1印刷の準備をずる 

参 ] 54ページを参照してください。 

『カメラとプ U ンターを接続する』の手順5まで行います。 

2 [ E -] タブの閒刷指定]を選ぶ 

3 [ EP 刷]を選ぶ 

参[印刷] は、カメラとプ U ンターび接続され、印刷でさる状態になって 
いないと表示されません。 

4 [用紙設定]の内容を設定ずる （ P .1 已 6) 

♦ 印刷効果 ( P .158) は必要に応じて設定します。 


II 


[0 K ] を選ぶ 

• 印刷するとさは、必ず用紙サイズの設定を行って<ださい。 

• プ U ンターの機種により、画像番号び印刷できないことびあります。 

• [フチあり] にすると、プ U ンターの機種により、日付びフチにかかることびあ 
ります。 

• 日付の背景び明るいときや、日付びフチにかかるときは、プ U ンターの機種 
により、曰付び薄く印刷されることびあります。 


胃! • [レベル補正] の [手動] は選択できません。 

• 印刷を中止したあとに、残りの画像を印刷するとさは、 [再開] を選びます。た 
だし次のとさは、印刷の再開はでさません。 

-再開する前に印刷指定の内容を変更したり、指定した画像を削除したとさ 
-インデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更したとさ 
-印刷を中断したとさに、カードの空さ容量びかなかったとさ 
• 印刷中に問題び発生したとさは、 ] 日2ページを参照してくださし、。 
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位*パソコンに画像を送る 

カメラとパソコンをつないで、カメラからの操作でカードに記録された画 
像をパソコンに送ることびでさます。この機能をダイレクト画像転送といい 
ます。 

( I カメラとパソコンを接続ずる前に、必ず付属のソフトウェア (EOS 

DIGITAL Solution Disk / CD - ROM ) をパソコンにインス I -- ルし 
て < ださい。 

付属ソフトウェアのインス I ル方法については、別紙の CD-R 日 M ガ 
イドを参照してください。 

画像面送の準備 

1カメラの電源スイッチを 〈 OFF 〉 に 
する 

カメラとパソコンを接続ずる 

参カメラに付属のインターフェースケー 
ブルを使用します。 

♦ カメラ側を接続するとさはプラグの 
〈く0マークび、カメラの前面に向くよ 
うにして、〈々〉端テに差し込みます。 
参パソコンの US 目端テにプラグを差し込 
みます。 




カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にす 
る 

参パソコンに、プ□グラムを選択する画面 
び表示されたときは、 正 0 S Utility ] を選 
びます。 

今パソコンに 圧 0 S Utility ] の画面び表示 
され、カメラの液晶モニターにダイレク 
卜転送画面び表示されます。 
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&パソコンに画像を送る 


QI • [EOS Utility ] の画面び表示されないときは、ソフトウェア使用説明書に □- 
ROM) を参照してください。 

• ケーブルを取り外すときは、カメラの電源を切ってから、プラグの側面を持つ 
て引いて < ださい。 


パソコンに画像を送る 

パソコンに送られた画像は、 [7 イピクチャ] フオルダ、または [ピクチャ] 
フオルダに、撮影曰ごとのフオルダに分けられて保をされます。 


♦ 全画像 


をがレクト齡 の 

ミ綱 

編敞 

酣部ん 
バソ]ンの統 


カードに入っている、すべての画像をパ 
ソコンに送ります。 

参[全画像] を選び 〈な〜 0ボタンを押しま 
す。 

今〈なへ^〉ボタンの青いランプび点滅して、 
画像転送び始まります。 

今転送び終わると点なします。 


W • 動画は静止画に比べてファイルサイズび大さいため、転送に時間びかかりま 
す。 

• 転送中は絶対にケーブルの取り外しを行わないで<ださい。 

• ダイレクト転送画面表示中は、撮影でさません。 
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&パソコンに画像を送る 


[全画像] 似外の項目は、次のようになっています。〈なへ^〉ボタンを押す 
と画像転送び始まります。 


♦ 未転送画像 

パソコンに転送されていない画像を、カメラび自動的に選んで転送し 
ます。 


♦ 送信指定画像 

パソコンに送る画像を指定して、まとめて転送します。画像の指定方 
法は、 ] 7 日ページを参照してください。 


画像を]枚ずつ選んでパソコンに転送し 
ます。終了するときは 〈 MENU 〉 ボタンを 
押します。 


♦ 画像を選んで転送 



♦ パソコンの背景 

画像を選び、転送するとパソコンのデスクトップの背景（壁紙）とし 
て表示されます。終了するときは 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 



胃 • 〈な〜 >〉ボタンを巧す代わりに〈@)〉を巧すと、確認画面び表示されます。 
[0 K ] を選んで〈(§)〉を巧すと転送び始まります。 

• RAW 画像と動画は、壁紙として転送でさません。 
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&パソコンに画像を送る 


mm パソコンに送る画像を指定ずる 


巧ち信柜定 6 

送信里をな 2日化 

Lpi ^] W 訪 誦 


[日|]タブの [送信指定] で、パソコンに 
転送する画像をあらかじめ指定することび 
でさます。 

] 目 9 ページで [送信指定画像] を選ぶと、 
ここで送信指定した画像を転送することび 
でさます。 


♦ 画像選択 



画像を1枚ずつ選んで指定します。〈@)〉 
を押すと、表示されている画像び指定され、 
画面の左上に〈>/〉び表示されます。 

指定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
すと、指定した内容びカードに保存されま 
す。 


参—指定 

指定を選び、フオルダを選択すると、フオルダ内のすべての画像び送 
信指定されます。なお、解除を選び、フオルダを選択すると、フオルダ 
内の送信指定びすべて解除されます。 

♦ 全画像 

指定を選ぶと、カードに記録されているすべての画像び送信指定され 
ます。なお、解除を選ぶと、カード内の送信指定びすべて解除されます。 

W 他のカメラで送信指定した画像を、このカメラに入れて再度送信指定しないでく 
ださい。送信指定されている内容び、意図せずにすベて書さ換えられることびあ 
ります。また、画像の種類により、送信指定でさないことびあります。 

IS 参記録画質 RAW+JPEG で撮影した画像を送信指定すると、 "1 枚"としてカウ 
ントされます。ダイレクト転送を行うと、 RAW 画像、 JPEG 画像とわにパソ 
コンに転送されます。 

• 999画像!^^上を一度に転送するとさは、ダイレクト転送画面で[全画像]を還 
んでください （ P .1 目8)。 
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カメラをカスタ 7 イズする 


カスタム機能でカメラの機能を細かく変更することがでさま 
す。また、現在使用しているカメラの設定内容を、モードダイヤ 
ルの 〈の〉、〈困〉、〈困〉 に登録することができます。 

なお、この章で説明する機能は、 P / Tv / Av / M / B の撮影モー 
ドで設定、 機能します。 








MENU 


カスタム機能の設定方法 I ® 


开巧巧巧取!町ド回 

C.FnI ふ化 _ 

ohn ; 面な 
C . 如皿:が-ドライブ 
C , 扣 IV:Rt •をの巧 
占 スタム 棚 解 CFn ) —難 


[冉 .] を選ぶ 

• く盤〉を回して[.百,]を選びます。 

グループを選ぶ 

♦ 〈類〉を回して C.Fn I 〜 IV のいずれかを 
選び、〈毎)〉を押します。 


カスタム機能番号 




4 


カスタム機能番号を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して設定する機能番号を選 
び、〈毎)〉を押します。 


設定を変更ずる 

♦ 〈類〉を回して設定内容谣号）を選び、 
<©> を押します。 

参手順2〜4を繰り返して、その他のカス 
タム機能を設定します。 

• 画面の下に並んでいる番号で、設定状態 
を確認することびでさます。 


5設定を終了ずる 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 
手順2の画面に戻ります。 


カスタム機能の設定解除 

手順 2 で [カスタム機能に. Fn ) —括解除] を選ぶと、設定されているカスタ 
ム機能びすべて解除されます。 


S1 カスタム機能の一括解除を行っても、[.な C.Fn IV - 己：フオーカシングスクリーン] の設 

定内容は保持されます。 
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MENU 


カスタム機能一覧丽 > EH 


C.Fn I : 露出 

LV 静止画 LV 動画因皿 

1 

露出設定ステップ 

P.174 

〇 

2 

IS 日感度設定ステップ 

〇 1 

3 

に 0 感度拡張 

〇 

4 

ブラケティング自動解除 

〇 


己 

ブラケティング順序 

P.17 己 

〇 


6 

セイフティシフ h 

〇 


7 

Av モード時のスト□ボ同調速度 

〇 



C.Fn II :画像 


1 

長秒時露光のノイズ低減 

P.176 

2 

高感度撮影時のノイズ低減 

3 

高輝度側-階調優先 

P.177 

4 

オートライティングオプティマイヴ 


〇 


〇 


〇 

〇 


C.Fn III : AF - ドライブ 


1 

AF 測距不能時のレンズ動作 

P.178 

2 

レンズ- 快ス トップボタンの機能 

3 

AF フレーム選択方法 

P.179 

4 

スーパーインポーズの表示 

己 

AF 補助光の投光 

6 

三ラーアップ撮影 

P.180 

7 

AF フレームの領域拡大 

8 

AF マイク□アジヤストメント 

P.181 


〇 


に，3, 5有効/※） 


〇 (クイックモード） 


〇 (クイックモード） 


〇 (クイックモード） 


C.Fn IV :操作.その他 


1 

シャツター/ AF - ON ボタン 

P.182 

2 

AF - ON / AE □ツクボタン入替 

3 

SET ボタンの機能 

P.183 

4 

Tv / Av 値設定時のダイかレ回転 

己 

フオーカシングスクリーン 

P.184 

6 

才 U ジナル画像判定用データの付加 

P.18 己 



※：動画モード時無効 

13 a び付いたカスタム機能は、ライブビュー ( LV ) 機能による静止画撮影時、 
または動画撮影時には機能しません（設定び無効になります)。 
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MENU 


カスタム機能で変更でをる内容 I ® ■ 


C.Fn I :露出 


C.Fn 



0 :1/3段 
1:1/2段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正、 AEB 、 スト□ボ調光補正 
などの設定ステップを1/2段ステップにすることびできます。1/3段ス 
テツプの設定では細かすざるといラとさに有効です。 


31フアインダー内と表示ノ（ネルの露出レベル表示は図のよラになります。 

障 2" 墙2 ISO; ロロ 


0:1 /3段 
1:1段 


C.Fn I -3 旧0感度拡張 


0 :しない 
1:する 

に0感度を設定するときに、 ISO 己0相当「1_」と、 ISO ] 2800相当 「 H 1」、 
IS 02 己目00相当 「 H 2」 び選択できるようになります。 



ブラケティング自動解除 


0 :ずる 

電源スイッチ 〈 OFF 〉、 カメラ設定初期化を行うと、 AEB 、 WB - BKT の 
設定び解除されます。また、スト□ボ充電（完了）で AEB の設定び解除さ 
れます。 

1:しない 

電源スイッチ 〈 OFF 〉 を行っても、 AEB 、 WB - BKT の設定び解除されな 
いよラになります（スト□ボ充電完了で AEB は一旦解除されますび、設定 
した AEB レベルは記憶されています)。 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


C.Fn I -5 ブラケティング順序 


AEB の撮影順序と、ホワイトバランスブラケティング撮影時の画像の記録順 
序を変更することびでさます。 

0 : 0一 一-- + 

1: -- ^0一+ 


AEB 

WB ブラケティング 1 

B / A 方向設定時 

M / G 方向設定時 

0 :標準露出 

0 

基準ホワイトバランス 

0 

基準ホワイトバランス 

一：マイナス補正 


ブルー寄りに補正 


マゼンタ寄りに補正 

+:プラス補正 

T " 

アンバー寄りに補正 

T " 

グ U —ン寄りに巧正 


C.Fn I -6 セイフティシフ 


0 :しない 
1:する （ Tv / Av 値） 

シャッター優先 AE ( Tv )、 絞り優先 AE ( Av ) モードで機能します。被 
写体の明るさび急に変化して、適切な自動露出値び得られない場合、設定 
値をカメラび自動的に変更して、適正露出で撮影することびでさます。 


C.Fn I -7 Av モード時のスト□ボ同調速度 


0:自動 

1: 1/200- 1/60秒自動 

絞り優先 AE ( Av ) モードのスト□ボ撮影のとさに、暗い場所でシャッ 
ター速度び自動的に遅くならないようになります。被写体ブレや手ブレを 
防止したいとさに有効です。ただし、被写体はスト□ボ光により適正露出 
になりますび、被写体の背景は暗<なります。 

2 :1/200秒固定 

シャッター速度び]/200秒に固定されるため、]よりを被写体ブレや手 
ブレを防止することびでをます。ただし、暗い場所では]よりを被写体の背 
景び暗くなります。 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


C.Fn II :画像 



0 :しない 


長秒時露光のノイズ低減 


1:自動 

露光時間1秒し: LL で撮影された画像に対し、長秒時露光特有のノイズび検 
出された場合に自動低減処理び行われます。通常は、この [自動] で十分な 
効果び得られます。 

2 :する 

露光時間]秒し:^上で撮影された画像に対し、常に低減処理び行われます。 
[自動] で検出できないノイズびあったときに [ずる] で撮影すると、ノイズ 
を低減でさることびあります。 


II 


• 1, 2設定時は、撮影後、ノイズ低減処 i 里のために露光時間と同じ時間び必要 
となることびあります。なお、低減処理中でわ、ファインダー内の連続撮影 
可能枚数び「1」じ(上のとさは、続けて撮影することびでさます。 

• 2設定時、ライブビュー表示の状態から長秒時露光を行ラと、ノイズ低減処理 
中は、 「BUSY」 び表示され、処理び終了するまでライブビュー表示は行われ 
ません（次の撮影はでさません)。 


高感度撮影時のノイズ低減 


画像に発生するノイズを低減します。すべての ISO 感度で作動しますび、特に 
高に0感度撮影時に有効です。低に日感度撮影時は、低輝度部（暗部）のノイズ 
をさらに低減することびでさます。ノイズの程度に応じて設定を変更します。 

0：標準 


1:弱め 
2 :強め 


3 :しない 


W 2 設定時は、連続撮影可能枚数び大幅にかな<なります。 
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mm カスタム機能で変更でをる内容® 


C.Fn II -3 高輝度側-階調優: 


0 :しない 
1:ずる 

高輝度（八イライト）側の階調表現性び向上します。適正露出（18%グ 
レー）から高輝度限界までの範囲び拡張され、グレーから八イライトまで 
の階調びより滑らかになります。 


か 


1設定時は、通常撮影時より、低輝度部のノイズび若干増えることびあります。 


0 ]設定時は、に0感度の設定範囲びに0200〜目400になります。 

また、表示パネルとファインダー内には、 〈 D +〉 （ダイナミックレンジ拡張）び 
表示されます。 


オートライティングオプティマイザ 


撮影結果び暗い場合や、コントラストび低い場合 
に、明るさ-コントラストをカメラび自動的に補正 
します。 

RAW 画像は、カメラで設定した内容を付属ソフト 
ウェアの Digital Photo Professional で現像する 
際に反映することびでさます。 

0:標準 
1:弱め 

2 :強め 

3 :しない 



♦ 



W • 撮影条件により、ノイズび増えることびあります。 

• マニュアル露出、バルブ撮影のとさは機能しません。 

13全自動 （□/ 画）モードでは、[標準]に自動設定されます。 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


C.Fn III : AF • ドライブ 


C.Fn III -1 AF 測距不能時のレンズ動作 


AF を行ってピントび合わないとさに、続けて AF 動作を行ラかどラかを設定す 
ることびでさます。 

0: サーチ 駆動する 
1:駆動しない 

再測距を行って大ボケ状態になることを防止することびでさます。特に 
大ボケ状態になりやすい、超望遠レンズ使用時に有効です。 


C.Fn III -2 レンズ. AFX トップボタンの機能 

* AF ストップボタンは、手ブレ補正機能付き超望遠レンズに装備されています。 


0 : AF ストップ 

1: AF スタート 

押している間だけ AF び作動します。押している間は、カメラ側操作によ 
る AF 作動は行いません。 

2 : AE □ック 

押すと AE □ックします。ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさ 
に有効です。 

3：測距点任意^自動/自動^中央 

AF フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ AF フレーム自動選択 
になります。 AI ヴーボ AF 作動中に、任意選択した AF フレームで被写体に追 
従でさなくなったとさに有効です。 AF フレーム自動選択時に押すと、押し 
ている間だけ中央の AF フレームび選択されます。 

4 : ワンショッ トニ AI ヴーボ 

ワンショット AF 時に押すと、押している間だけ AI ヴーボ AF になり、 AI 
ヴーボ A 刊寺に押すと、押している間だけワンショット AF になります。移動 • 
停止を繰り返す被写体で、ワンショット AF、AI ヴーボ AF を交互に切り換え 
たいとさに有効です。 

已：手ブレ補正機能作動 

レンズの手ブレ補正機能スイッチび 〈ON〉 のときに、 AF ストップボタン 
を押すと、手ブレ補正機能び作動します。シャッターボタンを半押しして 
を、手ブレ補正機能は作動しません。 
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mm カスタム機能で変更でをる内容® 


C.Fn III -3 AF フレーム選択方法 


0 :通常 

〈因〉ボタンを押したあと、〈东〉または〈滋^/類〉で AF フレームを選 
びます。 

1:マルチコント□ーラーダイレクト 

最初に〈因〉ボタンを押さずに、〈•■糸〉で直接 AF フレームを選ぶことび 
でさます。〈因〉ボタンを押すと自動選択になります。 

2 :サブ電子ダイヤルダイレクト 

最初に〈因〉ボタンを押さずに、〈類〉で直接 AF フレームを選ぶことび 
できます。〈因〉ボタンを押しなびら〈巡0を回すと、露出補正を行ラこ 
とびでさます。 



スー ノ ーインポーズの表示 


1:しない 

ピントび合ったときに、ファインダー内の AF フレームび赤く点なしませ 
ん。点なびわずらわしいとさに設定します。 

ただし、 AF フレーム選択時は点なします。 


C.Fn III -5 AF 補助光の投光 


EOS 用外部スト□ボの AF 補助光の投光を行ラかどラかを設定することびで 
さます。 

0 :ずる 
1:しない 

AF 補助光は投光されません。 

151 EOS 用外部スト□ボのカスタム機能で 、 [AF 補助光のお光] び [しなし リに設定さ 
れているときは、 C.Fn III - 已 -0 に設定してを、外部スト□ボから AF 補助光はお 
光されません。 
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カスタム機能で変更できる内容1 


皿！皿カスタム機旨 [ 


ミラーアップ撮影 


0 :しない 
1:する 

望遠レンズを使用した撮影や、近接（マクロ）撮影で、三ラーの作動に 
よるカメラブレを防止することびできます。ミラーアップ撮影については、 
] 0] ページを参照してください。 


C.Fn III -7 AF フレームの領域拡大 


0 :しない 
1:する 

AI ヴーボ AF +中央 AF フレーム任意選択時に、日つのアシスト測距点 
(P.80) び機能して、合計 7 点で被写体を捉えることびでさます。中央 AF 
フレームの]点だけでは捕捉しにくい、不規則に動く被写体を撮影するとさ 
に有効です。 
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mm カスタム機能で変更でをる内容® 


C.Fn III -8 AF マイク□アジヤストメント 


か通常はこの機能で調整を行う必要はありません。必要な場合のみ調整を 
行ってください。調整により適切なピントで撮影できなくなる恐れびあり 
まずので、十分にま意してください。 

なお、ライブビュー撮影時のライブモード、ライブ V モードの AF 調整はで 
をません。 


C . 而田: AT - ドライブ 垃： 

AF 7 イク□アジ V スト；〇卜 
むしない 

けレンブ-巧班！ ±0 

えレン了ごヒに酣 ±0 


AF によるピント合焦位置を微調整することび 
でさます。調整範囲は、±20ステップ（一:前方 
向/+ :後方向）です。 

] ステップあたりの調整幅は、使用するレンズの 
開放 FNo . によって異なります。 「調整一撮影 

( JL ) 一確認」を繰り返してピント調整を行って 
<ださい。 


] または2を選び 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、登録画面になります。 

<1> ボタンを押すと、登録した内容を一括解除することびでさます。 

0 :しない 

1:全レンズー律調整 

使用するレンズにかかわらず、常に設定量 
分シフトして合焦します。 


2:レンズごとに調整 

レンズの種類（銘柄）ごとに調整を行い、力 
メラに20本まで登録することびでさます。登 
録されたレンズを使用すると、設定量分シフ 
卜 して合焦します。 

すでに20本登録されているとさは、上書さ 
消去するレンズを選びます。 

m • 実際に撮影する環境下で調整を行ラことをおすすめします。より適確なピン 
卜調整を行ラことびでさます。 

• 2設定時に、エクステンダーを使用しているとさは、「レンズ+エクステン 
ダー」の組み合わせで登録されます。 

• カスタム機能の一括解除 （ P .172) を行ってわ、登録した調整内容は保持さ 
れますび、設定は [0: しない] になります。 


C . m 田:が-ドライブ 
AF 7 イク D 巧の M シト 

ま t のレシ了に幻して一巧 


CFn 田:が-ドライブ 
AF 7 イク D 巧林卜;(シト 
EFSOni "1.4 腳 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


C.Fn IV : 操作-その他 


C.Fn IV -1 シャツター/ AF - ON ボタン 


0 :測光- AF 開始 
1:測光- AF 開始/ AFX トップ 

AF 中に 〈 AF - ON 〉 ボタンを押すと、測距を中止します。 

2：測光開始/測光- AF 開始 

移動/停止を繰り返す被写体を撮影するとさに有効です。 AI ヴーボ A 刊寺 
は、 〈 AF - ON 〉 ボタンで AI ヴーボ AF の作動/停止を繰り返すことびできま 
す。露出は撮影の瞬間に決まります。ピントと露出を常に最適な状態にし 
て、シャッターチャンスを待つことびできます。 

3 : AE □ック/測光 • AF 開始 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 〈 AF - ON 〉 ボ 
タンで測光 - AF 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック（露出み定）す 
ることびでさます。 

4：測光. AF 開始/無効 

〈 AF - ON 〉 ボタンは機能しません。 


C.Fn IV -2 AF - ON / AE □ックボタン入替 


0 :しない 
1:する 

〈 AF - ON 〉 ボタンと 〈乂 /み〉ボタンの機能び入れ替わります。 

0 ]設定時に、再生画像をインデックス表示や縮小表示にするとさは、 〈 AF - ON 〉 ボ 
タンを巧します。 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


C.Fn IV -3 SET ボタンの機能 


よく使う機能を、<@>に割り当てることびできます。撮影準備状態で〈@〉 
を押します。 

0 :通常（無効） 

1:記録画質選択 

<@>を押すと、液晶モニターに記録画質設定画面び表示されます。 
〈盗0、〈類〉を回して記録画質を選び、〈@〉を押します。 

2 :ピクチャースタイル選択 

<@>を押すと、液晶モニターにピクチャースタイルの選択画面び表示さ 
れます。〈滋^〉または〈類〉を回してスタイルを選び、〈@〉を押します。 

3 : メニュー表示 

〈 MENU 〉 ボタンと同じになります。 

4：画像の再生 

〈囚〉ボタンと同じになります。 

已：クイック設定画面 

<@>を押すと、クイック設定画面び表示されます。〈潔〉で機能を選 
び、〈類〉または く巡〉 を回して設定を変更します。 

6 :動画撮影（ライブビュ ー) 

メニュー [>= ライブビュー機能/動画機能設定] で、動画撮影 ( P .121) びで 
きる設定になっているときは、撮影準備状態で〈@〉を押すと動画撮影び 
始まります。 


C.Fn IV -4 Tv/Av 値設定時のダイヤル回転 


0 :通常 

1:設定方向を反輯 

シャッター速度、絞り数値設定時のダイヤルによる設定方向を反転させ 
ることびでさます。 

マニュアル露出時は〈盗0〈類〉、それしツ外の撮影モードでは〈盗^〉に 
よる設定方向び反転します。マニュアル露出時と露出補正時の〈類〉によ 
る設定方向び同じになります。 
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mm カスタム機能で変更できる内容® 


フオーカシングスクリーンを交換したときは、適切な露出で撮影するため、使 
用するスク U —ンのタイプに応じて、設定変更を行ってください。 

0 : E 宫 -A 
1: Eg-D 
2 : Eg-S 

フオーカシングスクリーンの特性について 

Eg-A :標準プレシジョンマット 

購入時のカメラに組み込まれている標準フオーカシングスクリーン 
です。ファインダーの明るさと、手動ピント合わせのしやすさをバ 
ランスよく両立しています。 

Eg-D :方眼プレシジョンマット 

Eg - A に方眼線を引いたフオーカシン 
グスクリーンです。構図の垂直•水平 
ミ央めを楽に行ラことびでさます。 


Eg-S :スーパープレシジョンマット 

E 旨 - A よりをピントの山をつかみやすくしたフオーカシングスクリ 
ーンです。手動ピント合わせを主にされている方に有効です。 

U スーパープレシジョンマット E 呂 - S とレンズの開が絞り数値について 

• F 2.8 じ(上の明るいレンズに最適化されています。 

• F 2.8 より暗いレンズを使用すると、標準スク U -ン E 呂 -A 装着時よりもフアイ 
ンダーび暗<なります。 

QI • カスタム機能一括解除を行ってを、設定内容は保持されます。 

• 標準フオーカシングスク U - ンは E 旨 -A ですので、購入時は C.Fn IV - 已 -0 に設 
定されています。 

• フオーカシングスク U - ンの交換方法については、フオーカシングスクリー 
ンの使用説明書を参照して<ださい。 

• C.Fn IV - 已は、カメラユーヴー設定の登録内容 （ P .187) に含まれません。 



C.Fn 


一カシングスク U —ン 
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mm カスタム機能で変更でをる内容® 


C.Fn IV -6 オリジナル画像判定用データの付加 


0 :しない 
1:ずる 

撮影画像に、その画像びオリジナルであるか否かを判定するためのデー 
夕び自動的に付加されます。判定用データび付加された画像を撮影情報表 
示 （ P . 129 ) で再生すると、 〈 a 〉 び表示されます。 

オリジナル画像の判定には、オリジナルデータセキュリティキット OSK - 
E 3 (別売）び必要です。 

0才 U ジナルデータセキュリティキット OSK - ES の画像暗号化•復号機能には、巧 
応していません。 
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MENU 


マイメニューを登録ずる®^ 


設定変更の頻度び高いメニュー機能とカスタム機能を選んで、6項目まで 
登録することびでさます。 





がきえ 

au 

輔卽 I 腺 

7 イツ ニュー からま示 しない 



[マイメニューの設定]を選ぶ 

♦ [★] タブの [7 イメニューの設定]を選び、 

<©> を押します。 

[登録]を選ぶ 

♦ <〇> を回して憧録]を選び、〈©〉を 
押します。 


登録ずる 

参 <〇> を回して項目を選び、〈贷)〉を押 
します。 

• 確認画面で [0 K ] を選び、〈贷)〉を押す 
と登録されます。 

参目項目まで登録でさます。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと手順2の画面 
に戻ります。 


7イメニューの設定にごいて 


参並べ替え 

登録した項目の並び順を変えることびでさます。[並べ替え]を選び、並 
び順を変える項目を選んで〈©〉を押します。[令]び表示された状態 
で〈〇〉を回して並び順を変え、〈贷)〉を押します。 

参削除/全項目削除 

登録した項目を削除することびでさます。[削除]を選ぶと]項目ずつ 
削除、[全項目削除]を選ぶと登録内容びすべて削除されます。 

参マイメニューか5表示 

[する]に設定すると、メニュー画面を表示したときに [★] タブから 
表 7 J \ されます。 
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のカゾラユーザー設定の登録丽— 

撮影モードやメニュー、カスタム機能など、現在カメラに設定されている 
ほとんどの内容を、モードダイヤルの 〈の〉、 〈困〉、〈困〉にカメラユー 
ヴー設定として登録することびでさます。 

1[カメラユーザー設定]を選ぶ 

♦[> :]タブの [カメラ： L — ザー設定] を選び、 

<©> を押します。 


2 瞪録] を 選ぶ 

参 <〇> を回して 階録] を選び、〈贷)〉を 
押します。 

3登録ずる 

参 <〇> を回して登録するポジションを選 
び、〈贷)〉を押します。 

参確認画面で [0 K ] を選び、〈贷)〉を押し 
ます。 

今カメラの設定内容 （ P .190) びモードダ 
イヤルの C * に登録されます。 

カメラユーザー設定の営録解除 

手順2で [登録解除] を選ぶと、登録前の初期設定に戻すことびでさます。 
操作方法は手順3と同じです。 


巧巧!町护围巧厂 i 
バツテリ-倘 
IN の.ボタ：/硫 迅萬 

か舒スト D ボ技巧 
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のカメラユーザー設定の登録® 


登録される設定内容 

♦ 撮影機能 

撮影モード+設定値、 IS 日感度、 AF モード、 AF フレーム、測光モー 
ド、ドライブモード、露出補正量、スト□ボ調光補正量 

♦ メニュー機能 

[ O ’] 記録画質、電子音、カードなしレ IJ ーズ、撮影画像の確認時間、 
周辺光量補正 

[が]露出補正/ AEB 設定、ホワイトバランス、 MWB 画像選択、 W 巨補 
正/ BKT 設定、色空間、ピクチャースタイル 
[日つ八イライト警告表示、 AF フレーム表示、ヒストグラム、スライド 
ショー、巡!での画像送り 

ir ] オートパワーオフ、縦位置画像回転表示、画像番号 
[>=] 液晶の明るさ、センサーク U —ニング（自動ク U —ニング）、ラ 
イブビュー機能/動画機能設定 
[ V ：] INF 日.ボタン表示、外部スト□ボ制御 
[.百,]カスタム機能 


W • マイメニューの設定内容は、登録されません。 

• モードダイヤルび〈の〉、 〈困〉、〈田〉 のときは、メニューの [>; 設定解除] 
と [.な カスタム機能に. Fn ) —括解除]は、選択できません。 

B 1• モードダイヤルび 〈の〉、〈困〉、〈面〉 のときも、ドライブモードやメニュ ー 
などの設定を変更することびでさます。なお、その変更内容を登録したいと 
さは、前ページのカメラユーヴー設定の登録操作を行つてください。 

•〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、 〈田]〉、 〈田〉、 〈困〉 に登録されている撮影モードを 
確認することびでさます （ P .190)。 
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資料 


撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの 
紹介などを行っています。また、章の最後には索引を設け、知り 
たいことが見つけやすいよラになっています。 




INFO . 設定が態のお認 

撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、「カメラ設定の内容」の画面と、 
「撮影機能の設定状態」の画面を表示することびでさます。 

「撮影機能の設定状態」び表示されているとさは、液晶モニターを見なび 
ら撮影機能の設定を行うことびでさます。 



「カメラ設定の内容」と r 撮影機能の 
設定状態」を表示ずる 

参 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

今ボタンを押すたびに表示び変わります。 

どち5か1つだけを表示ずる 

• [ V ：] タブの [ INFO . ボタン表示] を選び、 

<©> を押します。 

• 访メラ設定] または [撮影機能] を選び、 
<©> を押します。 


カメラ設定の内容 


C 1 ：P CZ:P C 3 :P — I 

色空間 

SRGB 

WB 補正/日 灯設定 

0,日/±0 

も； M 度 

5200 □ —— 

「&1 分 

<んする〇画 


括X - 

[撮影可能巧致]空き容雲 - J 

团に 63]1, 犯別 

— 

1_ 

■08/09/17 13:10- 


モードダイヤルの、困、困に 
登録されている撮影モード 

( P .76) 

(P.68 、 69) 

( P .67) 

縦位置画像回転表示 （ P .146) 
転送失敗画像あり* 

( P .29、 己己） 

曰付/時刻 ( P .42) 


-才ートパワーオフ （ P .44) 


ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 4 使用時に、転送失敗画像びあるとさの 
み表示されます。 
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INFO . 設定状態の確認 


撮誘機能の設定状態 


AE □ック 
絞り数値—— 
シャツター速度 一！ 

露出レベル/一 
AEB レベル 


—ピクチャースタイル 
に0感度 

I - 高輝度側-階調優先 


撮影モードー 
AF フレームー 
記録画質- 
クイック設定 マークー 


1/125 F 5.6 * 

mm Dt 

*2 1 -P. ‘1 


Tv 'll 

•主 阻 

か時 

ぶ 誦励 

JL ONE SHCfl Qi 

与:範巧 

56 [263] 


電池チェックー I 
ホワイトバランス補正- 


ー スト□ボ調光補正 
一 測光モード 
ー ドライブモード 
一撮影可能枚数 
ー ホワイトバランス 
- AF モード 
連続撮影可能枚数 


♦ 〈を〉をまっすぐに押すと、クイック設定画面 ( P .38) になります。 

参〈じ〇•阻〉、 〈 AF ’ DRIVE 〉、 〈图 ’ WB 〉、 〈回〉 ボタンを 押す と、 液晶 モニ 
ターに設定画面び表示され、く 巡〉 または 〈類〉 で設定を行ラことびで 
きます。 AF フレームは 〈ミ も〉で選択することをできます。 



0「撮影機能の設定状態」の画面び表示された状態で電源を切ると、次に電源を入 
れたときに同じ画面び表示されます。解除するときは、 〈 INFO .〉 ボタンを巧して液 
晶モニターに画面び表示されていない状態で電源を切ります。 
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MENU 


電池情巧を巧認ずる 


使用している電池の状態を画面で確認することびでさます。また、バッテ 
U —パック LP - E 目には固有の番号（シ U アル番号）び記録されているため、 
複数の電池をカメラに登録することびでさます。この機能を利用すると、手 
元にある登録済みの電池の残容量や、使用履歴を画面で確認することびでさ 
ふ9 〇 


r 'I 一 巧巧)町ん:お〇 NH 
d " ッテリ- 祝 ! 

INFO . ポ把まをあ落 
か狀卜□柳 
が巧-ヴ-駆 


[バッテリー情報]を選ぶ 
• が]タブの[バッテリー情漸を選び、〈©〉 
を押します。 

-► 電池情報の画面び表示されます。 


電池位置 

I_ 


バツテリ-刪 

imaaiiEi 

© LP - E 6 - 



バツテ U — 廷宮 a 

••か口 wi - 

極9战 

巧 お回致 

かル ffip 

巧 


■II 


使用している電池、または家庭用電源の型式び 
表示されます。 


J 「残量び、電池チェック表示 （ P .28) とともに、 
I ] %単位で表示されます。 


-使用している電池で撮影した回数び表示され 
ます。充電を行ラと回数び U セットされます。 

-電池の劣化状態び3段階で表示されます。 

III (緑）：劣化していません 

■ (緑）：かし劣化しています 

■ (ホ）：電池の買い換えをおすすめし 


ます 


W バッテリーパック LP - E 日政外の電池は使用しないでください。カメラ本来の性能 
を発揮でさない恐れや、故障の原因になることびあります。 

Bl •バッテ U - グリップ BG - E 日に、バッテリーパック LP - E 日を2個入れたとき 
は、2個分の電池情報び表示されます。 

• バッテ U - グリップ目 G - E 6 に単3形電池を使用したときは、電池チェック表 
示の情報のみ表示されます。 

• 何らかの原因で電池と通信でさないとさは、表示パネルとファインダー内の 
電池チェックび〈亡つ〉の表示になります。[バッテリーと通信できません]と表 
示されますび、 [0 K ] を選ぶとそのまま撮影でさます。 
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皿!皿電池情報を確認する 


電池をカメラに登録する 

バッテ IJ - パック LP-E6 を最大目個までカメラに登録することびできま 
す。複数の電池を登録するとさは、電池ごとにし U 下の操作を行ってください。 



〈IN 阳.> ボタンを押す 

♦ バッテ IJ 一情報の画面び表示された状 
態で、 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

今使用履歴画面び表示されます。 

今登録されていない電池は灰色で表示さ 
れます。 



1 


[登録]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [登録] を選び、〈毎)〉を 
押します。 

吟確認画面び表示されます。 


啊テリ-刪 

ま登親 D バツテリ-欄在 
登婦します 


车ンむレ I 0 K I 


[0K ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈@)〉を 
押します。 

-► 電池び登録され、使用履歴画面に戻りま 
す。 

今表示び灰色から白色に変わります。 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、バッテ U - 
情報の画面に戻ります。 


0 • バッテリーグリップ BG - E 日に単3形乾電池を装填しているときや、電源に AC 
アダプターキット ACK - E 6 を使用しているときは登録できません。 

•すでに電池び日個登録されているときは、 [登録] は選べません。]9已ページ 
を参照して、不要な電池情報を削除してください。 
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El 皿電池情報を確認する 


電池のシリアル番号び一目でねかるよ5にずる 

登録したバッテ IJ ーパック LP - E 6 のシ IJ アル番号を、市販のシールなど 
に書さ留めて、すべての電池に貼り付けておくと便利です。 



シリアル番号をシールに書き留める 

♦ 使用履歴画面に表示されたま号を、横 
25 mm x 縦] 5 mm 程度のシールに書 
さ留めます。 



電池を取り出しシールを貼り付ける 

♦ 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

参電池室ふたを開けて、電池を取り出しま 
す。 

• 図の位置（接点びない面）にシールを貼 
り付けます。 


参この手順を繰り返して、すべての電池の 
シ U アル番号び一目でわかるよラにし 
ます。 


W 手順2の図攻外の位置にシールを貼り付けないでください。電池び入れにくく 
なったり、電源び入らなくなることびあります。 
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mm 電池情報を確認する 


登録済みで使用していない電池の巧容量の確認方法 

手元にある（現在使用していない）電池の残容量や前回使用した曰を、画 
面で確認することびでさます。 


シ U アル番号前回使用曰 
_I_I_ 


バッテリ-巧巧 

幻が la 巧讯ぶ06/の/化 
が]2抽€ C ^36% 迎 OS / の"6 
脚極 ㈱ 

91397 aOO のの/の /I g 

e 25 C 1301 極 7 化 2 觀顯 9 


残容量 


シリアル番号を照合ずる 

参使用履歴画面の内容と、電池に貼り付け 
たシールのシ U アル番号を照合します。 
今手元にある電池のおおよその残容量や、 
前回使用した曰を確認することびでさ 
ます。 


登録した電池情報を消去する 

1 [情報消ま]を選ぶ 

参 ] 93ぺージの手順2で [情報消ま] を選び、 <©> を押します。 


2 消去する電池を選ぶ 

• <〇> を回して消去する電池を選び、〈©〉を押します。 
今<>/>び表示されます。 

• 他に消去したい電池びあるとさは、繰り返します。 

3 < 1 > ボタンを巧ず 

呼確認画面び表示されます。 

4 [0K ] を選ぶ 

参 <〇> を回して [0 K ] を選び、〈贷)〉を押します。 

電池情報び消去され、手順1の画面に戻ります。 
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家庭用電源を使。ずる 

AC アダプターキット ACK - E 6 (別売）を使うと、家庭用電源を使用して 
電池の残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 



DC カプラーの プラグを接続する 

参 DC カプラーのプラグを、 AC アダプター 
のソケットに接続します。 



2 



電源コードを接続ずる 

♦ 電源コードを図のよラに接続します。 

• 使い終わったら、プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 

コードを溝にはめ込む 

参 DC カプラーのコードを傷つけないよラ 
に、ていねいにはめ込みます。 



通し部 


DC カプラーを入れる 

参ふたを開け、 DC カプラーコード通し部 
のカノ（一を開さます。 

参 DC カプラーを□ック位置までしっかり 
と入れ、コードを通し部に入れます。 

• ふたを閉じます。 


W カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 または い') にしたまま、電源コードの抜さ差 
しを行わないで<ださい。 
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曰付/時計機能用電池を交換ずる— 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約日年です。電 
源を入れたとさに、曰付/時刻び U セットされるようになったら、新しい 
CR 1616 IJ チウム電池を次の手順で交換してください。 

日付/時刻び巧期化されまずので、必ず再設定してください （ P .42)。 


1電源スイッチを 〈OFF> にずる 



2電池ホルダーのねじを取り外ず 

♦ ル型のプラスドライバーを使用します。 
参取り外したねじは、なくさないようにを 
意してください。 



電池ホルダーを取り外ず 

♦ 電池は③の方向に押し出します。 



W 日付/時計機能用電池は、必ず CR 1616 U チウム電池を使用してください。 
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撮露機能の組み合わせ一覧 

•:自動設定〇;還択可能 a :還択不 E 


モー ドダイヤル 

□ 

画 

P 

Tv 



〇 

記録画質 

JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

D 

RAW 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

RAW + JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

旧 0 感度 

自動設定 

• 

• 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

手動設定 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

ピクチャー 

スタイル 

スタンダード 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

ポートレート 


〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

風景 


〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

ニュートラル 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

忠実設定 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

モノクロ 


〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

ューヴー設定 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

ホワイト 

バランス 

オー ト W 目 

• 

• 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

プ U セツト W 目 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

マニュアル W 目 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

色温度指定 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

W 目補正 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

W 目ブラケティング 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

色空間 

sRG 巨 

• 

• 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

Adobe RGB 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

オートライティングオプティマイザ 

• 

• 

〇 

〇 

〇 

■ 

■ 

周辺光量補正 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

長秒時露光のノイズ低減 



〇 

〇 

〇 

D 

D 

高感度撮該時のノイズ低減 

参 

• 

〇 

〇 

〇 

D 

D 

高輝度側-階調優先 



〇 

〇 

〇 

D 

B 






撮影機能の組み合わせ一う 



W 国国国国国国国■国国国国国 







メニュー機能一覧 K 


CM ' 撮影1啸） 参照頁 


記録画質 

ML / ML / MM / MM / MS/MS 

已4 

(^3 / 5 ES 3 1 / 5 ES 3 2 

電子音 

入/切 

- 

力ードな しレ U —ス 

する/しない 

29 

撮該画像の確認時間 

切/2秒/4秒/8秒/ホールド 

]4已 

周辺光量補正 

する/しなし、 

70 


Cl = 撮影2 ( ホ) 


露出補正/ AEB 設定 

1/3段ステップ、+2段 

97 

ホワイトバランス 

SEE / 朱/ 6 k / A / ホ/:端/ 

口に已00〜1000 0) 

6已 

MWB 画像選択 

ホワイトバランスの手動設定 

66 

WB 補正/ BKT 設定 

W 目補正：ホワイトバランス補正 

WB-BKT :ホワイトバランスブラケティング 

68 

69 

色空間 

sRG 目 / Adobe RGB 

76 


巨到スタンダード/區空]ポートレート/ 

已9 

ピクチャースタイル 

医□風景/巨到ニュートラル/區密忠実設定/ 

1 


医通]モノク □/ 巨 3] ユーヴー設定1〜3 

64 

ダストデリートデータ 
取得 

ゴ S 消し処理するためのデータを取得 

149 


日-再生1情) 


画像プ□テクト 

画像の保護 

141 

画像回転 

画像の縦横回転 

134 

画像消ま 

画像の消去 

142 

EP 刷指定 

印刷する画像を指定 （ DP 0 F ) 

163 

送信指定 

パソコンに送信する画像を指定 

170 

外部メディアへの 
バックアップ 

WFT - E 4 (別売）経由、 

外部メディア使用時に表示 

- 


S 1 G □の項目は、全自動 （□/ 回）モードでは表示されません。 
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メニュー機能一覽 


日=再生2清） 参照頁 


八イライト警告表示 

しない/する 

129 

AF フレーム表示 

しない/する 

129 

ヒストグラム 

輝度/ RGB 

130 

スライドシヨー 

再生内容/再生間隔/リピートを設定して 
自動再生 

]3 已 

巡!での画像送り 

1 枚/ 10 枚/ 100 枚/ 1 画面/撮影曰/ 

フオルダ/動画/静止画 

132 


^^’機能設定！（黄) 


才ートパワーオフ 

1 分/ 2 分/ 4 分/ 8 分/ 15 分/ 30 分/切 

44 

縦位置画像回転表示 

する〇国/する国/しない 

146 

カード初期化 

記録内容を初期化して消去 

43 

画像番号 

通し番号/オート U セット/強制リセット 

74 

フオルダ選択 

フォルダの作成と還択 

72 

WFT の設定 

WFT-E4 (別売）装着時に表示 

- 

記録機能と 
メディア選択 

WFT-E4 (別売）経由、 

外部メディア使用時に表示 

- 


V 機能設定2 (黄) 


液晶の明るさ 

自動： 3 段階の明るさ調整 
手動： 7 段階の明るさ調整 

144 

日付/時刻 

曰付（年/月/曰）/時刻（時/分/秒）の設定 

42 

言語 

2 已言語 

42 

ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

139 

セン サーク U —ニ ング 

自動クリーニング：する/しない 

148 

今すぐク U —ニング 

手作業でク U —ニング 

] 已] 

ライブビュー機能/ 

動画機能設定 

LV 機能設定静音撮影/測光タイマー 

108 

グ U ッド/ AF モード/動画記録サイズ/録音 


〈□/画〉モードのときは、項目び[動画撮影]に変わります。 
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メニュー機能一 覧 


r ： 機能設定3 (黄） 参照頁 


バッテリー情報 

型式、残容量、撮影回数、劣化度、電池の登録、 
使用履歴確認 

192 

INFO . ボタン表示 

通常/カメラ設定/撮影機能 

190 

が部スト□ボ制御 

スト□ボ機能設定/スト□ボカスタム機能設定/ 
スト□ボカスタム機能一括解除 

] 〇已 

カメラ ユーザー 設定 

モードダイヤル のの、困、面に 現在の 
カメラ設定を登録 

187 

設定解除 

カメラ設定初期化/著作権情報の消去 

4已 

フアーム ウェア 

ファームウェア変更時に選択 

- 


.百，カスタム機能（精) 


C.Fn 1 :露出 

カメラの機能を細かく設定する 

174 

C.Fn II : 画像 

176 

C.Fn III : AF - ドライブ 

178 

C.Fn IV : 操作-その他 

182 

カスタム機能 （ C . Fn ) 

一括解除 

カスタム機能をすべて解除 

172 


★ マイメニユー （緑） 

[_ マイメニューの設定 よく使うメニュー機能やカスタム機能を登録 1^861 
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巧障かな？とちえる前に 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にしてカメ 
ラをチェックしてください。なお、チェックしてを状態び改善しないとさ 
は、月 Ij 紙の修理受付窓□にご相談ください。 


電源関連 


付属の巧電器で電池が充電でをない 

参キヤノン純正のバッテ IJ ーパック LP-E6 を使用してください。 

充電器のランプび高速点滅する 

参 （1) 充電器または電池に異常び発生した場合や、 （2) 電池と通信でさ 
ない場合（純正似外の電池使用時）は、保護回路び働さ充電び中止さ 
れ、オレンジ色のランプび等間隔で高速点滅します。 （1) の場合は、 
充電器のプラグをコンセントから抜さ、電池の取り外し/取り付けを 
行ってから、2〜3分後にをう一度コンセントに差し込んでください。 
改善しない場合は故障ですので、修理受付窓□にご相談<ださい。 

充電器のランプび点滅しない 

参充電器に取り付けた電池の内部温度び高い場合は、安全のため充電を 
行いません（消な）。また、充電中何らかの原因により、電池び高温 
になった場合は、自動的に充電を停止します（点滅継続）。なお、電 
池の温度び下びると自動的に充電び始まります。 

電源スイッチを 〈ON〉 にしてもカメラび作動しない 

参電池びカメラにさちんと入っているか確認してください （P.26)。 

• 電池を充電して<ださい （P.24)。 

• 電池室ふたび閉まっているか確認してください （P.26)。 

参カードス□ットカバーび閉じているか確認してください （P.29)。 

電源スイッチを 〈OFF〉 にしてもアクセスランプび点滅する 

参カードへの画像記録中に電源を切ると、数秒間はアクセスランプび点 
な/点滅します。画像記録び終了すると、自動的に電源び切れます。 
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故障かな？と考える前に 


電池の消耗び早い 

参フル充電した電池を使ってください （ P .24)。 

参電池の性能び劣化している可能性びあります。メニューバッテリー 
情報]で電池の劣化状態を確認してください ( p . l 92) o 劣化している 
場合は、新しい電池をお買い求めください。 

参クイック設定画面を表示したままにしたり （ P .38)、 ライブビュー撮 
影を長時間行ラと （ P .1 日7)、撮影可能枚数び少なくなります。 

電源び勝手に切れる 

参オートパワーオフ機能び働いています。自動的に電源び切れないよう 
にしたいときは、メニュ ー |>■才ートパワーオフ]を[切]にしてくださし、 


撮影関連 


撮影-記録びでさない 

参カードび正しくセットされているか確認してください ( p .29 )o 

参カードの空さ容量びない場合は、空さ容量のあるカードに交換する 
か、不要な画像を消去してください （ P .29、 ]42)。 

参ワンショット AF でピント合わせしたとさに、ファインダー内の合焦 
マーク〈•〉び点滅するとさは撮影でさません。をう一度シャッター 
ボタンを半押ししてピントを合わせなおすか、手動でピントを合わせ 
てください （ P .35、 84)。 

画像びボケて写っている 

参レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 AF 〉 にしてください （ P .31)。 

参手ブレを起こさないように、シャッターボタンを静かに押してくださ 
し飞 （ P .34、 35)。 

参手ブレ補正機能を搭載したレンズは、手ブレ補正スイッチを 〈ON〉 
にして撮影してください。 
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故障かな？と考える前に 


カードび使えない 


参 カードのトラブルに関するメッセージび表示されたとさは、3日ペー 
ジ、または2日9ページを参照してください。 

連続撮影可能枚数び少な < なる 

参 [.百. C.Fn II -2: 高感度撮影時のノイズ低減] を [標準/弱め/しなし、] のいずれか 

に設定してください。 離め] に設定されているときは、連続撮影可能 
枚数（バースト枚数）び大幅に少なくなります （ P .17 目)。 

参 芝生など細かいパターンの被写体を撮影すると、]枚あたりのファイ 
ルサイズび大さくなり、実際に連続撮影でさる枚数び、55ページに 
目安として示した連続撮影可能枚数よりかなくなることびあります。 

旧0100に設定でをない 

参 [.百, C.Fn II -3 : 高輝度側•階調優先] び [する] に設定されているときは、 
IS 日感度の設定範囲び IS 日2日日〜64日日になります。 [しなし リに設定 
すると、すべての IS 日感度び設定できるようになります ( p . l 77 )o 

〈 Av 〉 モードでスト □ ボ撮影すると、シャッター速度び遅くなる 

参 夜景などを背景にした暗い場所で撮影すると、を被写体を背景を適 
正露出となるように、自動的にシャッター速度び遅くなります（ス 
□ーシンク□撮影)。シャッター速度び遅くならないようにするとさ 

は、[.百, C.Fn 1-7: Av モード時のスト□ボ同調速度] を、 ] または2に設定 

してください （ P .17 己）。 

スト□ボび発光しない 

参 カメラにスト□ボ（またはシンク□コード）びしっかり取り付いてい 
るかどラか確認してください。 

参 ミ凡用スト□ボを使用してライブビュー撮影を行ラとさは、 [静音撮影] を 
[しない] に設定してください （ P .1 日4)。 
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故障かな？と考える前に 


ストロボびいつもフル発光する 

参 EX シ U —ズスピードライト似外のスト□ボを使用すると、常時フル発 
光します （ P .1 日3)。 

参スト□ボカスタム機能の [調光ち式] び [TTL (自動調光)] に設定されて 
いると、常時フル発光します （ P .1 日目)。 

スト□ボ調光補正びでさない 

参スト□ボ側で調光補正量び設定されているとさは、カメラで補正量の 
設定はでさません。スト□ボ側の設定を解除（ゼ□に設定）すると、 
カメラで設定でさるようになります。 

ライブビュー撮影びできない 

参ライブビュー撮影を行ラとさは、メモ U —カードを使用してください 
(八ードディスクタイプのカードの使用はおすすめでさません)。八一 
ドディスクタイプのカードは、メモ IJ 一力ードよりを使用可能温度び 
低いため、八ードディスクを保護する機能び作動して、ライブビュー 
撮影び一時的にでさなくなることびあります。カメラ内部の温度び下 
びると、ライブビュー撮影びでさるようになります ( p.l 12)0 

ライブビュー撮影時にシャッター速度、絞り数値、旧0感度を設定し 

た静止画撮影びでさない 

• [画面表示設定] を [静止画用] または [露出シミュレーシヨン] に設定して 
ください ( P .109 )o 

動画撮影び勝手に終了する 

参書さ込み速度び遅いカードを使用すると、動画撮影び自動的に終了す 
ることびあります。実際の書さ込み/読み取り速度び8 M 目/秒似上の 
カードを使用してください。なお、書さ込み/読み取り速度について 
は、力ードメーカーのホームぺージなどで確認してください。 

参動画撮影を開始してからファイルサイズび 4 G 日に達した時点、または 
29分59秒経過すると、動画撮影び自動的に終了します。 
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故障かな？と考える前に 


動画を再生すると操作音や作動音びする 

参動画撮影中にダイヤル操作やレンズ操作を行ラと、その操作音を録音 
されます。市販のマイクの使用をおすすめします （ P .123)。 


表示-操作関連 


液晶モニターの表示-画像が不鮮明になる 

♦ 液晶モニターに3ミやほこりび付いているとさは、眼鏡ふさや、やわ 
らかい布などでふいてください。 

• 低温下、または高温下では、液晶の特性上、表示反応び遅くなったり、 
表示び黒くなったりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示 
されるよラになります。 

メニユー画面に表示されるタブや項目び少ない 

参全自動 （ a / 画）モードでは一部のタブや項目は表示されません。撮 
影モードを P / Tv / Av / M/B にしてください （ P .4 日)。 

画像の一部び黒<点滅する 

参メニユー [日 = 八イライト警告表示] び [する] に設定されています 
( P .129)。 

画像にホい枠び表示される 

♦ メニユー [日= AF フレーム表示] び [する] に設定されています （ P .1 29)。 

画像を消去でをない 

参画像にプ□テクトびかかっていると消去でさません （ P .141)。 

ファイル名の巧頭文字びアンダーバー （ r _ MG 」） になる 

参色空間を sRG 目に設定してください。 Adobe RG 巨に設定されている I 
ときは、先頭文字びアンダーバーになります （ P .76)。 
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故障かな？と考える前に 


画像番号び0001か5始ま5ない 

参画像び記録されているカードを使用すると、その画像に付けられた 
番号の続さま号になることびあります ( p .74 )o 

撮影年月日/時刻び正しく表示されない 

参曰付/時刻び正しく設定されているか確認してください （ P .42)。 

テレビに画像び表示されない 


参ステレオビデオケーブル、または HDMI ケーブルのプラグび根元まで 
しっかりと差し込まれているか確認してください （ P .139、 ]4日)。 
参ビデオ出力方式 (NTSC/PAL) をテレビと同じ方式に設定してくだ 
さい （ P .2 日 1)。 

参付属のステレオビデオケーブルを使用してください （ P .139)。 


印刷関連 


印刷効果の項目び説明書より少ない 

参表示される内容は、プ U ンターの機種により異なります。本書ではす 
ベての項目を記載しています ( p . l 58 )o 
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エラー表巧 


エラー 番号 


1〇£ラどレ:^:ての a 恒不自です • 
レンスの g なをちおして 
くだ加 


原因-対処方法 


カメラに異常び発生すると、エラー画面び 
表示されます。表示される内容に従って対応 
して < ださい。 

エラー状態から復帰させるときは、電源ス 
イッチの 〈 OFF 〉 一 〈 ON 〉、 または電池の出 
し入れを行ってください。 

エラー日2 (カードのトラブル）び表示され 
たとさは、カードの抜さ差し、または初期化で 
正常に戻ることびあります。 


頻繁に エラー 画面び表示され ると きは故障でずので、 エラー 番号を控えて 
別紙の修理受付窓□にご相談ください。 


番号 

メッセージ/巧処方法 

01 

カメラとレンズの通信不良です。レンズの接点を清掃してください 

今カメラ/レンズの接点清掃、純正レンズを使用する、カメラ-レンズの 
点検•修理 （ P .13、 1目、裏表紙） 

02 

カードに問題があります。カードを交換してください 

今力ード抜き差し、力ード交換、力ード初期化 （ P .29、43) 

04 

カードがいっぱいになったため、記録でをませんでした。カードを交換し 
て < ださい 

今カード交換、不要画像の消去、カード初期化 （ P .29、 142、 43) 

06 

セルフクリーニングセンサーユニットが壊れています。サービスセンター 
で修理してください 

今電源スイッチ操作、カメラの点検•修理 （ P .27、 裏表紙） 

10, 20 
30, 40 
已0, 60 

70, 80 

撮影できません。電源スイッチの 〈OFF〉 一 〈ON〉、 またはバッテリー 
を入れなおしてく ださい 

今電源スイッチ操作、電池出し入れ、純正レンズを使用する、カメラ•レ 
ンズの点検-修理 （ P .27、 26、裏表紙） 
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システム回 
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システム図 

























































































主な仕様 

■型式 

型式 . デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 . CF カード（タイプし II 準拠、 UDMA 対応） 

撮像画面サイズ . 約3日 X 24 mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群に F - S レンズを除く） 

(有効撮影画角は、レンズ表記焦点距離の等倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

形式 . CMOS センサー 

カメラ部有効画素 . 約 2] ]0万画素 

アスペクト比 . 3 : 2 

ダスト除去機能 . 自動/手動/ダストデ U —トデータ付加 

■記録形式 

記録フオーマット . DCF 2.0 

画像タイプ . JPEG . RAW ( Mbit キヤノン独自） 

RAW + JPEG 同時記録可能 

記録画素数 . ラージ：約 2] 00万（已目]目 X 3744) 画素 

ミドル：約…0万 (4080 X 2720) 画素 
スモー J レ：約已20万 （2784 X 18已目）画素 
RAW :約 2] 00万（已 6] 6 X 3744) 画素 
sRAWl :約]000万 (3861 X 2已 74) 画素 
SRAW 2 :約已20万 （2784 X 18 已目）画素 
フオルダ作成/還択 . 可能 

■画像処理 

ピクチャースタイル . スタンダード、ポートレート、風景、ニュートラル、忠実設 

定、モノクロ、ユーヴー設定]〜3 

ホワイトバランス . オート、プリセット（太陽光、曰陰、くちり、白熱電球、白 

色お光灯、ストロボ)、マニュアル、色温度指定 （2 已〇〇〜 

10000 K) 

ホワイトバランス補正、ホワイトバランスブラケティング可 
能 

* 色温度情報通信対応 

ノイズ低減 . 長秒時露光、高感度撮影に対応可能 

画像の明るさ自動補正 ...... オートライティングオプティマイヴ機能により対応 

高輝度側•階調優先 . 可能 

レンズ周辺光量補正 . 可能 
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主な仕様 


■ファインダー 

ち式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとを約98% 

倍率 . 約0 .7] 倍（已 0mm レンズ • 〇〇 .-im—]) 

アイポイント . 約 2] mm (- 1時/接眼レンズ中むから） 

視度調整範囲 .一3.0 〜 +].0m-] (dpt) 

フォーカシングスク U —ン...交換式（別売2種類)、 E 旨 - A 標準装備 

ミラー . クイック U ターン式 

被写界深度確認 . 可能 

■オートフォーカス 

方式 .TTL 二次結像位相差検出方式 

測距点 . 9点、およびアシスト測距点日点 

輝度範囲 .EV-0. 已〜18 (常温•に 0] 0 0) 

フォーカスモード . ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF 、 AI フォーカス AF 、 手動 

( MF ) 

AF 補助光 .EOS 用外部スト□ボの AF 補助光による 

AF 微調整 .AF マイク□アジャストメントにより対応 

■露出制御 

測光方式 . 3已分割 TTL 開放測光 

•評価測光（すべての AF フレームに対応） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約8%) 

-スポット測光（中央部-ファインダー画面の約3.已％) 

-中央部重点平均測光 

測光範囲 .EV1 〜20 (常温- EF 已 0mm F1.4 USM 使用-に 0] 0 0) 

露出制御方式 . プ□グラム AE (全自動、ク U エイティブ全自動、プ□グラ 

ム)、シャッター優先 AE、 絞り優先 AE、 マニュアル露出、 
バルブ 

に0感度 . 全自動、ク U エイティブ全自動： IS 日] 00〜3200自動設定 

(推奨露光指数） P, Tv, Av, M, 目： ISO 100〜日400任意設定 （1/3 段ス 

テップ)、自動設定、および ISO 已0 (L)、 
ISO] 2800 (川）、13025600 (H2) 
の感度拡張び可能 

露出巧正 . 手動、 AEB (手動露出補正との併用可能） 

補正量：1/3、1/2段ステップ+2段 

AE □ック . 自動：ワンショット AF • 評価測光時、合焦と同時に AE 

□ック 

手動： AE □ックボタン巧しによる 
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主な仕様 


■シャッター 

形式 . 電子制御式、フォーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/8000〜30秒、バルブ（すべての撮影モードを合わせて) 

X = 1/200秒 

■ドライブ関係 

ドライブモード .] 枚撮影、連続撮影、セルフタイマー] 0秒 / U モコン、セ 

ルフタイマー2秒/リモコン 
連続撮影速度 . 最高約 3.9 コマ/秒 

連続撮影可能枚数 . JPEG ラージ/ファイン：約78枚（約3]0枚） 


RAW :約13枚（約14做 

RAW + JPEG ラージ/ファイン：約8枚（約8枚） 

当社試験基準 2 GB カードを使用し、当社試験基準 
( ISO 100.ピクチャースタイル：スタンダード設定時） 

で測定 

* () 内の数値は、当社試験基準 Ultra DMA ( UDMA ) 対応 
2 G 目カード使用時の枚数 


■外部スト□ボ 

対応スト□ボ . EX シ U - ズスピードライト 

調光方式 . E - TTLII 自動調光 

スト□ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ+2段 

FE □ック . 可能 

シンク□端テ . あり 

■ライブビュー撮影機能 

撮影モード . 静止画撮影、動画撮影 

フォーカス . クイックモード(位相差検出方式） 

ライブモード/ライブ顔優先モード（コントラスト検出方 
式） 

手動ピント合わせ（已倍/10倍拡大確認可能） 

測光方式 . 撮像素子による評価測光（静止画）/中央部重点平均測光 

風画） 

測光範囲 . EV 0 〜20 (常温- EF 已 0 mm F 1.4 USM 使用- 

に 0] 0 0) 

静音撮影 . 可能（静止画撮影） 

動画 . MOV 徊像： H .2 日4、音声： U ニア PCM ) 

記録サイズ：1920 X 1080 (Full HD )、 

640 X 480 ( SD ) 

連続撮影時間 ： Full HD 約] 2分、 SD 約24分 
* 当社試験基準 4 GB カード使用時 
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主な仕様 


■液晶モニター 

形式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ/ドット数 ....... 3.0型/約92万ドット （ VGA ) 

視野率 . 約] 000/〇 

明るさ調整 . 自動（暗め/標準/明るめ)、手動 （7 段階） 

メニュー表示言語 . 2已言語 

■再生機能 

画像表示形式 .] 枚、]枚+情報（記録画質、撮影情報、ヒストグラム） 

4枚インデックス、9枚インデックス、画像回転可能 
拡大ズーム倍率 . 約].已〜10倍 

画像表示検索 . 1枚/10枚/100枚/1画面/撮影曰/フォルダ/動画/静止 

画 

八イライト警告 . 八イライト部分点滅表示 

動画再生 . 可能（液晶モニター、映像/音声出力、 HDMI 出力） 

スピーカー内蔵 

■ダイレクトプリント機能 

対応プ U ンター . 円 ct 目 ridge 対応プ U ンター 

印刷対応画像 . JPEG 画像、 RAW 画像 

印刷指定 . DPOF ノ（ージョン].1準拠 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 2已種 

カメラユーヴー設定 . モードダイヤルの C 1、 C 2、 C 3 に登録 

マイメニュー登録 . 可能 

■インターフェース 

デジタル端テ . パソコン通信/ダイレクトプ U ント用 （ Hi-Speed USB ) 

映像/音声出力端子 . 03.已 mm ステレオミニジャック （ NTSC / PAL 切り換え 

可能） 

HDMI ミニ出力端子 . タイプに（解像度自動切り換え） 

外部マイク入力端テ . 03.已 mm ステレオミニジャック 

U モコン端子 . N 3タイプの U モコンに対応 

ワイヤレスリモコン . U モートコント□-ラー RC -1 、 RC - 已に対応 

拡張システム端テ . ワイヤレスファイルトランスミッター WFT - E 4 接続用 
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主な仕様 


■電源 

使用也 . バッテ U - パック LP - E 目、]個 

* AC アダプターキット ACK - E 日使用により、 AC 駆動可能 
* バッテ U —グ U ップ目 G - E 日装着時、単3形電池使用可能 

電池情報 . 残容量、撮影回数、劣化度確認可能 

撮影可能枚数の目安 . ファインダー撮影 


( CIPA 試験基準による） 常温 （+23 に）約8已〇枚、低温（〇に）約7已〇枚 

ライブビュー撮影 

常温 （+23 に）約200枚、低温のに）約] 80枚 


■大ささ-質量 

大ささ .] 已2 ( 幅） X 1 13.5 (高さ） X 7 已（奥行 ） mm 

質量 . 約 8]0 g (本体のみ） 

■動作環境 

使用可能温度 . 0ご〜+ 40ご 

使用可能湿度 . 8已％政下 

■バッテリーパック LP - E 6 

形式 . U チウムイオン電池 

公称電圧 . DC 7.2 V 

容量 . 1800 mAh 

使用可能温度 . 〇で〜+ 40に 

使用可能湿度 . 8已％攻下 

大ささ .38.4 (幅） X 21 (高さ） X 已日 .8 (奥行 ） mm 

質量 . 約80邑 

■バッテリーチヤージヤー LC - E 6 

形式 . バッテ U —パック LP - E 日専用充電器 

充電時間 . 約2時間30分 

定格入力 . AC ] 00〜24 0 V (已0/日 OHz ) 

定格出力 . DC 8.4 V /1.2 A 

使用可能温度 . +已で〜 +4 crc 

使用可能湿度 . 8已％攻下 

大ささ . 日9 (幅） X 33 (高さ） X 93 (奥行 ） mm (プラグ収納 

時） 

質量 . 約] 30邑 
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をな仕様 


■ EF 24-10 已 mm F 4 L に USM 


画角 . 対角線； 8が〜23° 20' 

水平： 7午〜] 9° 20' 

垂直：已3°〜 ] 3。 

構成枚数 . 13群] 8枚 

最小絞り . F 22 

最短撮影距離 .0.45 m (撮像面から） 

最大撮影倍率 . 0.23倍 （10 已 mm 時） 

画界 . 已3已 X 34已 mm 〜]已8 X ] 0目 mm (0.4已171日寺） 

手ブレネ甫正機能 . レンズシフト式 

フィルター径 .77 mm 

レンズキャップ . E -77 U 

最大径 X 長さ . 83.已 X 1 07 mm 

質量 . 約日70旨 

対応フード . EW -83 H 

対応ケース . LPT 2] 9 


• 記載データはすべて当社試験基準によります。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 

• 他社製のレンズを使用して不具合び生じた場合は、そのレンズメーカーへお問い合 
わせ <ださい。 


アフターサービスについて 

1. 保証期間経過後の修理は原則として有輯となります。なお、運賃諸掛か 
りは、お客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品） 
は、日本国内において、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。 
したびって期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の 
原因や内容によっては、期間中でを修理び困難な場合と、期間後でを修 
理び可能な場合びありますので、その判定につさましてはお買い上げ店、 
または別紙の修理受付窓□にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ IJ ントを添付するなど、 
修理箇所を明確にご指示の上、十分な捆包でお送りください。 
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商標について 

参 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

参 CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

参 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 
登録商標です。 

参 Macintosh . Mac OS は、米国および他の国で登録された、米国アップル社の商標、 
または登録商標でず。 

参 HDMI 、 HDMI □コ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing LLC の商標または登録商標です。 

• DCF # は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF □ゴマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「Design rule for Camera 円 le 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

♦ その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標でず。 

* DCF は、まとしてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあうことを目的 
として制定された（社）電子情報技術産業協会 ( JEITA ) の規格の 「 Desi 呂 n「ulefor 
Camera 円 le System 」 の略称です。 

* このデジタルカメラは 、 DCF 2.0 と Exif 2.21 (愛称 「Exif Print 」） に対応していま 
す 。 Exif Print は、デジタルカメラとプリンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 
対応のプ I 」ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化し 
て、よりされいな印刷出力結果を得ることびでさます。 


巧害電波自主規制について 

この装置（カメラ）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準 
に基づ<クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いを 
して < ださい。 


MPEG -4 使用許諾について 

"This product is licensed under AT&T patents for the MPEG -4 standard 
and may be used for encoding MPEG -4 compliant video and/or decoding 
MPEG -4 compliant video that was encoded only (1 )for a personal and 
non-commercial purpose or (2) by a video provider licensed under the 
AT&T patents to provide MPEG -4 compliant video . No license is 呂 ranted 
or implied for any other use for MPEG -4 standard ." 

* 規定により英語で表記しています。 
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索引 


英数字 


10秒後/2秒後撮影 . 86 

1920 X 1080. 121 

] 枚撮影 . 8已 

] 枚表示 . 128 

4枚/9枚インデックス表示 . 131 

640 X 480. 121 

AC アダプターキット . 196 

Adobe RGB . 76 

AEB . 97,174, ] 7已 

AE □ック . 98 

AF ーピント合わせ 

AF -0 N (スタート）ボタン... .3 已，182 

AF ストップボタン . 178 

AF マイク□アジヤストメント . 181 

AI FOCUS ( A 口才ーカス AF ). 80 

Al SERVO ( AI ヴーボ AF ).79 

Av (絞 0 優先 AE ).92 

B/W .60, 62 

B (バルブ） .99 

の、困、面 . 20,187 

回（ク U エイティブ全自動） . 已] 

CF カードーカード 

DC カプラー . 196 

DP 0 F . 163 

E-TTL 調光方式 . 106 

EX スピードライト . 103 

FEB . 10已 

FE □ック . 103 

Full HD . 121 

HDMI . 140 

に C プ□ファイル . 76 

ISO 感度 . 已7,174,191 

感度掘:張 . 174 

自動設定 . 已8 

JPEG (ジェイペグ） . 已4 

M (マニュアル露出） . 94 

皿五のマーク . 4 


MF (手動ピント合わせ）.... 

. 84 

NR (印刷） . 

. ] 已8 

NTSC . 

. 201 

ONE SHOT (ワンショット AF )....... 79 

P (プ□グラム AE ). 

. 88 

PAL . 

. 201 

Piet 巨 ridge . 

. ] 已3 

RAW+JPEG . 

. 已4 

RAW (ロウ） . 

........ 已4,已目 

SET ボタン . 

. 40 

sRAW (スモール□ウ） ...... 

........ 已4,已日 

sRG 巨 . 

. 76 

Tv (シャッター優先 AE ).... 

. 90 

Ultra DMA ( UDMA ). 

........ 29,已已 

USB (デジタル）端テ ....... 

..1已4,167 

VIVID . 

. ] 已8 

WB ーホワイトバランス 


1友 1 

アイカップ . 

. 100 

アイピースカバー . 

… 23,100 

アクセヴ IJ ーシュー . 

. 104 

アクセスランプ . 

. 30 

アシスト測距点 . 

. 80 

色あい . 

… 61,160 

色温度 . 

. 67 

色空間 . 

. 76 

色の濃さ . 

..... 61,160 

印刷 . 

.] 已3 

〈なへ^〉ボタン . 

.] 已9 

印刷効果 . 

. 160 

印刷指定 （ DP 0 F ) ......... 

. 163 

傾さ（角度）補正 . 

. 161 

hUS ング . 

. 161 

ピクトブ U ッジ . 

.] 已3 

用紙設定 . 

. ] 已巨 

レイアウト . 

.] 已7 

インデックス表示 . 

. 131 

ウルトラ DMA . 

........ 29,已已 
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索引 


液晶 モニター . 13 

明るさ調整 . 144 

画像の再生 . 127 

撮影機能の設定状態表示 . 191 

メニュー表示 . 40, 200 

エラー表示 . 209 

丽マー ク . 4 

オートパワーオフ . 27,44 

オートフオーカスーピント合わせ 
オートライティング 

オプティマイヴ .47. 177 

才 一 hU セット . 7已 


消去 . 142 

テレビで見る . 139 

八イライト警告 . 129 

パソコンに転送 . 167 

ヒストグラム . 130 

保護（プ□テクト） . 141 

画像転送 . 167 

画像番号 . 74 

画素数 . 已4 

家庭用電源 . 196 

壁紙 . 169 

カメラ 


才 U ジナル画像判定用データ .] 8已 

温黒調（印刷） .] 已8 

音量（動画再生） . 138 


才 U ジナル画像判定用データ .] 8已 

温黒調（印刷） .] 已8 

音量（動画再生） . 138 



カード . 13, 29, 43 

入れ忘れ防止 . 29 

初期化（フォーマット） . 43 

トラブル . 30 

カードなしレ U —ズ . 29 

回転徊觀 . 134, 146,161 

外部スト□ボ^スト〇ボ 

掘:大表示 . 119,133 

拡張テ . 7已 

各部の名称 . 16 

カスタム機能 . 172 

一括解除 . 172 

カスタムホワイトバランス . 67 

画像 

AF フレーム表示 . 129 

インデックス . 131 

掘:大表示 . 133 

再生 . 127 

撮影情報 . 129 

自動回転 . 146 

自動再生 . 13已 

ジャンプ表示（画像送り） . 132 

手動回転 . 134 


構え方 . 34 

カメラブレ . 101 

設定初期化 . 4已 

設定内容表示 . 190 

カメラユーヴー設定 . 20,187 

感度 ( ISO ). 已7 

強制 U セット . 7已 

記録画質 . 已4 

記録機能 . 201 

クイック設定画面 . 38 

クイックモード . 113 

クリーニング . 147 

ク U エイティブ全自動 . 已] 

グ U ッド表示 . 111 

ク□ス測距 . 83 

ケーブル . 3,139,140 

言語の切り替え . 42 

高感度撮影時のノイズ低減 . 176 

高輝度側-階調優先 . 177 

合焦マーク . 48 

コード . 3,139,140 

故障 . 203 

ゴ S の写り込み防止 . 147 

コントラスト . 61,160 



ヴーボ AF . 已0, 79 
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索引 


再生-►画像 

先幕シンク □. 10已 

撮影画像の確認時間 . 14已 

撮影可能枚数 . 28,已已， 1]] 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 198 

撮影機能の設定状態 . 191 

撮影情報表示 . 129 

撮影モード . 20 

ク U エイティブ全自動 . 已] 

絞り優先 AE . 92 

シャッター優先 AE . 90 

全自動 . 48 

バルブ . 99 

プ□グラム AE . 88 

マニュアル露出 . 94 

撮像素テの清掃 . 147 

サブ電子ダイヤル . 37 

兰脚ねじ穴 . 17 

システム図 . 210 

自動再生 . 13已 

自動選択 ( AF ). 81 

視度調整 . 34 

絞り込み . 93 

絞り優先 AE . 92 

シャープネス . 61 

シャッターボタン . 3已 

シャッター優先 AE . 90 

ジャンプ表示 . 132 

十字測距 . 83 

充電 . 24 

周辺光量ネ甫正 . 70 

手動ピント合わせ . 84,119 

消去（画像） . 142 

照明（表示パネル） . 99 

初期化（フオーマット） . 43 

白黒写真 . 60, 62 

白黒（印刷） .] 已8 

白飛び . 129 


シンク□設定 . 10已 

シンク□接点 . 16 

シンク□端テ . 16,104 

スーパーインポーズ . 179 

ストラップ . 23 

スト□ボ 

FE □ック . 103 

外部スト□ボ . 103,104 

カスタム機能 . 106 

シンクロ（先幕/後幕） . 10已 

スト□ボ制御 . 10已 

調光補正 . 103 

同調速度 . 104,17已 

スポット測光 . 9已 

スモール（記録画質) . 已4 

スモール□ウ . 已4,已目 

スライ ドシヨー . 13已 

詩音撮影 . 120 

静止画 - ►画像 

セイフティシフト . 17已 

設定初期化 . 4已 

セピア調（モノク□写真） . 62 

セルフタイマー . 86 

全巧し . 35 

セン サーク IJ — ニング . 147 

全 g 動 . 48 

送信指定（画像） . 170 

測光モード . 95,191 



ダイナミックレンジ . 177 


ダイレクト還択 . 179 

ダイレクト転送 . 167 

ダイレクトプ U ント^印刷 

ダストデ U —トデータ . 149 

縦位置画像回転表示 . 146 

中央部重点平均測光 . 9已 

ムも D 父/ 1 . ら〇 

調光補正 . 103,174,191 
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索引 


長時間露光 . 99 

調色（モノク□写真） . 62 

長秒時露光のノイズ低減 . 176 

著作権情報 . 46 

デジタル端子 .] 已4,167 

手ブレ . 33, 3已 

手ブレ補正機能（レンズ） . 33 

テレビで見る . 139 

電源 

オートパワーオフ . 27,44 

家庭用電源 . 196 

撮影可能枚数 . 28,已已， 1]] 

充電 . 24 

スイッチ . 27 

電池情報 . 192 

電池チェック . 28 

電子音 . 48, 79, 200 

電子ダイヤル 

サブ電子ダイヤル . 37 

メイン電子ダイヤル . 36 

電池-►電源 
動画 

再生 . 137 

撮影 . 121 

テレビで見る . 139 

通し番号 . 74 

時計 . 42 

ドライブモード . 85,191 

トリミング（印刷） . 161 


トリミング（印刷） . 161 



ナチュラル /M (印刷） .] 已8 

ニュートラル . 60 

任意選択 ( AF ). 81 

ノイズ低減 . 176 

ノーマル（記録画質） . 已已 

バースト枚数 . 已日 

八イビジョン . 121,140 


八イライト警告 . 129 

パソコン 

画像転送 . 167 

デスクトップの背景（壁紙） ....... 169 

発光モード . 10已 

バッテリーー電源 

バッテ U - グリップ . 192 

バッテリーチェック . 28 

バルブ橋霞 . 99 

ノイズ低減 . 


. 176 

半巧し . 


. 3已 

番号 . 


. 74 

ミ凡用スト□ボ . 


. 104 

ピクチャースタイル.... 


..已9〜目4 

ピクトブ U ツジ . 


.] 已3 

被写界深度確認 . 


. 93 

ヒストグラム（輝度/ RGB ) 

. 130 

曰付/時刻 . 


. 42 

時計用電池の交換... 


. 197 

ビデオ出力方式 . 


139, 201 

評価測光 . 


. 9已 

表示パネル . 


. 18 

照明 . 


. 99 

標準設定（印刷） . 


.] 已8 

ピント合わせ 

AF の苦手な被写体.. 


. 84 

AF フレーム選択 ..... 

..81， 

179,191 

AF フレーム表示 ..... 


. 129 

AF 補助光 . 


. 179 

A 巧ード . 


..78,191 

構図変更 . 


. 已〇 

手動ピント合わせ... 


..84,119 

電子音 . 

…48 

,79, 200 

ピンボケ . 

…49 

, 84. 118 

ライブビュー撮影... 


113,119 

ピント板 . 


. 184 

ファームウエア . 


. 202 

ファイルサイズ . 

..已已，123,129 

ファイル名 . 


. 74 
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索引 


ファインダー . 19 

視度調整 . 34 

ファイン（記録画質） . 已已 

フィルター効果（モノク□写真) ........ 62 

風景 . 59 

フオーカシングスク U- ン . 184 

フオーカスモードスイッチ ........ 31,84 

フオーカス□ック . 已〇 

フォーマット （CF 力ード初期化） ...... 43 

フォルダ作成/還択 . 72 

フチ（あり/なし） .] 已7 

部分測光 . 9已 

ブラケティング . 日9, 97,174 

プリント^印刷 

フル八イビジョン . 121 

プレシジョンマット . 184 

プ□グラム AE. 88 

プ□グラムシフト . 89 

プ□テクト（画像の保護） . 141 

方眼マット . 184 

ポートレート . 已9 

ホワイトバランス . 65,191 

カスタム . 67 

ブラケティング . 69 

補正 . 68 

マニュアル . 66 



マイク（内蔵/外部） . 124 

マイメニュー . 186 


マニュアルフォーカス .84. 119 

マニュアル 露出 . 94 

マルチコント□ーラー . 36, 81 

ミドル（記録画質） . 已已 

ミラーアップ撮影 . 101,180 

メイン電子ダイヤル . 36 

> —ZL — 

機能一覧 . 200 

設定操作 . 40 


マイメニュー . 186 

メモ U —カードーカード 
モードダイヤル^撮影モード 


モノク□写真 . 60, 62 



ユーヴー設定 . 187 

用紙設定（印刷） .] 已目 

ラージ（記録画質） . 已已 

ライブビュー撮影 . 107 

グリッド表示 . 111 

撮影可能枚数 . 111 

クイックモード . 113 

手動ピント合わせ . 113,119 

情報表示 . 112 

詩音撮影 . 120 

動画撮影 . 121 

表示設定 . 109 

ライブ顔優先モード . 116 

ライブモード . 11已 

リモートスイッチ . 100 

U モコン撮影 . 100,102 

冷黒調（印刷） .] 已8 

レンズ . 21,31 

周辺光量補正 . 70 

□ック解除 . 32 

連続撮影可能枚数 . 已已 

連続撮影（連写） . 85,191 

□ク . 已4,已6 

露出シミュレーション . 109 

露出補正 . 9日，174 

ワイヤレスリモコン . 102 

ワンシヨッ hAF. 79 
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Canon 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干]日 8-8 日]]東京都港区港南 2-1 目-6 


製品取り扱い方法に関するご相談窓 □ _ ■ 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050 -5 己 5-90002 

受付時間：平日9 :日日〜2日：日日 

± .日.祝日]日：日日〜17 :日日 
(1 月]曰〜]月3曰は休ませていただきます） 

《上記番号をご利用いただけない方は、日 43-211-9 已已6をご利用ください。 

《 IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによりつなびらない場合び 
あります。 

《受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


修理受付窓 □ ■ 



キヤノンカメラサイトのご案内 t 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

canon.jp/eos-d 


この使用説明書は、2日日8年9月に作成したをのです。それ降に発売された 
アクセヴリー、レンズとの組み合わせにつさましては、上記のお客様相談セン 
ターにお問い合わせください。 


據 

Li-ion 


IJ チウムイオン電池の U サイクルにご協力ください, 


CT1 - 5240- 000 
0000 NiO.O 


© CANON INC. 2008 


PRINTED IN JAPAN 








